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プロローグ









　──アレは、なに？

　少女は、青い瞳ひとみでソレを追った。

　大空を駆かける、【真紅の巨大戦闘機】。

　天より舞い降りたソレは、およそ兵器と称するには派手すぎた。

　アルファベットのＡのような全体像フオルムは、兵器特有の理論やモジュールを感じさせない。底面部には二門の砲頭。紅の装甲板が陽光を反射して輝いている。

　まるでＳＦアニメの一カットを、そのまま現実で見せられているような……そんな不思議な感覚を少女は覚えた。

　──どうして、そこにいるの？

　ここは、化ばけ物ものうごめく戦場の爆心地だ。

　人の手に余る。人類の英知も及ばない。

　少女だけに押しつけられた、腐くさった現実の底の底……誰も下りることが敵かなわない。誰も少女を救いあげてくれない地獄のはず。しかし、彼はどこからともなく現れ、ここへ来た。

　──どうして、逃げないの？

　怪物なのだ。三十メートル近い全長をした。人なんて一ひと掴つかみで何人も捉とらえられてしまう。

　人間をリンゴみたいに頬ほお張ばり、骨肉を咀そ嚼しやくし、旨うまそうに嚥えん下げする。

　銃弾でも、地雷でも、ミサイルでも止められない。

　少女が対たい峙じしているのは、人類を食物連鎖の玉座から引きずり下ろした、半なかば反則じみた怪物なのである。

　それを前にして、何な故ぜ、あのパイロットは逃げないのか。

　──あなたは、いったい誰？

　虚空を仰あおぐ怪物──身体からだはビルよりも大きい。数両分の列車よりも長く、太い腕が八本。人を模した醜しゆう悪あくな顔面を二つ持つ。

　少女を、【人類の最終兵器】をも制した敵は、天空に座す戦闘機を睨ねめ上げる。

　その絵面はとてもヒロイックで、幻想的だった。その絵を誰よりも近くで見た少女は、絶望の闇やみに一筋の光を見る。

「あなたはわたしを……助けて、くれるの？」

　少女はか細い声でそう聞く。返ってきたのは少年の優しい声だった。

『ああ。俺の全部で君を助ける。だからもう泣くな』

　彼女は後に知ることになる。

　この少年こそ、少女の闇を切きり裂さく、本物の勇者だということに。






Ⅰ　ヌイグルミと魔女









　西暦１９９９年９月９日────人は生態系の頂点ではなくなる。

　謎なぞの巨大生命体。

　世界一〇八箇所に同時発生したソレは、大地を、動植物を、人間を、噛かみ千ち切ぎった。

　国際連合ＵＮは、怪物を悪意マリスと呼称……敵性生物と認定する。

　散発的に起こるマリスの襲撃を、人類は文明の粋である戦術と兵器で撃退し続けた。しかし、マリスが人の敵でなかったのは十五年の間だけ。

　マリスは劇的な進化を遂とげる。瞬またたく間に人類との力関係は逆転した。

　僅わずか数年で十億もの命が奪われた。

　世界情勢は瞬く間に様変わる。平和の二文字は地球上のどこにもなくなった。

　そんな劣勢の人類に転機が訪れる。

　武器の獲得と生贄の誕生。

　対マリスの切り札となる武器【ネイバー】を、先進各国が手に入れ始めた。

　そして何より大きかったのは生贄・優先被ひ虐ぎやく対象者【ヘキサ】が生まれたことだった。

　各国政府は、最優先でマリスに狙ねらわれるヘキサを隔かく離り・管理し、囮おとりとして利用し始めた。そしてそれは、西暦２０７０年、現在も続いている────




　──誰か、




　最新の科学技術が盛り込まれた司令管制室──スーパーコンピューターがダース単位で並ぶ。正面には巨大なモニター画面だ。左右にサブモニターが一台ずつある。その内装は、どことなく映画館を思わせた。

　そこで濃のう紺こんの士官服を着た少年・少女達が奔ほん走そうする。

　青のリボンタイ、右耳にインカムをつける。情報を送受信する彼らの右手の甲には、

　ヘキサの証たる【六角形の刻印】が刻まれていた。

「最終確認に入ります」

　一人の少女が中央に立つ。

　大人びた美び貌ぼうは、冷たい印象を少女に与える。ロングの艶つややかな黒髪は、日本人特有の美を宿す。纏まとう雰囲気も外見通り、実にクールなものだ。

「本土の避難状況はどうですか？」

　彼女・九重ここのえ紫し貴きは、お決まりの確認作業を始めた。

「戒かい厳げん令れいは依然、発令中です。東海圏はほぼ完了。首都圏もあと六区となっています」

「順調のようですね。国土交通省から許可は降りましたか？」

「道路封鎖は、ほぼ完了。関東・東海圏、走行中の全列車は、徐行にて最寄りのシェルターステーションに避難。完全終了にはあと三〇分ほどかかるそうです」

「水増しして多めに見積っているはずです。リニアと新幹線が退避したらこちらもＯＫでいいでしょう」

　ヘキサ特別教導軍事学校・【氷ひ室むろ義塾】。

　若年層ヘキサの育成と、マリス戦を専門にする戦闘組織である。彼らは、（各省庁を含む）国家並びにそれに準ずる様々な有権機関に命令を下せる権限を持つ。

　紫し貴きは次々と各省庁とやり取りを行う。全すべての確認を終えると上の方を向いた。

「司令。前提状況、すべてクリアしました」

　一段、高いところにある管制スペースは司令席だ。豪ごう奢しやな毛皮のコートで身を包くるむ。司令席に座す老婆は、シワだらけの笑みを紫貴たちに送った。

「今日もいい仕事っぷりだ」

　老婆の名前は氷室雷らい鳥ちよう──この氷室義塾の最高責任者である。

　雷鳥は煙草たばこを一本取り出す。ゆっくりとした動作で火を付けた。

「第弐富士の全関係各所に通達。戦闘状況をＡに移行させな」

「「了解！」」

　雷鳥の一声で、一いつ斉せいに生徒達が各おの々おのの通信箇所に発令を行う。

　紫貴も、インカムのスイッチを入れた。

「こちら生途会。生途会・九重ここのえ会長より、本部管理中隊ＣＣＶ。これより作戦を開始する。ポイントＤ４に第五戦車中隊ニーマルＴＫ５を投入。支援砲撃は第一特化中隊イチゴーＨＳＰ１と第二特化中隊イチゴーＨＳＰ２。ポイントはそれぞれ、Ｃ５とＣ８」

【生途会】とは氷室義塾の情報統括機関で、彼ら生徒達のことを指す。

　生への途道すじという意が掛けられ、つけられたネーミングである。

「ネイバーはどうなってる？　あとどれくらいで出れそうだ？」

　雷鳥が担当の男子生徒に問う。男子生徒は何も喋しやべらないまま雷鳥の方を向く。まるで幽霊でも見たみたいにその顔は青かった。雷鳥はまた聞く。

「なんだい？」

「ネイバーフッドが……逃亡しました」

　雷鳥を含め、全員に衝撃が走る。その報告は数万もの命を脅おびやかすものだった。




　──誰か……、




　日本第弐ヘキサ保管領・東富士人工島。通称【第弐富士】。

　静岡県東部の南方一〇〇キロ洋上に位置する、総人口・七万人の要よう塞さい型巨大人工浮島メガフロートである。海底隆起した小島に横付けするように浮かぶ。

　収容ヘキサは六〇〇〇人……日本最大のヘキサ保管領となる。

　氷ひ室むろ義塾に所属するヘキサと、それを補佐する部門別の専門班。そして一四〇〇〇人の自衛隊員がヘキサの防衛任務に就く。

　またヘキサの親族を始めとする民間人や、各施設で働く職員たちも、ここ第弐富士で生活を営いとなむ。島には繁華街ブロックなども設もうけられ、完全に一つの都市として機能している。

　現在、第弐富士の隣小島では砲声と爆発音が起こっていた。




　──お願いだから、誰か。




　一本の廊下が通り、複数の教室が並ぶ。人は誰もいない。

　そこへ黒スーツ姿のエージェントが階段から躍おどり出た。エージェントは廊下を一直線に走り抜ける。廊下端はしのゴミ箱の前に立った。

　手に持つＧＰＳを確認するや、エージェントはそのゴミ箱をひっくり返す。菓子ゴミや空き缶が散乱した。散らばったゴミの中から十字架のストラップが出てくる。

「なんてことを」

　それは、ストラップを模した小型の発信器だった。

「こちらネームＷ。ネイバーフッドは発信器を捨てていた。カメラの記録だと、そう遠くへは行ってないはずだ」

　男は通信を切ると、またその場を駆かけ出した。




　──誰か、誰か、




「う！　んん!!」

　重い鉄製の引き戸を、小柄な少女が体重を乗せて引く。少女は人一人分くらいの隙すき間まをやっとの思いで作った。

「シロ！」

　足元に置いていた白いアザラシのヌイグルミを掴つかみ取とる。身体からだを挟み込むようにして中に入る。内側から戸を締め、鍵かぎをかけた。

「は！　は！　は！」

　ここまでずっと走り続け、少女の心臓は爆発してしまいそうだった。しかし少女───セレンティーナ＝エングヴィスは休もうとはしない。

　秀しゆう麗れいな眉まゆに、ライトブルーの大きな瞳ひとみ。肌は透き通るような白さだ。白いワンピースを着ている。例えるなら西洋人形……可か憐れんさと整った美を、セレンは併あわせ持っていた。

　だが、セレンの美び貌ぼうは今、恐怖に歪ゆがんでいる。金色のロングヘアーを揺らし、必死に身を隠せそうな場所を探した。

　セレンは体操用のマットレスを見つける。

　立てかけられていたソレに手を伸ばす。拍子でマットレスが倒れ、セレンの体は下敷きになる。マットレスはカビ臭くさくて、ひんやりと冷たかった。

「ふぐ、」

　セレンは、ここが寒かった事に初めて気付く。動くのを止やめると、鳴りを潜ひそめていた不安が暴れ出す。無限の荒野に一人、放ほうり出された気分だった。

「ぇえ、うぇえ」

　ずっと我慢していた涙が、青い瞳ひとみから溢あふれる。

　セレンは止まらない涙を拭ぬぐう。

　右手の甲にはヘキサの刻印があった。ただし、セレンの刻印には六角形の中に【Ⅰ】のローマ数字が刻まれている。全く同じモノが細いうなじにも。

　それは、セレンを苦しめる呪のろいの象徴だった。

「誰か……わたしを、たす、けてぇ」

　少女の嗚お咽えつは、一緒に下敷きになったヌイグルミにしか届かない。
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　隣小島の最南端──沿岸部では黒煙が漂ただよっていた。

　浜辺に投とう棄きされたゴミのように、装甲車の残ざん骸がいや迫撃砲が散らばる。スクラップになった戦車もだ。浜辺の泥に混じって、点在するのは血の池だった。

「やめ！　ぎぃいぃいぃいぃ！」

　其そ処こかしこで断末魔の悲鳴が上がる。どれも動物みたいな声だった。

　一人の自衛隊員が砂浜にへたり込んでいる。自衛隊員は一方だけを注視していた。

「第一次防衛ライン……壊かい滅めつ。撤退許可を。繰り返す。撤退許可を」

　トランシーバーに向かい、同じ言葉を繰り返す。

　彼の正面では二匹の【怪物】が餌えさを奪い合っていた。

　餌とは、最後まで戦線を支えた彼の仲間である。

　一匹が仲間の腕を無む造ぞう作さに掴つかむ。もう一匹が仲間の足を持った。

「やめ！　やめや！　んぎぃいあゃああぁ！」

　へたり込んだ自衛隊員に血がかかる。バケツでぶっかけられたような量だ。自衛隊員は目を見開いたまま動かない。

「はぁああぁ」

　全長は四メートルを越える。唇が無く、牙きばは剥むき出だしだ。口元に滴したたる血を、大蛇のような舌で舐なめ取る。四肢は丸太のように太かった。

　この怪物こそ、人類が絶滅を回避するために戦う外敵────【マリス】だった。

　食事を終えた二匹は、へたり込んだ自衛隊員に視線を定める。

「化け物どもが……」

　自衛隊員はトランシーバーを落とす。すぐさまホルスターから拳けん銃じゆうを抜くと躊ちゆう躇ちよなく自分の頭を吹き飛ばした。







「捜索を急いでください。既に敵は第二次防衛ラインに入りました」

　紫し貴きはしっかりとした口調で言い放つ。

　司令室の右側モニターに、隣小島の立体マップが浮かぶ。

　大量の〔兵士〕の形をした赤マーカーが、もの凄すごい速さで隣小島へ入ってきていた。

「生途会より本部管理中隊ＣＣＶ。戦闘フローの七項から一二項までを廃棄。次の命令を待て」

「司令！　侵攻速度が予想を大きく上回っています！　上陸開始から一〇分で……八八体？　オペレーション・アケノミヤと同程度です！　第一次防衛ラインは壊滅！」

　男子生徒が報告する。司令席の光学パネルを叩たたく雷らい鳥ちようは、動じる素振りを見せない。

「悪いことは続くもんだね。第二次防衛ラインは現状維持。とにかく敵を食い止めるんだ」

「了解！　生途会より本部管理中隊ＣＣＶ。ポイントＣ３にいる第四戦車中隊ニーマルＴＫ４へ通達。戦線を維持せよ。繰り返す、戦線を維持せよ。撤退は認めない」

　生徒達は、即座に雷らい鳥ちようの命令を発信する。彼ら【生途会役員】から届けられる戦況を通じ、雷鳥は盤上を動かす。

「まったく、うちのお姫様は何ど処こに行っちまったんだい」

　雷鳥は困り顔でボヤいた。







　真っ暗な密室は埃ほこりにまみれていた。

　被かぶさってきたマットレスの中でセレンは息を潜ひそめる。

　セレンが逃げてきたのは、氷ひ室むろ義塾の体育館にある用具室だ。

　此こ処こに至るまで、目につく鍵かぎは全すべて閉めてきた。体育館のマスターキーは何日も前に盗み出し、捨てている。予かねてより計画してきたモノだった……今回のセレンの逃亡は。

　発信器も捨ててきた。プレゼントだと騙だまされ、ずっと持たされていた物だ。

　──もう、乗らない。絶対……イヤ。

　セレンは唇を噛かむ。戦闘中、生徒が校舎内にいることは無い。学徒兵として各おの々おのの持ち場へ急行しているからだ。セレンはその盲点を突いたつもりだった。

「!?」

　セレンは跳はねるように上体を起こす。外から音が聞こえてくる。重機を走らせるような音だ。セレンは「大丈夫」と小声で呟つぶやく。何度もだ。

　締めてきた鍵の数。誰にも見つからず、ここに来た事。あの倉庫扉が重く、頑がん丈じようだった事も。セレンはそんな、大丈夫の要因を必死にかき集めた。

　だが、次の瞬間──

「っ！」

　轟ごう音おんと共に巨大な〔拳こぶし〕が現れる。壁をぶち抜いて。瓦が礫れきがセレンの周りで散らばった。

　残響が渡る中、外の世界が一気に広がる──セレンの視界は望まずともソレを映す。

　無くなった壁の向こうで鉄の巨人が身を屈かがめる。レンズ仕掛けの機械眼が収縮を繰り返す。巨人の瞳ひとみが、怯おびえるセレンの姿を捉とらえた。

　セレンは頭が真っ白になる。ここまで予想していなかった。いや……ここまでするとは思わなかったのだ。セレンは現実を拒こばむように、頭を横に振り始めた。

　巨人の脇わきをくぐって、自衛隊員たちがなだれ込む。

「いやぁあああぁ!!」

　セレンは逃げだそうとマットレスから這はい出でる。しかし、その小さな体はたちまち自衛隊員たちに取り押さえられた。

「いや！　もういやぁああぁああぁ!!」

　冷たい倉庫に少女の悲痛な叫び声だけが響く。

「一五四八。ネイバーフッドを発見、これよりネイバーへの搭乗作業に移る」







　第弐富士の南隣に接する、この小島は戦場として扱われる。

　小島は三日月型をしており、第弐富士を小島が囲っている形だ。マリスは必ず南海から攻めてくるので、第弐富士に行くにはどうしてもこの小島を通らなければならない。

　ここはポイントＣ３──剥むき出だしの土が広がる丘きゆう陵りよう地帯だ。

　西側・第二次防衛ラインの戦車部隊は、壊かい滅めつ寸前まで追い込まれていた。

　生き残った戦車三両が、休まず一二〇ミリ戦車砲を発射する。

　砲弾を掻かい潜くぐり、何十ものマリスが驀ばく進しんしていた。土砂の波飛沫しぶきぐらいではまるで怯ひるまない。その様は怒り狂った水牛の群れだ。

　戦車砲で、数匹のマリスが地面ごと吹き飛ばされる。しかしマリスの減る量と、進軍してくる量はまるで釣り合いが取れていなかった。

　マリス迎撃は「近寄らせない」のが鉄則だ。

　組みつかれたら絶対に勝ち目がないからである。射程ギリギリから砲撃を繰り返し、一定まで近づかれたら戦線を下げていくのがセオリーである。

　だが今回は勝手が違う。彼らには撤退はおろか、戦線を下げる事も許されていなかった。

　一台の戦車がマリスに襲われる。

　マリスの前では鉄の装甲など役に立たない。その腕力は天てん蓋がい部を包装紙みたいに破く。主砲も同じだ。鉄柱のような砲身が、抱ほう擁よう一つで簡単にへし折られる。

　そして中の人間が、次々と躍おどり食いにされるのだ。

　その例に倣ならい、戦車から一人が引きずり出される。マリスは大口を上げた。

「やめやめやめ！　ぅあっぶ！」

　男の首から上が無くなった。口元に血ち糊のりをたっぷりつけ、マリスがまた口を開ける。

　そのマリスを銃弾が襲った。射線は上からだ。銃弾は戦車内の人間を巻き込んでマリスを穴だらけにする──

　銃弾は戦車部隊の後方、丘の上から放たれたものだった。

　一人の自衛隊員が半狂乱で機関砲の弾をばら撒まく。その者の視界で仲間が喚わめいた。

「お前！　まだ中に生きてる奴やつがっ！」

「生きて喰くわれるよりはマシだ！　習わなかったのかよ！　それよりネイバーはどうした！　なんでまだ出てきてねぇんだよ！」

　怒ど鳴なり返し、砲手は下に向けて機関砲を打ち続ける。

「二二小隊も全滅だ！　もう俺らしか残ってないぞ！」

　武器テントからランチャーを担いできた自衛隊員が言う。その自衛隊員も持ってきたランチャーで応戦した。

　戦車部隊を蹴け散ちらしたマリスが、今度は彼らを狙ねらって丘を登りだす。ベソをかいて手しゆ榴りゆう弾だんのピンを抜いた者が叫んだ。

「救援要請は何度もしてるだろっ！　戦騎装は応援にきてくれないのかよっ！」

「来れる訳ねーだろ！　本ほん丸まるでヘキサどものお守りだチキショウ！　俺らは……使い捨ての駒こまかよぉおお!!」

　別の者も半ベソをかいて機関砲を撃ち始めた。

「うあぁああ!!　一匹登ってきたぞ！」

　マリスがとうとう高台に到達する。仮設バリケードが玩具おもちやのように吹き飛ばされた。

　マリスは手近にいた砲手に襲いかかる。周りにいた自衛隊員は、銃口をその一匹に定めた。その間も二匹、三匹とマリスが高射台に集まってくる。

「もう駄目だ！」

　一人の自衛隊員が逃走しようとすると──

「!?」

　マリスが一いつ斉せいに動きを止める。全すべてのマリスが、同じタイミングで同じ方向を見た。襲われていた自衛隊員たちも本能的にマリスと同じ行動をとった。

『伏せて！』────スピーカー越しで女の声が響く。

　声の主を見るや、この場にいる全員が脊せき髄ずい反はん射しやにも似た速さで動く。

　轟ごう音おん、次の瞬間、一匹のマリスの頭半分が無くなる。残った舌ベロが勢いよく跳はねた。

　銃撃の嵐あらしが巻き起こる。銃声が、地面に伏せた自衛隊員の内臓を揺さぶった。マリスが次々と撃ち殺されていく。身体からだを抉えぐられ、踊るように絶命する。

　高台に登ったマリスが、あっという間に駆く逐ちくされた。

『救援要請をしていたのは、ここの部隊だよね』

　自衛隊員が皆、顔を上げる。

　彼らを救ったのは、全長一一メートルの鉄巨人だった。

　シャープなデザインの細身。アイカメラをつけたヘッドギアのような頭部。顎あごの下から二本のセンサーを伸ばす。

　両肩には旋回用のブースターを付ける。腰後ろに燃料タンクを二基、差し込む。

　カラーリングは頭から足まで赤だ。肩には氷ひ室むろ義塾所属を表す、六角形のヘキサグラムに突き立てられた剣のマークがペイントされている。

　戦闘用騎乗型巨大兵装──【戦せん騎き装そう】だった。

　戦騎装の外部スピーカーから、女の子の声が流れた。

『こいつらは私が引きつける。すぐ西側第三まで後退して』

　戦せん騎き装そうが丘を滑すべり降りる。すると周辺一帯のマリスが、一いつ斉せいにその後を追いかけ始めた。







　コックピットモニターに映るマリス達を見る。

　機兵部・部長の一いちノの瀬せ葵あおいは目を細めた。

　ドライヤー焼けした茶色のセミロング。力強い目元は一七の少女に当てはめるには悲しいまでに研ぎ澄まされている。

　黒と赤の、機械パーツを織り込んだ防護服を纏まとう。

　繊維素材が密着し、しなやかなボディラインが見てとれる。均整のとれたスレンダーな体つきだ。優雅さだけでなく、力強さも感じさせる。

「あの様子……もしかして生途会は」

　葵は戦騎装を回転させた。戦騎装がバック走に切り替える。

　携行する戦騎装運用アサルトライフル【スイートビー】を構えた。

　葵が操そう縦じゆう桿かんのトリガーを絞る。四五ミリ口径の特大マシンガンが唸うなりを上げた。

　マリスの身体からだが、紙細工のように千ち切ぎれ飛ぶ。──首がなくなる。──手がもげる。──腹に風穴があく。マリスの死体がバウンドしてゴミみたいに転がっていく。

　しかし、幾ら仲間が殺されようと関係ない。そんな事は意に介さずマリスは葵の戦騎装を執しつ拗ように追い回す。

「追ってきな！　今なら銃弾もサービスだ！」

　マリスの習性──それは兎とにも角かくにも、ヘキサを優先して襲ってくるというものだ。

　葵が現れた途端、マリスが彼女一人に標的を変えたのも、その特性による。

　葵が属す【機兵部】は、氷ひ室むろ義塾の戦騎装部隊で、特に操縦適性の高いヘキサたちで構成される。操縦技能だけでいえば、各国の正規軍パイロットすら凌しのぐ実力者たちだ。

　だが機兵部は戦闘部隊としての機能を求められていない。

　機兵部の主目的は戦場操作……つまり囮。

　高い操縦技能を持ちながらも、ヘキサ達は戦うことを求められていない。餌えさに目がくらんだマリスを誘導する為ために、葵たち、ヘキサは戦場を駆かけ回るのだ。

「多い。三〇はいる……この分だと中央の第三に着くころには、一〇〇を超える」

　葵は後退しつつ、モニターに映るマリスを着実に撃ち殺していく。

『アノ肉オレノ！』

『オレノ頭！』

『オレノ目玉！』

　戦騎装の集音スピーカーがマリスの声を拾う。

「中央で戦闘が始まれば戦線を上げる。でももし、この数にわき腹を突かれたら」

　経験則から葵あおいは展開をシミュレートする……即断した。

　操そう縦じゆう桿かんグリップの先を親指で回す。

　メインモニター左端にある〔後退〕という赤の電光文字が〔前進〕という緑の電光文字にスイッチした。

　戦せん騎き装そうの足下に備えられた巨大タイヤロードホイールが煙を上げて急ブレーキ、それから一気に逆回転した。

　戦騎装が前進に転じる。一匹のマリスの片足を捕まえた。逆さに一本釣りし──

「ここでやるしかない！」

　地面に叩たたきつける。岩盤が割れた。マリスの頭も。

　飛び散った肉片が、戦騎装の装甲に血化粧を施ほどこす。

「こっちだ！　こっちに来い！」

　葵の戦騎装が手に持った死体を捨てて滑走する。

　葵の戦騎装は、単機でマリスの群れを殲せん滅めつし始めた。







　白と黒の（拘束具を思わせる）パイロットスーツに着替えさせられたセレンが階段を上る。セレンの前後を黒スーツの男が歩く。辺りは暗い。

　階段両りよう脇わきにある非常灯を目安に、セレンは足元を定めた。胸にアザラシのヌイグルミを抱く。

「早く歩け！」

　セレンの背中を後ろの黒スーツが押す。セレンは怯おびえる眼まな差ざしで後ろを見た。セレンの眼めを見て、男は更に激情する。

「お前が余計な事したせいで俺はなぁ！」

　唾つばを飛ばしてセレンの髪を毟むしり上げる。セレンは痛みに負けてヌイグルミを落とす。青い瞳ひとみに涙が溜たまった。

「おい！　止やめろ！」

「特殊戦闘時にネイバーフッドが逃亡なんて……こんな不祥事、起こさせやがってよぉ！」

　上司の制止を聞かず、部下は目を血走らせて拳こぶしを上げる。

「いい加減にしないか！」

　部下の手を上司の黒スーツが掴つかんだ。

「今は乗せるのが先だ！」

　部下の黒スーツが悔しそうに口を紡つむぐ。乱暴にセレンの髪を離した。

　髪を放されるや、セレンは落ちたヌイグルミを拾う。涙が溢あふれてボロボロと落ちた。

　セレンはしゃがんだまま、ヌイグルミに「シロ、シロ」と語りかける。

「起きるんだ」

　上司の黒スーツはセレンの腕を掴つかみ、無理やり立たせた。

「役目を果たせ、ネイバーフッド」

　照明が一挙に点つく。【巨大ロボット】の頭部がセレンの視界いっぱいに広がった。







　司令室の右側モニターに、隣小島の状況が立体映像で映し出されている。

　戦車や人型などの、青い友軍マーカーがマップ中央で三角形に陣形を組む。

　そこから少し離れた西側エリアで、〔人型〕の青マーカーが、〔兵士〕の赤マーカーを次々と消していた。

「なんで？　一いちノの瀬せ部長の機体です！」

　生途会の女子役員が声を上げる。皆が似たような反応を示した。

　紫し貴きはすぐ自席の有線電話を取る。コール音が司令室に響いた。しばらくするとモニターの横隅に葵あおいの顔が映る。

「一ノ瀬部長、どうしてそんな所にいるのですか。機兵部は中央・第三次防衛ラインで待機。これから陽動が控えているはずです」

　紫貴が映像の葵に問う。

『紫貴……西側の第二次防衛ライン、ガタガタだった。戦うどころか逃げることも難しいくらい。とっくに救援要請は出してたでしょ？　なんで引かせなかったんだよ』

　葵は感情を抑えるように聞いた。他の役員たちは息を呑のむ。

「貴方あなたには知る権限がありません。命令です。すぐ所定の作戦行動に戻りなさい」

　紫貴が命じる。しかし葵は冷めた笑いで返した。

『言わなきゃ私はここにいる。あと私にまでその喋しやべり方？　すっごいムカつくんだけど？』

　葵は低い声で言う。怒りを抑えているのが見てとれた。紫貴はやがてため息を吐つく。長い黒髪を耳に掛け直した。

「二個戦車小隊を向かわせる予定だったわ。合流後の撤退がこちらの描いていたプランよ」

『嘘うそ……マーカーなんて一つも動いてなかった。だから私が行ったんだ』

　葵が言うと紫貴は瞳ひとみを微かすかに揺らす。葵はそれを見逃さなかった。

『紫貴、答えて。本当は切り捨てるつもりだったんじゃないの？　西側の第二次防衛ライン……全部』

　葵の質問に司令室が凍りつく。紫貴はまたため息を吐く。今度のため息は重かった。

「……ネイバーフッドセレンが逃げ出したの」

　それを聞いて葵は絶句する。みるみる顔が蒼あお褪ざめていき、視線を下に落とす。

『セレン、が？』

「この分だと、機兵部のいる第三次防衛ラインの撤退にも被害が及ぶ……ヘキサに犠牲は出せないのよ」

　紫し貴きは、参るように額ひたいに手を添そえた。

「被害を最小限に留とどめるためだったのに……あなた、ヘキサ自分の戦術価値を何だと思っているの。こんなときに仕事を増やさないで」

　それを聞くや、葵あおいは火がついたように怒り出した。

『人が死んでるんだよ！』

　葵の怒声が司令室に響く。

『紫貴は血を見てないからそんな事が言えるんだ！　最小限!?　人の命を数で括くくるなよ！』

　烈火のごとく葵は怒った。葵につられたのか、紫貴もその表情を氷にした。

「第六次防衛ラインが突破されたら次は第弐富士よ？　五〇〇〇〇人以上の民間人とヘキサが喰くわれることになるわ。一元的な物の見方で悪者にしないでちょうだい」

「あー、待った待った待った。ストップ。もう終わりだ」

　静観していた雷らい鳥ちようは、場を収めるように口を挟む。

「葵、油売ってないでさっさとポイントＢ８に行きな」
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『聞いて塾長！　いつもより勢いが強いの！　このままだと挟きよう撃げきされるかもしれない！　昨日、退院したばかりの子もいるの！　乱戦なんかさせられないよ！』

　葵あおいは雷らい鳥ちようを見るや、まくしたてた。雷鳥は厳しい口調で返す。

「今は司令と呼びな。それに、それを考えるのはアンタの仕事じゃない。アンタはアンタの仕事をしな」

「でも……でも、生途会は仲間を切り捨てて──」

　葵は紫し貴きを非難するように見る。紫貴は顔を強こわ張ばらせた。

「そんな連中の言うことなんて、私」

「甘ったれたこと言ってんじゃないよ！」

　雷鳥が一喝する。紫貴も葵も目を丸めた。

「現場そつちにも統率こつちにも仕方ないって事は山ほどある。ちなみに第二次防衛ラインに継戦指示を出したのは私だからね。紫貴の判断じゃあ無い。自衛隊あいつらの場合、のたうち回って死ぬことも給料に含まれているんだ。ヘキサアンタたちが死ななくて済むなら私は幾らでも切り捨てる……今までは、たまたまそれをする必要がなかっただけさ」

　雷鳥の言に葵は肩を落とす。雷鳥は葵の様子を見て語調を和やわらげた。

「だが私はアンタのそういうところが気に入っている。良い女になるよ。アンタも紫貴も」

『……一いちノの瀬せ機、作戦行動に戻ります』

　葵は憂い顔で通信を切る。

　右側モニターでは、一ノ瀬機のマーカーが青マーカーの集団に向けて再び移動を始めた。紫貴は切り替えるように軽く深呼吸をする。

「……司令、お手を煩わずらわせました」

「気にしてないよ。それで田た中なか？　セレンは見つかったかい？」

　紫貴の礼を流し、雷鳥は軌道修正するように別の男子生徒に聞いた。

「あ、はい、どうやら体育館の用具室に立て込んでいたそうです。自衛隊が戦せん騎き装そうを用いて強行突入したと報告が来ました。現在、搭乗準備に入っていると」

　その報告を聞いて、紫貴は僅わずかに顔を俯うつむかせた。

　──セレン、

　悲しみで胸が重くなる。でも状況は紫貴に悲しむ間を与えなかった。

「ルークが上陸します！　数二〇！」

　女子役員の一人が報告する。

　生途会に緊張が走った。

　右側モニターに映る隣小島の立体マップ──海岸部に〔兵士〕の赤マーカーよりも大きな〔砦とりで〕の赤マーカーが何十と現れ始める。

「全部後だ。一刻も早くネイバーを出すよ」

「「「了解！」」」

　役員たちは応こたえ、一いつ斉せいに各おの々おのの通信に戻る。

　皆が動き出している中、紫し貴きだけは自分の席のチャンネルを変えて何かを見ていた。

　──私なら……首を吊つっているかもしれない。

　それは男たちが女の子らしき人影を、何かに押し込んでいる映像だった。耳を澄ますとモニターからは泣き叫ぶ声、抵抗を窺うかがわせる雑音が聞こえてくる。

　取り押さえる男たちの足元にはアザラシのヌイグルミが落ちていた。

「セレン、ごめんなさい。……私を許して」

　紫貴は小さな声で言うと、モニターの映像を消した。





　幕間　【ドール・ワルツ・レクイエムⅡ　　第十一話　〔そしてまた一人〕


２０７０年３月29日　放映】



　────────　アニメーション映像が流れる　────────




　薄暗い格納庫で、一人のキャラクター少年が佇たたずむ。

　シャギーの入った黒い髪と黒い瞳ひとみは、東洋人をベースに設定されているからだろう。

　真っすぐな面立ちは、真面目まじめ・堅物といった印象を少年に与える。

　その身に、真紅のパイロットスーツを纏まとう。

　肩や胸などには金属製のプロテクター。着る人に合わせて自動的にサイズがフィッティングするＳＦ仕様だ。月のエンブレムが右手の甲に付く。

　少年は面を上げる。

【真紅の巨大戦闘機】が彼の横に鎮座していた。

　真っ赤な装甲板に、アルファベットのＡのような形状のボディ。中腹に、巨大な二門の砲頭を持つ。それは少年の半身とも言える機体だった。

　数えきれないほど、頼り。

　数えきれないほど、傷つけ。

　数えきれないほど、わがままに付き合わせてしまった大切な相棒である。

　少年は微笑ほほえむ。

　兵器として生まれたハズのこの機体に、いつしか特別な感情を持つようになっていた。声を大にして言える。コイツは自分の相棒だと。

《助けてきなさい。泣いている全すべての人たちを》

　少女の言葉が蘇よみがえる。この機体を少年に託たくした、大事な人の言葉だ。

　それを刻み込むように胸に手を置く。少年はゆっくりと目ま蓋ぶたを閉じた。

　この愛機の生みの親。

　何度もケンカをし、何度も助けて、助けられて。気付けば、いつも隣にいたのに……。

　今はもう何ど処こにもいない。この身が朽ち果てるまで、彼女に会う事は許されない。

「……行こう。エルフィーナ」

　少年は静かに目を開ける。赤が波紋のように広がった。

　少年の髪と瞳ひとみが、機体と同じく〔紅〕に染まったのだ。

「この窮きゆう地ちを覆くつがえす……オレと、オマエで」

　少年は愛機と共に、宇宙へと飛び立つ。






Ⅱ　戦場と魔女









　葵あおいの道中は、予想外の悪路に見舞われた。

　昨晩の雨を多分に取り込んでいるのか、泥で滑すべって戦せん騎き装そうのスピードが思うように出ない。そんな葵の戦騎装を十数匹のマリスが追いかけてくる。

　更に前方に五匹のマリスが現れた。

「次から次へと！」

　葵が毒づく。戦騎装がスイートビーを小刻みに撃った。

　まず手前の三匹が銃のリズムに乗って絶命する。残り二匹との距離が縮まる。

　葵の戦騎装は銃身を縦に持ち替える。

　飛び掛かってきた一匹──その顔面目がけ、銃のグリップを振り降ろす。

　トン単位の鈍器攻撃だ。

　頭を首根元まで潰つぶされマリスは絶命する。

　最後の一匹はすれすれで回避──すれ違いざまに腰から携行地雷を三つ投下した。ボトボトと一三〇キロの地雷が湿地帯に埋まる。

　数秒後、後方のマリスが地雷を踏む。爆風が後列の敵を吹き飛ばした。

「合流したら補給しないと」

　葵あおいに敵を仕留めた感動はない。彼女にとっては台所に立つよりも簡単な作業だからだ。

　葵の操縦技術は義塾内の戦せん騎き装そうパイロットの中でもトップクラスである。中でも、武器選択の速さ・正確さは、他の追つい随ずいを許さない。

　葵が何かに気付く。すぐさま戦騎装を後方へ転身させた。

　爆炎が立ち上る中、生き残ったマリスが炎を掻かい潜くぐって飛び上がる。葵は動じない。宙に舞ったマリスをスイートビーでハチの巣にした。

「一丁上がり」

　ミンチになった死し骸がいが泥の上に落ちる。直後、レーダーに味方の反応が映った。

『葵先輩っ！　大丈夫ですか！』

「っ！」

　葵は二重の意味で戦せん慄りつする。おそらくは自分を追って来てしまったのであろう後輩部員。そして……後輩戦騎装の後方で影が動いたのだ。

「バカっ！」

　葵は戦騎装を突進させる。次の瞬間、忍び寄っていた一匹のマリスが姿を現した。







　四よつん這ばいで上陸する獣人──二七体。

　硬質の肌は岩を思わせる。全身が緑色だ。目も耳もない顔に、鼻の穴と大きな口だけをつける。この怪物たちは先に上陸した小型マリス【ポーン】とは別種に当たる。

　対物・対兵器に特化した大型マリス【ルーク】の到とう来らいであった。

　全長は最低でも一七メートルを下回ることはない。鎌倉の大仏が立ち上がり、動きまわっていると言えば、どれほどのものか想像がつくだろう。

　辺りの臭においを嗅かぐ。何かを嗅ぎ付けたのか、ルークたちは舌舐なめずりをした。獲物を見つけた獣よろしく、ルーク達は走りだす。

　足の一掻きで土砂が津波になった。

　ベロから跳はねた涎よだれが幾いくつも水たまりを作っていく。

　奴やつらの目的はポーンと同じ、食料の調達だった。







『ねー。麻ま奈な美み、一人で行かせちゃったけど大丈夫かな？　生途会には部長の援護に行ったって電文、送っておいたけど』

『問題ないだろ。そもそも通信に出ない、あいつらが悪い……と言いたい所だけど、今日の生途会、何か変じゃね？　部長が飛び出しても何も言ってこなかったしさ』

　戦せん騎き装そうに搭乗する機兵部の部員たちが、オープンチャンネルで緊張感なく話し合う。

　ポイントＢ８──緑色が全面に広がる見晴らしのよい丘だ。

　其そ処こで機兵部と自衛隊の戦騎装部隊が展開し、マリスを待ち構えていた。

『孤立した部隊を助けに行ったんだろ？　俺も行きゃ良かった。ココつまんねぇ』

『カカシ任務クソよー。シネ！　生途会！』

　機兵部に緊張の色はない。彼らは己おのの腕に過大なまでの自信があった。

　ヘキサは、【被ひ虐ぎやく体質】の他に【才能開花】という特徴を持っている。

　一般的に多いのはＩＱの向上だ。他にも、瞬間記憶や空間把握など、特定の技能が開花する者もいる。また肉体面に変化が訪れる場合もあり、機兵部の多くはこれに当たる。

　反射神経や動体視力が向上したりと、内容は様々だ。

　氷ひ室むろ雷らい鳥ちようを頂点とする【氷室財閥】はそれに目を付けた。

　若年層ヘキサを優先して氷室義塾にスカウトし、適性判断の後、各部門のスペシャリストへと養成した。そして、日本初の試みとなるヘキサの戦線投入を敢行する。

　幾いくつかの問題を抱えつつ、その試みは大成功だった。氷室義塾はたった数年で、その道のエリートを凌しのぐ子供たちを大量輩出し、日本防衛の中核機関として立場を確立させる。

　政府も財閥の方針には口を出さない。否いな、出せないのだ。

　列強各国と太いパイプを持ち、様々な有力機関に莫ばく大だいな資金を援助。戦争を食い物に、肥え太った氷室に口を出せる者など、そう多くはいなかった。

『さぁーって。じゃー、ゴミ掃除だ。行っきまーっす！』

　部員の一人が威い勢せいよく言う。彼の戦騎装が最初に跳び出すと、他の戦騎装も続々と地面をめくって跳び出した。自衛隊の戦騎装は、遅れて機兵部に追従してゆく。







　自動迎撃装置である高射台の陰に、葵あおいの戦騎装が隠れていた。

　葵の戦騎装めがけ、ポーンが丘を登ってくる。数は既に数十を超えていた。

「さすがに不ま味ずいかな」

　葵は固唾かたずを呑のむ。

　メインモニターの左横──コンディションモニターは戦騎装の状態を表す。モニター上では、左膝ひざから下の部位が赤く点滅を繰り返していた。

　葵は、自分の戦騎装を盾にして後輩を守った。だが、その代償に左膝の動力バイパスを切ってしまったようなのである。葵はすぐ、檄げきを飛ばして後輩を離脱させる。それから自分も、目に着いた高射台の陰まで移動し、救援を要請した。

　葵の読み通り、数十秒で戦騎装の下半身は制動が利かなくなった。

「……間にあって」

　葵あおいは右横にある武装モニターを確認する。武装モニターにはマガジンを使い終わったことを示す［×］マークが並ぶ。携行弾薬が尽きかけているのだ。

　今、撃っている分が無くなってしまえば、残る武装は戦せん騎き装そう用コンバットナイフ【バレルスライサー】一本のみ。

　ポーンの大きさは戦騎装の膝ひざ上くらいだが、この状態では白兵戦などできるはずもない。組みつかれてすぐに身動きが取れなくなる。

　武装モニターの残弾数がカウントダウンしていく。葵は随分前からオート斉せい射しやではなく、単発による精密射撃に切り替えていた。

　救援を願うも残弾数がとうとう二十を切る。ここで葵が抱いたのは諦てい観かんだった。

「都合よくはいかないか」

　レーダーを見るも、待望する青マーカーは現れない。代わりに続々と兵隊の赤マーカーが丘を登ってきていた。

　じきに自分は食い殺される。葵は他よ所そでの出来事のようにそう思った。

　──引きつけるだけ引きつけたし。もういいかな。

　葵はシートの横に差してある銃を見る。操そう縦じゆう桿かんから手を放そうか迷った。

「いや……甘えか、これは」

　葵は自じ嘲ちよう気味に笑う。再び瞳ひとみに戦意を宿した。まだ戦騎装は動く。武器もある。

　９、８、７……葵は一発も撃ち漏らさずにポーンたちを絶命させていく。

「どうせならやれるトコまで」

　葵は撃ち漏らさない。

　精密機器のように敵の数を減らしてゆく。２、１……、

「あの人がしたみたいに」

　０────電子音が空むなしく響く。それはゴングになった。




「前のめりだっ！」




　葵の両目が大きく開かれる。
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　飛び掛かってきた一匹めがけ、戦せん騎き装そうがナイフを薙ないだ。

　返り血が頭部カメラにかかる。コックピットのメインモニターに血の線が引かれた。

　同じく二匹、三匹と斬きり伏せる。だが片腕一本、上半身の制動だけではすぐに限界がくる。ポーンは次々と葵あおいの戦騎装に組みついていく。

　全身がポーンで埋めつくされると、葵の戦騎装は動きを封じられた。

『まだだっ！』

　戦騎装の右アームがナイフを離す。それから左肩に取りついたポーンの顔面を鷲わし掴づかんだ。

『いっけぇえええ！』

　モーターが異音と共に唸うなり声を上げる。ポーンの頭が、血ち飛沫しぶきを飛ばして潰つぶされた。

　役目を終えたように残った右腕もダランと落ちる。

「……頑張ったね」

　葵に応こたえるようにメインモニターが真っ黒になる。とうとう頭部カメラも破壊された。

「私も……頑張った」

　葵はシートに背を沈ませる。誇らしい気分だった。葵は手探りで銃を抜き取る。

　破壊音とマリスの奇声が、コックピットを満たしていく。しかし、葵は笑みすら浮かべて銃口をコメカミにつけた。静かに目を閉じる。

　思えば短い人生だったのかもしれない。でも氷ひ室むろ義塾に身を預けて六年……濃密な生の実感はあった。一つだけ悔いがあるとすれば、一人の少女のことくらい。

　──みんな……ばいばい。

　葵がトリガーを絞る……その時だった。風切音が聞こえてきたのは。

　外のマリスが絶叫を上げる。鉄が削れるような音も。

　葵は慌あわてて銃を下ろす。マリスが奇声を上げ、次々と事切れていくではないか。

　──な！　なに!?

　衝撃が何度もコックピットを揺すった。

　機体状態を示すサブモニターが赤く光り続けている。間なしにガクンと大きな振動がした。コックピットは真っ暗になる。

「……？」

　訪れたのは静寂だった。耳鳴りすら感じる静けさ。

　葵は真っ暗になったコックピット内に目を配らせる。まだ壊れていなかったのか、通信機から、ザーと雑音が漏れた。そして……見知った声が流れる。

『アオイ』

「!?」

　葵の思考が飛ぶ。手に持った銃を戻し、無む我が夢む中ちゆうでハッチの開放レバーを掴んだ。ハッチに隙すき間まが生まれ、おぞましい臭気が葵の鼻を突く。

　葵あおいはひるまず、レバーを引いて一気にハッチを開放した。

　外に飛び出す。葵の視界に広がったのは、血肉にその姿を変えたポーンたち……そして、葵を見下ろすように浮かんでいた〔一体のロボット〕だった。

　ツバつきの大きな帽子に目がついたような頭部ユニット。

　手足のないボディは、頭部ユニットから背骨を垂たらし、肺とアバラ骨をつけたような形をしている。腰後ろに鉄塔を四本伸ばす。全身が真っ黒だった。

　四本の蔓つる状のマシンアームが、左右に漂ただよう。

　この機体は、最新技術の粋を結集させた戦せん騎き装そうも足元に及ばないほどの科学力を蔵する。

　現在は世界に一一体、その数が確認されている。

　規格名称【ネイバー】。葵が見上げていたのは、その一体である。

　タロットカード・魔術師を暗示する制圧殲せん滅めつ戦用ネイバー──機体名称【デストブルム】。

「セレンが、どうしてここに？」

　葵が当惑する。デストブルムの外部スピーカーからセレンの声が注がれた。

『アオ、イ』

　声を聞いて葵の頭は真っ白になる。

『たす、けてぇ……たすけて……葵ぃ』

　死すら許容しかけた葵の心が、音を立てて崩れる。セレンは泣きじゃくっていた。

「ぐっ」

　葵の中で様々な想おもいが錯さく綜そうする。一番大きかったのは怒りだ。無力な自分自身への。

　しかし……葵は何も喋しやべれないまま、震える指で一方を差し示す。

　指す先は、ポイントＢ８──セレンが行かなくては行けない場所だった。

「アンタの仕事は、残っている……行って」

　血を吐く思いで葵は言う。

　デストブルムの外部スピーカーから、セレンの驚く声が漏れた。

　葵は心が掻かき毟むしられる。どうにかなってしまいそうだった。セレンは自分を助ける為ためにここにきたのだ。この場所がネイバーの予定ルートから大幅に離れているから、それが分かる。しかし葵は、セレンの戦意を削そぐ言葉をかけてはならない。

　事実、今回の襲撃はセレンのせいでここまで被害が広がってしまっている。

　葵は、断腸の思いで叫びを上げた。

「行くんだ！　あんたはネイバーフッドなんだから！」

　デストブルムのアイカメラが緑から赤へ変わる。

『んんっ！』

　セレンの怒った声に合わせ、デストブルムの触手が持ち上がった。

「行きなさい！」
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　しかし──葵あおいに触手が降り下ろされる事は無かった。

『うぇえええぇえぇ！　うえぇえんっ！』

　セレンの泣き声が大音量で木こ霊だました。

　デストブルムはゆっくりと葵の指差した方向へ移動を始める。

　シルエットだけ見れば、大きな魔女っ子帽子をかぶったロボットは、ゆっくりと葵から離れていく。セレンの泣き叫ぶ声だけが生々しく辺りに響き渡った。

　葵は前髪を両手で掴つかむ。罪過の鎖が葵の胸をキツく締め付けた。

「……ごめん、セレンっ、ごめん！」

　出来る事なら代わってあげたい。自分が代わりに行くからと言ってあげたい。

　しかし、これはセレンにしか出来ない事なのだ。魔女の烙らく印いんを押され、祭壇に捧ささげられた、セレンだけの呪のろい……。葵は己おのの無力を呪うことしか出来なかった。

「どうして私たち……こうなっちゃったんだよ」

　葵の言葉が血だまりの戦場に残響した。







　球体状の室内──内側全すべてがモニターになっており、外の情報が三六〇度四方から流れ込んでくる。中央に機械仕掛けの柱が立つ。

　その柱にセレンが身を預ける。その様は十字架に張り付けられているようだ。

　パイロットスーツの繊維はゴム素材に似て、締め付けるように肌に密着している。

　セレンの細いウエストは、より細さが際立つ。身長に反して大きく実った胸元は、繊維素材をパンパンに張らせている。

　彼女の首は、柱の突起部分と文字通り連結している。セレンは首を動かせない状態にあるが、意識を通じて自在にモニターの映像が切り替わった。

　ここはデストブルムのコックピットである。

『セレンティーナ特務、このままポイントＢ８へ移動を。味方の退避が済んだ後、面制圧を開始します。目標はＢエリア全域とポイントＣ１、Ｃ２，Ｃ３です』

　ネイバー専任のオペレーターである、誰かもわからない女性の声が届く。

「いや……もういや」

　自分にあそこまでの事をしておいて。皆が当たり前のように命令してくる。それがセレンには悔しくて悲しくて……もう耐えらなかった。

「闘たたかうの……ヤなの。痛いのイヤ……怖いのイヤ、もう全部……ヤなの」

　セレンの心からの呟つぶやきを、オペレーターは平へい坦たんな声で潰つぶす。

『セレンティーナ特務、前方にポーン出現。さらに後方二〇〇メートル、ルーク二体接近。このまま前進しつつ迎撃を』

　命令だけが一方的にコックピットへ。

「もう……イヤ。助けて、誰か……誰か」

　モニターにポーンやルークが映る。表示されたターゲットカーソルが、セレンの恐怖を大きくした。恐怖が恐慌を誘う。セレンの感情が飽和へと近づいていく。

　セレンと一体化した黒い魔女が、重い頭部を持ち上げた。

『来るな……来るなぁ……もう来るなぁああああぁ[image: ]』

　デストブルムの外部スピーカーから、セレンの叫び声が響き渡る。

　デストブルムはセレンの声を雄叫おたけびに換え、己おのが到とう来らいを島全域に告げた。

　帽子状の後頭部──ツバの裏側部分のハッチが何十と開く。

　おびただしい量の弾頭群が顔を出した。計一四四基のミサイル発射管である。

『特務！　味方の退避がまだ！』

　爆音────破壊の胞子が絶え間なく天へと昇っていく。

『うわぁああん！　あぁあああぁ！』

　まるでミサイルのゲリラ豪雨だ。

　近くにいた敵が塵ちりに還かえる。爆炎の災さい禍かが放射状に広がった。

　セレンは泣く。感情をコントロールできない子供が癇かん癪しやくを起こすように。

　セレンの感情に同調した黒い魔女は、この島に破壊の大渦を巻き起こす。







　ほぼ同時刻──機兵部は狩りに夢中で、先ほどから生途会の退避命令を無視していた。

『ねぇ！　部長がいないからって、さすがにやりすぎじゃない!?』

『さっきの魔女の声だよな？　生途会も下がれって怒ど鳴なりまくってるし』

『部長さまの命令違反にお咎とがめがないんだぜ？　俺らも大丈夫だって』

　戦せん騎き装そうの通信機を通して三人の部員が話す。そんな三人のコックピットに警告を示すビープ音が鳴った。ミサイル接近を示すものだ。

『下がれガキども！』

　見かねた自衛隊の戦騎装パイロットが、オープン回線で怒鳴り声をあげる。

　その直後、数十本の火柱がポイントＢ全域に立ち上った。







『セレン！』

　デストブルムのコックピットモニターに、血相を変えた紫し貴きが映し出された。

「ごめん、なさい……ごめんなさい、ごめんなさい」

　紫貴を見るや、セレンが目に見えて怯おびえ出す。セレンは相そう貌ぼうと唇を震わせ始めた。

『違う、怒ってない。でもどうして……足並みをそろえてくれないの』

　紫貴のそれは糾きゆう弾だんではない。哀あい切せつにも似た求めだった。だが紫貴の言葉はセレンに届かない。セレンは何かに怯えるように「ごめんなさい」だけを繰り返している。

『貴女あなたが苦しいのは分かってる……でも……私たちは貴女に頼るしか──』

「きゃぁああぁあっ！」

　紫貴が言葉を繋つなぐ中、突如、セレンが絶叫を上げる。小さな体が海え老び反りに跳はねた。

　セレンは、全身を針で刺さされるような激痛に見舞われる。尋常ではないセレンの悲鳴がコックピットを満たす。セレンが体を反らすたびに涙の粒が飛び散った。

　それを見て、モニターに映る紫貴が瞠どう目もくする。その顔が憤怒に染め上がった。

　紫貴は唾つばを飛ばす勢いで別箇所へ通信を飛ばす。

『どうして【懲罰痛覚】が入っているの！　即刻、切断しなさい！』

　セレンを襲っていた激痛が止やむ。セレンは身体からだをぐったりとさせた。声を殺してまた泣きだす。

『九重ここのえ生途会長。特務は今回、逃亡を図ったのです』

『だから【懲罰痛覚】を入れたって言うんですか!?　これは越権行為です！　氷ひ室むろ義塾の了解も得ずに！』

『お言葉ですが、特務の先ほどの行為は誤射で済ませられる話ではありません。【自戒プログラム】がなければ第三次防衛ラインにいた友軍機は全滅していたでしょう』

　搭乗者の思考をダイレクトに体現するデストブルムは、構造上、どうしても乗り手の感情を拾ってしまう。

　先ほどのセレンのように、感情が爆発すると誤って味方まで攻撃する危険性がある。

　そんな、搭乗者の暴走を抑えるのが【自戒プログラム】だ。

　デストブルムは攻撃範囲に友軍がいる場合、乗り手の意思に関係なく、自動的に着弾ポイントを修正するようにプログラムされている。

　また、プログラム発動を条件に搭乗者に激痛を与えることもできるのだ。

　それが【懲罰痛覚】。

　これは直接人間の痛覚を刺激するので、搭乗者は傷口を抑えたりして、痛みを誤ご魔ま化かすこともできない。その名の通り搭乗者を罰し、懲らしめるためだけの機能。

　セレンが泣いて謝っていたのは、これが怖かったからだ。

『搭乗時の精神状態を鑑かんがみなかった私たちにも責任はあるでしょう！　情じよう状じよう酌しやく量りようの余地は十分にあります！』

『特殊戦時においてネイバーフッドに人権は適用されません。特務が大命を放棄したせいで、自衛隊側には既に一〇〇名近くの死傷者が出ているのです……自重を、九重ここのえ会長』

　モニターの紫し貴きは顔を険けわしくする。やがて後ろ髪を引かれるような顔で通信を切った。

『これより戦闘フローを、修正頁ページの一一へ移行します』

　オペレーターの声が流れる。デストブルムのメインモニターの映像が拡大された。

　ポイントＢ８の更に向こう──一九キロ先の洋上にソレはいた。

『クイーン種を確認……終わらせてください、セレンティーナ特務』

　海面上に浮かぶ一匹の怪物。

　身体からだはルークよりも二回りほど大きい。

　肉の翼を羽ばたかす。腕が左右会わせて八本ある。代わりに足と首がなかった。

　胸部と腹部に人の顔が付いている。

　胸部の顔は、白い玉を幾いくつも吐いていた。腹部の顔は、同じように小さな黒い粒を一塊かたまりにして海に垂たれ流す。

　白い玉と、黒い粒は、産み落とされると爆発的に大きくなる。それらは数秒でルークとポーンに変へん貌ぼうを遂とげた。

【クイーン種】である。敵の親玉が島のすぐ傍そばまで近づいていた。

「………ふ、ぐ」

　セレンは涙をに濡ぬれた顔を上げる。アレを倒せば解放される……地獄から抜け出したい一念が、戦意という小さな刃やいばをセレンに持たせた。

　セレンはクイーンのいる方角にデストブルムを向ける。

　帽子のツバにあるスラスターが点火した。

　セレンはデストブルムを海めがけて飛ひ翔しようさせる。その大きさからは想像もつかない速さでデストブルムは進む。敵も味方もいなくなった丘きゆう陵りよう地帯を通り過ぎる。

　しばらくすると沿岸部に辿たどりついた。

　モニターを見てセレンは慄おののく。先ほどの掃除も空むなしく、クイーンの生み出したポーンとルークが、浜辺に集結しつつあった。

「クロ」

　セレンの命にデストブルムが応こたえる。

　左右に侍はべらせている蔓つる状のマシンアームが持ちあがった。

　さながら蕾つぼみが花開くように、マシンアームの先端が展開する。その先に黒い光球が形成された。




　黒い光球が爆はぜる────ほの暗い光が一直線に突き進んだ。




　光線が通り抜ける。射線上にあった全すべての物体は消失した。

　ポーンは影も形も残っていない。洋上を歩いていたルークたちも、腹に大穴が空いたり、上半身が消えたりしていて、程なく海へと沈む。

　ＩＭＥカノン──クイーン種のみが用いる無差別物質消去ＩＭＥ（Indiscriminate Material Erasure）と呼ばれる攻撃方法と、同じ破壊原理をもつ殲せん滅めつ兵器である。

　黒い光は触れたもの全てを消失させる。この光の前に物体の頑強さは関係ない。

　ネイバー規格ではデストブルムだけが持つ特殊兵装である。

　セレンは、この場所から逃げ出したい一心で幕引きの準備に取り掛かった。

「クロ……ぜんぶ消して」

　セレンが呟つぶやく。

　彼女の願いに見合う、最大魔法をデストブルムは展開する。

　背後の四本の鉄塔、それが厳おごそかに正面へ。連結音を鳴らしてスライドする。四本の鉄塔は砲身に姿を変えた。大口径のＩＭＥカノン砲である。

　デストブルムは四つの砲口に、黒い光の大玉を作り始める。

「これで、終わり！」

　デストブルムのアイカメラが緑から赤に。

　黒い光が肥大していく。光は臨界まで押さえつけられ……轟ごう音おんを率いて解き放たれた。

　海が割れ、四本の放射光がクイーンめがけて伸びていく。

　見守る誰もが終幕を予感した。

　過去、何度も戦闘を終わらせてきた黒い光が今、放たれたのである。

　ゆえに、だれがそれを予期しただろう。

「マァアアァアアァアアアアアアアアアアアァ！！！！」

　クイーンの胸部と腹部の顔が、狂ったような叫びを上げた。

　セレンは広がる光景に総毛だつ。クイーンの前方に見えない壁が出来たかのように、

　黒い光が飛散していくではないか。

「そ……ん、な」

　愕がく然ぜんとセレンが呟つぶやく。

　デストブルムが魔法を撃ち終えても……クイーンは無傷で立っていた。

　セレンは全すべての襲撃をこの兵器で終わらせてきた。デストブルムが持つ、最大火力の魔法である。この異常事態は、鮮明な死の予感をセレンに植え付けた。

「いや……、いやぁああああああ!!」

　デストブルムは、クイーンにミサイルの雨を降らせ始める。







　司令室は騒そう然ぜんとなっていた。

　中央モニターには、沿岸部の様子が衛星映像で映し出されている。モニターのデストブルムは、クイーンにマシンアームを取り押さえられ、身動きが取れないでいた。

「艦砲射撃は要請しているんだろう？　何分かかってんだい」

　雷らい鳥ちようが一人の役員生徒に言う。

「撤退させた護衛艦隊を呼び戻していますが、到着には最低でも一〇分は要するかと！」

「自衛隊の戦せん騎き装そうは？」

「第七戦騎装中隊はポイントＣ３で交戦中！　第九・第一〇戦騎装中隊はデストブルムの爆撃被害で、ポイントＣ５を迂う回かいして向かっているとのこと！　現在、第四次防衛ラインの三個・戦車中隊がそれぞれ向かっていますが、まだポイントＣエリアに着いていません！　第二特化の自走榴りゆう弾だん砲なら支援可能！　ですがデストブルムにも当たります！」

「どいつもこいつも」

　雷鳥は悪態をつく。次々と指令を下して状況を打開しようとする。しかし、悲鳴混じりの報告が増えていく。

「向かっていた護衛艦隊が、近海で認めたルークと交戦を開始！　駆く逐ちく艦二隻が撃沈！」

「本部管理中隊ＣＣＶより入電！　敵の増殖著いちじるしく、前進は困難！　ダメです！　ポイントＣから下へ行けません！」

「ＵＮのネイバー18番機は？　米軍はまだ飛ばしてないのかい？」

　雷鳥は別の役員に聞く。

「それが、カリフォルニア基地に繋つながらないんです！　先ほどから自動音声回答が繰り返されているだけでっ！　現在、作戦行動中！　我らが同胞に幸あらんことを！　向こうのオペレーターに繋つながる気配すらありません！」

　その返答に、雷らい鳥ちようは苦虫を噛かみ潰つぶした顔になった。

「土壇場でやってくれたね……そこまでして明星を使わせたいかい」

　雷鳥は頭を切り替え、別の手を打つ。役員たちも雷鳥に続く。

　今、この場にいる誰もが手を止める余裕などないはず。しかし、九重ここのえ紫し貴きだけは何な故ぜか動いていなかった。

　目を丸くし、レーダーに映る一つの光点を凝ぎよう視ししている。

　識別マーカーは黄色の〔？〕マーク────正体不明機アンノウンを示すマーカーだった。

「コレは、なに？」

　反応は第弐富士の上空二〇〇〇メートル地点。

　黄色いマーカーは、猛スピードで高度を縮め、この島に向かってきていた。





　幕間　【ドール・ワルツ・レクイエムⅡ　　第十一話　〔そしてまた一人〕


２０７０年３月29日　放映】



　────────　回るアニメーション映像　────────




　宇宙空間に、閃せん光こうが走った。

　巨大ロボットの兵団が並ぶ。横並びにビームを放った。

【真紅の戦闘機】が、猛スピードで敵の弾幕を避よけ続ける。

　真っ赤な装甲板。アルファベットのＡのような形状のボディ。

　底面部のミサイル発射管から、立て続けにミサイルが射出される。先頭部のスライドした装甲板の間からは機関砲が伸び、銃弾を噴ふき続けている。

　敵の一団が吹き飛んだ。ロボットの兵隊たちが次々と壊されていく。

　一対一〇〇とも二〇〇ともいえるこの戦場で、主導権は真紅の戦闘機にあった。

　しかし、それでも少年は焦あせる。

　自機の突破力を頼りにした決死の特攻……軍人としての素養が滲しみついた少年自身も賢い選択とは思えなかった。しかし、この特攻の是非によって友人たちの命運が決まる。

　少年が目指しているのは球体状の巨大建造物だった。

　それは敵が秘密裏に開発した、戦略レベルの大量殺さつ戮りく兵器だ。

　ブースター付近にミサイルが着弾する。コックピットを衝撃が襲った。

　少年は頭を強くぶつける。血の珠たまが浮かび、モニターに当たった。少年はそこで初めて怪け我がを負っていたことに気付く。

　しかし少年は怯ひるまない。

　熱くなった身体からだと、冷え込んだ意識がそれでも自機を前へ押し上げる。

　前へ。前へ。そうして少年はたどり着く。

　小惑星かと錯覚するほど大きさ……少年にはそれが悪意の塊かたまりに見えた。

「ジン！」

　少年はトリガーを引く。

　機体中腹にある砲身の発射口に、青い光が溜たまる。

「後は任せたぞ！」

　放射される大光線──最高の威力をもったムーンブラスターが一対の矢になる。

　次の瞬間、白い光が広がった。

　真紅の戦闘機も機械の兵団も、球体と一緒に光の中へ消えていった。






Ⅲ　天来の勇者









　白色の意識が覚かく醒せいに向かう。世界が急速に色を帯び始めた。

「こ、れは？」

　少年は自分がどうなったのか、何一つ分からない。意識が覚醒すると、混乱は助長した。

　周りを見渡すとさっきまで少年がいた場所と、今いるこの場所は全くの別世界だった。遅れて更に気付く。機体の自由が、全く利かなくなっている事に。

「海!?　それに重力だと!?」

　少年は声を上げる。操そう縦じゆう桿かんの右横に在あるボタン群を高速でたたき出した。







「アンノウン接近！　距離一五〇〇！　一四八〇！」

「この忙しいときに！　どこの国の馬鹿だよ！」

　役員が言った。雷らい鳥ちようの視線が立体マップのある右側モニターに向けられる。〔？〕の黄色マーカーがどんどん急降下していくのが分かった。

「衛星映像！　出ます！」

　女子役員が報告する。中央モニターの映像が切り替わった。

　画面に映ったのは、【真紅の巨大戦闘機】だ。

　アルファベットのＡのような形状のボディ。後部には大きなブースター。紅の装甲板が全体を覆おおう。機体底面に二門の砲頭を構える。

　謎なぞの戦闘機は、第弐富士との距離を、急速に縮めながら降下していた。

「生途会の兵器データベースに該当ありません。ネイバーを含め、現在まででロールアウトされた物の中にも……全長三〇・五メートル、規格外の大きさです。米軍の新型？」

　その報告に何人かが眉まゆをひそめる。

　職務の性質上、生途会の役員は戦術兵器に詳くわしい者が多い。

　通常、戦闘機は運用の観点から二〇メートルを越える物は少ない。

　が、この戦闘機は三〇メートル以上ある。そのサイズともなると長距離航行を想定した、施設破壊用の爆撃機かと疑ったのだ。

「どうして……あんな物が、」

　紫し貴きが愕がく然ぜんとした声を漏らす。役員たちが浮足立つ中、雷らい鳥ちようが当該戦闘機へのコンタクトを命じる。一人の女子役員が慌あわてて有線電話の受話器を取った。







　コックピット内にコール音が鳴る。

「通信？　こんなときに！」

　機体設定の再構築に大忙しだった少年は声を上げた。

『そこの戦闘機のパイロット！　止まりなさい！　ここは対マリス戦・特別指定区域です！　それ以上の接近は領空侵犯とみなし──』

「すまない！　ちょっと待ってくれ！」

　せわしなくキーボタンを叩たたきながら、少年は応こたえる。通信先でくぐもった声が聞こえた。少年は構わずにインプットを続ける。

『国家の安全保障に関かかわるんですよ！　今のあなたの行為は！』

「だから少し黙っててくれ！」

　声を荒げ、少年は歯は噛がみする。動かす指を止めず、今の自分の切実さを通信先の女性に告げた。

「今、墜つい落らく中なんだ……」







　少年とコンタクトをとった女子役員が受話器を持ったまま動かなくなる。

「セレン！　すぐにそこから離れて！　飛行機が落ちてくる！」

　まず紫し貴きが動いた。セレンに通信を送る。

　しかしデストブルムの回線からは少女の泣き叫ぶ悲鳴しか聞こえてこない。一拍遅れて他の役員たちも、止まっていた手を動かし始める。

「生途会より本部管理中隊ＣＣＶ！　アンノウン戦闘機が墜つい落らく中！　アンノウン戦闘機が墜落中！　場所はポイントＤ７！　デストブルムとクイーンがいる海岸！　至急、関係各所に通達されたし！　繰り返す！」

　慌あわてる生徒達の傍かたわら、雷らい鳥ちようは怪け訝げんそうな顔で中央モニターの戦闘機を見ていた。

　そして、衛星映像に映るクイーンもまた、その動きを止めていた。デストブルムを取り押さえたまま四つの目を天へと向けていた。







　コックピット内で、メインモニターの外枠フレームランプが赤から緑に変わる。

「よし！」

　メインモニターに迫せまる岩肌──少年は操そう縦じゆう桿かんを両手で握り、それを一気に引き上げた。

「上がれぇええっ！！！！」

　戦闘機のブースターが点火……機体が地面すれすれの所で持ち上がる。

　真紅の戦闘機が縦に旋回した。爆発的な加速で上昇を果たす。

　少年の口から大きな安あん堵どが漏れる。操縦桿を握る手が緩ゆるまった。

「お騒さわがせしました。もう大丈夫です」

　そう言って少年は、状況の整理に意識を持ち直す。

　モニターの上半分は蒼そう海かいが広がっていた。下半分は見たこともない島だ。

　あちこちから煙が上る。聞こえてくる砲声から、少年はここが戦場だと理解する。島の地形と自分の記憶を照らし合わせてみる。だが記憶をかすりもしない。

　少年は胸きよう中ちゆうで舌打ちをした。

　まさかよりにもよって落ちてきたのが見知らぬ惑星で、しかも戦闘中だなんて……巻き込まれるのだけは避けなくては、と少年は通信先の女性に釘くぎを打つ事を試みる。

「まず第一に、本機に戦闘介入の意思はありません。本機はある作戦行動中で宇宙にいたのですが、その……気付いたらここに落ちてきてしまったのです」

『こちらは氷ひ室むろ義塾・生途会会長の九重ここのえです』

　コックピットに先ほどの声とは別の、凛りんとした声が届く。

『たいへん良い御趣味をされているようで。しかし、もしこれが、こちらの緊急要請に対する米軍側の回答というのなら、私達にも考えがあります。ＵＮを通して此こ度たびの件、断固、追及せていただきます』

「べいぐん？　ゆーえぬ？」

　少年は首を傾かしげる。何やら皮肉めいた彼女の言い回しもそうだが、少年の知る限り、そんな機関名など聞いたことがなかった。

『最後通達です。以降、確かな回答を得られなければ撃墜します』

　少年は焦あせる。こちらとて彼女の発言は冗談に聞こえるのだが、声色から彼女が本気だと察した。少年は取り成すように返す。

「じょ、冗談ではなく、ここは地球のようですが、場所は？　経緯度の高さからしてワノモトかコリナースのどこかでしょうか？」

『……いいかげんにしなさい』

　彼女の声に怒気が混じる。

　少年が更に焦ったその時、コックピットの右下のランプが赤く光った。

　─攻撃シグナル!?

　少年は目を丸くする。機体・右側の全スラスターを最大噴射──機体を乱暴にシフトさせる。直後、コンマ数秒前まで自機のあった空間に、黒い球体が現れた。

　驚いて海岸部をモニターで拡大する。顔が二つある化ばけ物ものが、こちらに向けて一本の手をかざしていた。何かは分らないが、少しでも反応が遅れていたら直撃だった。







「クイーンの無差別物質消去ＩＭＥを避よけた!?」

　戦闘機の回避映像を見て、雷らい鳥ちようが勢いよく立ちあがった。

『まて！　こちらに戦闘の意思はない！　繰り返す！　こちらに戦闘の意思はない！　攻撃をやめろ！』

　少年の声が司令室に流れてくる。今度は生途会の役員たちが首を傾げる番だった。

「誰に言ってるの？　まさか……マリスに？」

「マリスに言葉なんて通じるわけないじゃない」

「もうっ！」

　調子を狂わされっぱなしの紫し貴きはインカムのスイッチを再び入れた。







「ベルファルカスの新型か!?　あんなシュプリームドール、見たことが無いぞ！」

　少年は機体を旋回させながら映像データを解析しだす。だが、あの生々しい巨体に照合するデータは無かった。

『マリスと意い思し疎そ通つうなんてできる訳ないでしょう！　撃墜されるわ！　早く逃げなさい！』

「マリス!?　あの怪物のような奴やつのことか!?」

　また飛んできた知らない言葉に、少年の頭はいよいよ処理が追いつかなくなる。混乱していると、今度は老婆の声が流れてきた。

『混乱してるとこ悪いんだがね、私は氷ひ室むろ雷らい鳥ちよう。一応、本作戦の最高司令官ってことになってる』

　司令官という単語が、軍人である少年に大きな緊張を走らせた。

『急にで悪いんだが、一つ頼まれてくれないかい？　海岸に黒いのが見えるだろ？　そいつを、ちょろっと助けてはもらえないかね？』

『司令!?』

　司令官と名乗る者に言われるまま少年は海岸を見る。一方が劣勢なのは分かった。でも何を言っているのか、（軍に所属する人間の視点から考えると）少年には理解できなかった。

「おっしゃる意味がよく分かりませんが？」

　正体不明、どんな危険を孕はらんでいるか分からない異分子に協力を要請するなど、少年の隊の軍規に照らせば大問題である。

　少年は司令官と名乗る者の狙ねらいを探し始める。でもそれは、すぐ出来なくなった。

『まぁ、そういわずにこれを聞いてくれよ』

『やぁああああぁ！　もうやぁ！　出してぇ！』

　届けられたのは、泣き叫ぶ女の子の声だった。

「なんだ……これは」

　少年は顔を青くする。声からして、叫んでいるのは年とし端はもいかぬ少女と推察できた。

『その黒いのに乗ってるパイロットなんだけどね。まぁ、ほぼ民間人みたいなもんで、今の状況に耐えられるような訓練を受けてないのよ。こっちの言うこと、聞いてる余裕もないみたいなんだわ』

「そんな……声を聞く限り、まだ子供じゃないか！」

『で、だ。簡略して言うと私らは今、化ばけ物ものと戦っている。エイリアンでも巨大怪獣でもなんでもいい、とにかくそんなようなもんと殺し合いをしている』

「待ってくれ……化物？」

　少年はすぐに異形の解析を始める。

　熱反応を確認すると有機生体反応、生物である事が分かった。調べた結果が、老婆の発言に信しん憑ぴよう性せいを持たせる。少年は真まっ向こうから内容を否定できなくなった。

『いいから最後まで聞きな……その顔が二個ある奴やつがいるだろ。その気持ち悪いのを殺さない限り、この戦闘は終わらない。あいにく戦力不足でね。その黒いのがやられたら、いよいよマズイ。そこから島が見えるだろ。その島の連中、残らず皆殺しにされる』

　言われて少年はすぐ見つける──鉄の城壁に囲われた都市群を。古城にも、要よう塞さいのようにも見える島である。この怪物は、あの島を目指しているとでもいうのか。

　事態は少年の想像を絶していた。葛かつ藤とうが胸をたたき始める。

『あんたの乗ってるの、見たところ戦闘用だろ？　少し隙すきを作ってくれるだけでいいんだ。あとはこっちで全部やる。そっちから見れば、私らは顔も見た事の無い他人だが、それでもここには数万って数の人間がいる。簡単に見殺しに出来る数には思えないんだ。あんたはどう思う？　謎なぞの戦闘機パイロットさん』

「もし、それが本当なら……しかし」

　少年は悩む。

　もし、この司令官と名乗る者の言うことが本当だとしたら。

　今も泣き叫んでいるこの少女の命が消えそうになっているというのなら……居合わせてしまった以上、見殺しになんてできない。しかし、

「申し訳ありません、その要望には応こたえられません……私は軍人なんです」

　立場と責任。決定を下すとき、必ずその二つは効果を発揮する。少年は、感情の赴おもむくまま闘たたかっていい権利など持ち合わせていなかった。

『だからなんだい？　人を助けるのに小難しい理由が必要だとは思えないけどねぇ』

「仮にも司令官と名乗る者が……なんだ、その言い草は！」

　少年は老婆の声をかき消す。また、揺れ続ける自分を諌いさめるように声を張り上げた。

「俺は軍人だ！　どんな理由があろうと、他国の戦闘に許可もなく介入するなんてできるわけないだろう！」

　通信先から複数人の驚く声が聞こえた。

　気づけば大声を上げてしまい、熱くなった分だけ気は沈む。

　老婆の返答は、しばしの沈黙の後だった。

『そうか、じゃあ好きにしとくれ。あいにくこっちはアンタを捕まえてどうこうなんて余裕、今はないからね。こっちの領海から出ちまえば一ひと先まずは安心だよ。ついてたね、坊や』

　軽い口調で通信はきられる。しかし、コックピットには依然、あの少女の泣き声が流れてきた。少年は歯は噛がみをする。そのやり方を汚いと思った。







「誰か」

　デストブルムの全方位モニター──セレンの前には、クイーンの顔面が広がっていた。

『その黒い機体のパイロット、聞こえるか』

　何か聞こえた気がする。しかし、モニターに映るクイーンの顔が。その口の端はしを持ち上げて、口内からこちらを見る無数のポーンが、セレンには怖くて堪たまらなかった。

「たす……けて」

　セレンはもう一度、誰も応えてくれないコックピットで呟つぶやく。すると──

『いいから聞け！　バカヤロウ！』

　背筋が跳はねるほど大きな声で怒ど鳴なられた。







『いや……命令、もう、ヤ』

　少女の声が返ってくる。それを聞いて少年は絶句した。

　──……可哀かわい想そうに。

　少女の声は凍えきっていた。精神の均きん衡こうに危うさを感じさせるほどに。いったい、どんな目に遭あわされれば、こんな悲ひ愴そうな声が出せるのか。

　ぶつけ先の分らない怒りが少年に芽生える。怒りは、この少女を助けたいという気持ちを大きくした。

「命令なんてしないよ。すまない、大きな声をあげて」

　少年は優しく言う。この少女に、今、自分ができる最善をしようと思った。

「辛つらかったら喋しやべらなくていい。その怪物が怖かったら目を閉じて……俺の話を聞いてくれるだけでいいんだ。あとはしなくていい。難しくないだろ？」

　少年が言い終えると沈黙が流れた。つまり彼女は自分の話をちゃんと聞いてくれている。

「君は素直なんだな。偉えらいぞ」

　少年は優しい声こわ音ねを意識する。また、敵の攻撃にも全神経を集中させた。

「じゃあ次は、自分の好きな物を思い浮かべてみよう。それだけで頭をいっぱいして……どうだ、少し楽にならないか？　あと、ゆっくりでいい。思い浮かべたら、それを口に出してみるんだ」

　再び沈黙が流れた。敵の動向が少年の心を急せかす。少年は神経をすり減らしながら少女が声を出してくれるのをじっと待った。

『……シロ』

　通信が入る。声には確かな生気を感じた。少年の顔がほころぶ。

『シロ、好き』

「そうか。それはペットか何かかな？　お腹なかを空かせてたら、っ！」

　突然の攻撃シグナル──少年の相そう貌ぼうが大きく開かれる。

　操そう縦じゆう桿かんを真横に。戦闘機のブースターが吼ほえた。きりもみ回転して機体がシフトする。ギリギリのところで戦闘機は謎なぞの黒い球体を回避した。

「……大変だ」

　少年は小さく安あん堵どする。どんな攻撃か分からない以上、当たるわけにはいかない。また、話している少女も不安がらせてはならない。

　──見知らぬところにやってきたと思ったら、また大ピンチだ。

　自じ嘲ちよう気味な笑いが零こぼれる。だが、こんな状況でも少年の肝きもは座っていた。数々の死線を潜くぐり続けての今日がある。少年にとっては許容内だった。

「君はこんな場所にいちゃいけない……家に帰ろう」

　少女に優しく投げかける。通信先で少女が驚いた声が聞こえた。彼女はしばらく押し黙る。今度の沈黙は長かった。やがて少女の方から少年に通信を送ってきた。

『あなたはわたしを……助けて、くれるの？』

　涙に濡ぬれた小さな声で少女が聞く。少年はそれに頷うなずいた。

『ああ。俺の全部で君を助ける。だからもう泣くな』

　そう言うと、少年の紅い瞳に強い光が宿る。







　司令室の誰もが、少年とセレンの会話に耳を傾けていた。

　立体マップの［？］マーカーは、クイーンの周囲を行ったり来たりしている。

『幸い、今、君を捕まえてるそいつの注意はこっちに向いている。動きを見る限り、君よりも俺にご執心のようだ。今のうちにどうにかして、そいつから離れる事はできないか？』

『みさいる、もう無い。すぐれものもダメ……もうまごのて、一本しか…………あ』

『何か、あるみたいだね』

　撹かく乱らん機動をとりながらも、少年はセレンの言葉を聞き洩もらさない。

「セレンが……持ち直してきている」

「パニック症状の扱いに慣れているみたいだね。経験か、それとも持ち前の何かなのか……クイーンを前に、なんてタマだい」

　紫し貴きは少年の手際に驚いている。雷らい鳥ちようも感想を加えながら、自席の光学モニターのパネルキーを叩たたく。あの戦闘機がクイーンの攻撃を避よけてからというもの、雷鳥の関心は今やあの少年に向いていた。







　セレンの心に光が指す。恐怖に縛しばられて動けなかった身体からだは、次第に自由を取り戻していった。

「ク、ロ」

　セレンの恐怖を投影して沈黙を守っていたデストブルム──新たな命により、滅灯させていたアイカメラを光らせた。

　四本のマシンアームのうち、三本は敵に掴つかまれている。垂たれ下がっていた最後の一本が鞭むちのように大きくしなった。

　クイーンの腕が二本、弧を描いて飛ぶ。腕の付け根から噴水のように血が噴ふき出した。

　魔女はこの好機を逃さない。

　取り戻した蔓つるも加勢させる。血ち飛沫しぶきを飛ばして別の腕も切り落とした。

　デストブルムのマシンアームは、小口径ＩＭＥカノンの発射位置を調整するための発射台としてだけでなく、白兵戦用の武器としても機能する。

　デストブルムの蔓の前では、厚さ数メートルの装甲板も発泡スチロールと変わらない。

「きゃ！」

　血ダルマになったクイーンにセレンが嫌悪感を抱く。

　デストブルムの大きな帽子から青い炎が吹き出した。推進力が生まれる。離脱ついでにクイーンの顔もスラスターの炎で焼き焦がした。







「上出来だ！」

　真紅の戦闘機が転進する。一対の砲門をクイーンに向けた。

「数度に渡る警告は受け入れられなかったと判断する！　本機は防衛行動を取らせてもらう！」

　苦しいが、順序を踏んだ事実は残す。危険回避が困難な場合、少年には自衛権の行使が許されていた。

『待って！　充分です！　あとはセレンにまかせて！　クイーンに通常兵器なんて！』

　制止の声が入る……が、既にトリガーを引いた後だった。

　青色の粒子が一対の砲口にチャージされる。蛍の群れが砲口に吸い込まれるようだ。

　青い光は大きくなり、爆はぜた。光が砲弾となって射出される。

『『『!!』』』

　通信先からざわめく声。

　マリスの顔があった腹部と胸部には、少年の狙ねらい通り、大穴が二つ開いていた。

「まだだ！」

　戦闘機の砲身が真ん中で割れるようにスライドする。中からドラム状のシリンダーが露出した。虹色の光を発して回転を始める。

　再び光が放たれた。光のマシンガンだ。

　滑空しながら、真紅の戦闘機はクイーンの身体からだをズタズタに穴だらけにする。

　ゆっくりと伸ばされた手が……、前へ進もうとした身体が……、光の銃弾で抉えぐれてゆく。

　戦闘機が通り過ぎるとクイーンは既にその動きを止めていた。

「敵兵力の無力化に成功……こちらの損害、無し」

　少年はため息をついてシートに身体を預ける。戦闘機の背後ではスローモーション再生をかけるように、穴だらけになったクイーンが浜辺へ崩れ落ちた。







「なんだい……今のは」

　雷らい鳥ちようは咥くわえていたタバコを落とす。

「か、解析不能。形状から類るい推すいするにプラズマの一種か何かとしか」

　男子生徒が慄りつ然ぜんと報告する。紫し貴きは息を呑のんで首を横に振っていた。

「クイーンを、倒したというの？」

　作戦時間・二時間二三分。戦闘は、謎なぞの戦闘機の介入により異例の形で終結を迎えた。







　デストブルムのコックピット内──真紅の戦闘機の映像が、何度も別再生された。

　セレンは目に涙を溜ためる。これは感激の涙だった。

「あなたは……誰？」

　セレンは真紅の戦闘機にそう問うた。







　時が一八時を刻む。

　辺りは茜あかね色いろに染まる。夕暮れの一時を感じさせた。

　ここは氷ひ室むろ義塾施設グラウンドで、平時は校庭として使われる場所だ。生徒達が見物できる場所を求めてひしめく。その数は一〇〇や二〇〇では済まない。

　戦闘終了後、島を離れようとした謎の戦闘機は、遅れてやってきた戦艦九隻に囲まれた。示じ威い的な武装解除命令を海上自衛隊が行うと、現場は一触即発の空気になる。

　そこへ雷鳥が介入して場を収めた。それから真紅の戦闘機をここへ誘導する。

　もっとも……生途会がオープン回線のまま、戦闘機のパイロットを誘導してしまったので騒さわぎがここまで大きくなってしまったのだが。

　中には、腕に包ほう帯たいを巻いた葵あおいや、治療を受けた機兵部の面々もいた。

　野や次じ馬うまの人だかりに一人が加わる。

　──良かった。まだ来てないみたい。

　紫貴だった。どこかそわそわした様子である。

　一方で、リムジンを筆頭に、何台ものハイヤーが数珠じゆずつなぎに校庭に止まった。数人の護衛を引き連れ、最後は雷鳥が校庭に降り立つ。

「総そう帥すい自らが出向かなくても……安全とも言い切れません」

「巻き込んだのは私だからね。労ねぎらいの言葉一つ言わないってのも後味が悪い」

　進言するＳＰを無視し、雷鳥は校庭の中央へ向かう。

　雷らい鳥ちようたちの真向かい、数十メートル先──誘導棒を振る生徒たちの指示に従い、ゆっくりと巨大戦闘機が降りてくる。

　突風が校庭の砂を巻き上げる。雷鳥は目を閉じること無くその様を見続けた。

　風が収まり、真紅の戦闘機が衆目にその姿を晒さらす。

「……デカイ」

「うわー、真っ赤っかですねー」

　葵あおいは呟つぶやく。後輩の女子部員も感かん嘆たんの声を上げた。鋭角なボディと紅の装甲板は、嫌でも目を引く。軍事兵器としては少々、派手すぎるように葵は思った。

　戦闘機の底面部が開く。

　ウインチのモーター音を鳴らしてロープが自動的に降りてきた。ロープの先にあるステップ状の金具に片足を掛け、一人のパイロットがその姿を現す。

　パイロットは誘導してくれた生徒に簡単に敬礼すると、雷鳥の前に立った。

「……ふぁ」

　紫し貴きはパイロットに目を奪われる。紅潮する頬ほおを冷ますように両手を添そえた。

「こりゃあ、随分な男前が乗り込んでたもんだ」

　肩をすくめて雷鳥は笑う。

　少年は、戦闘機と同じ、真紅のパイロットスーツを着ていた。

　赤がタイトに身体からだを包くるむ。鈍い光を放つ、肩や胸部分のプロテクターが印象的だ。月の形のエンブレムが右手の甲に付いている。

　身長は一七〇後半といったところか。シャギーの入った黒い髪。顔つきはやや女寄りだが目鼻筋ははっきりとしている。女受けしそうな甘いマスクだ。

　瞳ひとみは黒く、日系の十代後半くらいの少年だった。

「イメージと、ピッタリ」

　紫貴は、とろけるような声を漏らす。

　少年は警戒しているのか、周りを横目で見回している。

「助けてくれてありがとう。謎なぞの戦闘機パイロットさん……そして初めまして。この島のオーナー、氷ひ室むろ雷鳥だ。さっきまで坊やを振り回してたババアだよ」

　雷鳥は意図的に破顔して見せる。そのシワくちゃの笑顔を見て安心したのか、少年の持ち上がっていた肩が少し下がった。

「お礼状の一枚でも書かなきゃいけないね。この保管領の最高責任者としてお願いするよ。名前と所属、良かったら教えてもらえないかい？」

　雷鳥にそう言われ、少年は逡しゆん巡じゆんする。数秒ほど思考を巡めぐらす。それから意を決したように顔を上げた。少年は直立しなおして雷鳥に敬礼する。

「月勢圏クローバー王国、ラインハルト軍──」

　淀よどみない一連の動作が少年の兵役を物語る。

　指揮官向きの、とてもよく通る声だった。全すべての生徒が耳を疑う。

　彼の言う、国と勢力……それを聞いた事の有る者と無い者で、校庭が二極化された。

「オーション第七銀河大隊、特別偵察艦ベガスター所属──」

　軍事に携たずさわる者の間では有名である自分。

　正体を明かすことを躊躇ためらう少年の心中など、全くの杞き憂ゆうだった。代わりに、ここでは別の意味で有名なその肩書きに反応できたのは、集まる生徒の二割くらいだ。

　全ての者が、聞きなれない単語に唖あ然ぜんとなる。

「エイルン＝バザット大尉であります！」

　少年は最大限の敬意を込めて挨あい拶さつする。

　静まりかえった空間で、少量の乾かわいた笑いが起こる。

　その後、数箇所から同じような笑いが聞こえたのを少年の耳は拾っていた。






Ⅳ　混乱の勇者









　翌日の昼。少年が連れてこられたのは、クリーム色の狭い部屋だった。

　壁には大きな一枚の鏡。スチール製のミーティングテーブルが対面するように二脚置かれる。片方に少年が座り、もう片方には氷ひ室むろのカウンセラーが三人座っていた。

「だから！　自分はこんなところで悠長にしている時間なんてないんです！」

　少年はカウンセラーたちに訴うつたえる。ここに連れて来られ、二時間以上も縛しばりつけなのだ。正直、いい加減にしてもらいたかった。

「こちらとしても貴方あなたの要望には極力応こたえたいと思ってます。ですが、その……連絡しようにも肝心の連絡先が」

　真ん中に座る初老のカウンセラーは、真剣な表情を取とり繕つくろうのに苦労していた。両隣に座る比較的、若いカウンセラーたちは、呆あきれにも似た表情を浮かべている。

「どうしてですか！　銀河連邦法に則のつとってこちらは軍籍を明かした！　軍種別ＡＡＡ１！　軍籍番号００１９、エイルン＝バザット！　ここが地球の軍事機関ならトリプルＡナンバーが何を意味しているか分かるはずでしょう？　私が単独任務に就いている、その背景をどうか察して頂きたい！」

　少年は懇こん願がんする。初老の敏腕カウンセラーは堪たまらず顔をしかめる。少年に聞き返した。

「でも、貴方あなたの国は月にあるんですよね？」







　マジックミラー越しで、その様子を雷らい鳥ちようが眺める。

　昨晩のファーストコンタクトの後、少年には校舎棟の一番上等な部屋で夜を過ごしてもらった。翌日雷鳥は、尋問を兼ねた身辺調査を氷ひ室むろの専門スタッフにやらせていた。

「月に電話線はまだ引けてないからねぇ。月の軍人さんには申し訳ない話だが」

　雷鳥は失笑する。傍そばに控えていたスーツ姿の女性が言った。

「彼はこのように、荒こう唐とう無む稽けいな発言ばかりを繰り返しています。厳密に言えば実在しない訳ではないのですが……地球上には存在しない団体や地名、こちらの質問には的外れで意味不明なことばかり。肝心のあの機体についても、情報は何も得られていません」

「そう簡単に素性は明かしてくれないか」

　少年の表情は真剣そのものだ。もし演技でこの顔ができたら、さぞ騙だまされて泣く女は後を絶たないだろう。雷鳥はそう思った。

「何が何でも、この坊やとはお近づきになりたいんだがね」

　真紅の巨大戦闘機──それこそ、雷鳥が並々ならぬ関心を少年に抱く理由だった。

　対マリス戦において、ネイバーの戦線投入は不可欠と言われている。

　敵のマザーであるクイーン種はマリスを永遠に生み続ける。この種は、【即時再生機構】という、デタラメなまでの回復能力を備えているのだ。通常兵器では全くと言っていいほど、損害を与えることが出来ない。しかし唯一無二の例外がある。

　それがネイバーだ。ネイバー規格ならばクイーンの持つ【即時再生機構】を攻略できる。つまり、ネイバーにしかクイーンは倒せない……という事になるのだが。

　──あの戦闘機はクイーンを倒しちまった。それもあんな簡単に。

　少年の戦闘機はマリス戦の常識を覆くつがえしてしまったのである。過去にこんな前例はない。

　雷鳥はどうしても、あの戦闘機の製造元を探り当てたかった。

「しかしまぁ、なんだ。【エイルン＝バザット】というのは魂たましいの名か、何かかい？　頑張っているアンタたちには悪いが、よく似ている。あの機体も、あの坊や自身も」

　雷鳥が言うと傍付きの女性が顔をしかめた。

「お戯れを……子供のごっこ遊びですよ？　いい歳としをして恥ずかしい」







「もう〔アニメ〕の話は止やめにしませんか？」

　正面に座る初老カウンセラーが言う。少年が息を止めた。

「あなたがその作品を好きなのは、貴方あなたの格かつ好こうや言動から私達には充分に伝わっています。ですからそろそろ話題を変え、こちらの質問に真剣に答えて頂くことはできませんか？」

　初老のカウンセラーは真剣な表情でお願いする。その一方で、少年の胸には落胆と怒りが芽め吹ぶいていた。少年はどこまでも誠意を持って彼らに付き合ったつもりだ。

　質問には、嘘うそ偽いつわりなく答えた。要求だっておかしいモノではないはず。火急の事情から、母星と連絡を取りたいと言っただけである。

　──ふざけているのは……いったいどっちだ。

　捧ささげた時間が無為だったと少年は悟る。無意識にその両拳こぶしを握り込んだ。

「それでは教えてください。貴方の本名は？」

　何度目になるか分らない同じ質問だった。少年の我慢の糸がぷっつりと切れる。







　雷らい鳥ちようが目を剥むく。

「だから俺は！」

　少年が激げき昂こうする。その腕を大きく振り上げた。

「エイルン＝バザットだと言っているだろう！」──机に拳が降り降ろされる。

　全員が凍りつく。

　先ほどまで黒かったはずの少年の髪と瞳ひとみが、紅に変色していた。

「今、たしかに」

　雷鳥は見た。少年の黒い髪が、波紋が渡る様に真っ赤に変わった瞬間を。

　そして少年の前にあったミーティングテーブル──スチールの上板がくの字にたわみ、鉄脚はバッタの足みたいに折れ曲がっている。はっきりいって人間業では無かった。

「エイルン……バザット」

　雷鳥は酷こく薄はくな笑みを零こぼす。無意識に出たものだ。雷鳥はすぐ、傍そば付きの女性に幾いくつかの指示を与えた。







　あれから二時間が経たつ。少年は、健康診断と思おぼしきメディカルチェックを長時間受けさせられる。最後に案内されたのがこの部屋だった。

　木製の豪ごう奢しやな引き戸扉が構える。氷ひ室むろ雷鳥の執務室だ。

　顔を横に向ければ奥行きのある廊下がどこまでも伸びていた。踏みしめると柔らかい。白い絨じゆう毯たんが敷き詰められている。高価そうな調度品も遠目で見つけた。

　少年はここにくるまで、自分の安あん易いさを呪のろっていた。安っぽい正義感が、マヌケにも今の状況を引き起こしたのだ。こうしている今も、仲間には危険が忍び寄っているはず。

　──よし。

　少年は決める。まずは愛機を取り戻す。それから自力でこの島を出て、同盟国への接触を試みる。その為ためにも今は、（障害になるかもしれない）氷ひ室むろ雷らい鳥ちようとの対面に集中した。

　少年が扉をノックする。「入りな」と老婆の声が聞こえた。

　少年は豪ごう奢しやな引き戸を開ける。

　広々とした空間が広がった。中は薄暗い。ブラインドが下げられている。

　部屋の真ん中に大きな大理石の机を置く。雷鳥が椅い子すに座って少年を待っていた。

「なっ───」

　このとき少年が思っても見なかったことが起こった。

　雷鳥はゆっくりと少年に拳けん銃じゆうを向け……乾かわいた銃声が鳴り響いた。

　室内に硝煙の臭においが漂ただよう。雷鳥はゆっくり口の端はしを持ち上げた。

「ゴム弾だ。当たっても死にはしなかっただろうが……やっぱり赤くなったね」

　扉から少し離れた床に少年はかがんでいた。拳銃の弾を、少年は肉眼で捕えて回避したのだ。少年は面を上げる。その瞳ひとみと髪は、燃え上がるような〔紅〕に変わっていた。

　次の瞬間、少年は一気に距離を詰める。雷鳥の拳銃を払いのけた。

「おー早い。びっくりしすぎて危うく死ぬところだったよ」

　少年は威い嚇かくするように、雷鳥の首を掴つかめる位置まで手を伸ばす。

「妙な真ま似ねをしてみろ、即座に頚けい椎ついを握りつぶす」

　紅あかい瞳の中にあるのは冷えた殺意だった。雷鳥はそれを見て、一層に笑みを濃くする。

「その反射速度、動体視力、筋細胞の活性化状態……おまけに紅色の髪と瞳。強化人工筋肉と超敏化神経系がもたらす恩恵。今なら平時の七・五倍は強くなっているんだろ？　あんたならポーンともガチでやれるんじゃないかい」

　少年は目を細めて押し黙る。雷鳥は中空を指で押す。立体状の光学書面データを出した。

「エイルン＝バザット。新西暦１２２年４月12日生まれ。牡お羊ひつじ座ざのＡ型。貧しいお国柄、配給物資のカンズメや空腹鎮静の栄養ドロップくらいしか食べてこなかった口は、一般の家庭料理すら御ご馳ち走そうに感じるほど。特技はシュプリームドールの調整・操縦、中でも白兵戦スキルはバカの一言。若干一三歳でラインハルトの調ちよう練れんアカデミーを卒業し、その後はシュプリームドールパイロットとして、名を馳はせることになる」

「俺の情報を……何ど処こで」

　少年の表情が僅わずかに揺れた。それを見た雷鳥は、悠ゆう然ぜんとタバコに手を伸ばす。火をつけてからデータの朗読を続けた。

「一五のとき、火星と地球の連合軍が木星・月に宣戦布告。戦いの元になったシュプリームドールのオリジナル、アリスのパイロットに選ばれてしまった、ジン＝ナガトは全すべての星から狙ねらわれることになる。逃亡中に出会った、天才科学者ドクターツルギとひょんなことから意気投合。ジンは恋人とアリスを守るため、抵抗軍、サクラノツルギを結成する。表面上はゲリラ殲せん滅めつと任を受けたエイルン＝バザットは、命を狙ねらわれる事になった幼おさな馴な染じみ・ツルギを守るために軍と敵対する。これがアンタにとっての三年前……あってるかい？」

「どうして……それを」

　少年は顔を青ざめる。赤い髪も瞳ひとみも、みるみると元の黒に戻っていった。

　彼の一挙手一投足を注意深く眺め、雷らい鳥ちようは朗読の〆を飾る。

「現在は軍に戻り、謎なぞの敵勢力・ベルファルカスの暴挙を止めるべく闘たたかっている。搭乗機はドクターツルギの遺作となる、Ｅ系列のハンドメイドカスタム機。製造型番Ｅ３０３Ｓ。機体名称【エルフィーナ・ルインレーゼ】……調べた限りだと、エイルン＝バザットってのは、そんな半はん端ぱ軍人なんだが、あんたはそのエイルン＝バザットで間違いないかい？」

　少年、エイルンは黙する。その沈黙こそ、雷鳥の問いへの返答となった──

【ドール・ワルツ・レクイエム】

　２０６６年から２０６８年まで放映された大人気ロボットアニメである。

　現在では二期目が放映されており、エイルン＝バザットはその中の重要なサブキャラクターとして頻ひん繁ぱんに登場する。設定でも劇中でも、主人公に引けをとらない実力の持ち主なのだが、事あるごとに実力を出せず、見せ場は誰か（主に主人公）に譲ゆずってしまう演出が多い。その献身的かつ不運なさまが皮肉にも人気に繋つながっている。

　エイルン＝バザットとはそんなアニメのキャラクターなのだが──

「俺がアニメのキャラクター!?　信じられるか！　そんな話！」

　エイルンは猛抗議する。雷鳥も同意するように鷹おう揚ように頷うなずいた。

「私だって信じられないさ。アニメのキャラクターが現実に現れたなんて。でも、こっちだって色々と考えたんだ。あの作品の世界が別の次元にあってアンタはそこからやってきたというパラレルワールド案。アニメの世界からこんにちは、的な三次元現出案。他にも幾いくつかあるがどれも似たり寄ったりだ。ＳＦ話で申し訳ないが、あんたの言うこと、身体からだ、乗ってきたもの。その全部を肯定するとなると、アンタはこの世界の住人じゃなくなる」

「全すべてがアナタの狂言で、組織的に俺を騙だまそうとしている……という線でも説明はつきそうですが」

　再び、エイルンの目に冷ややかな光が宿る。この言葉を吐く事で、隠している何かを探し出そうとするみたいに。雷鳥はそれを聞くや心底嫌そうな顔をした。

「つくならもっとマシな嘘うそつくよ！　こんなバカ話、する方の身にもなりな！」

　雷鳥の反応にエイルンは毒気を抜かれた。まぁ確かに、と思った。

「私は最初、アンタはアニメキャラ気取りのバカだと思っていた。もしくはそんなバカを演じる、敵性国家のスパイとかね。前者なら剥はぐもの剥いでとっとと厄やつ介かい払いしたし、後者だったら、この世から消えてもらうつもりだった。でも、生で見たアンタはどーにも嘘をついているようには見えない……何よりそのふざけた身体からだだ。婆ばばあになるまで色んな人間に会ってきたが、スチール机を殴なぐり潰つぶし、銃弾を避よけちまう改造人間にはついぞ会ったコトがない。自分は月から来たなんて大おお真面目まじめに言う、サイコ野郎にもだ」

　あけっぴろげに雷らい鳥ちようが言うと、エイルンの中で疑念の雲が晴れていくような気がした。

「結論から言う。この世界に、アンタや、アンタの世界の兵器を作り上げる科学技術なんてない。改造人間。多種多様な超・光学兵器。宙間戦闘を可能にする巨大ロボット。果てには火星人に月星人に木星人……はっきり言ってふざけんな。なんだそれ。なめんじゃないよ。よってアンタは、どこか別の世界からやって来たのかもしれない……そんな、二番煎せんじのＳＦ話を落とし所に付けたんだよ。私は」

　エイルンは黙る。雷鳥への不信感はだいぶ薄まっていた。しかし、だからといって何をどうすればいいのか。無言を二人で共有していると雷鳥の方から口火をきった。

「もちろん私だってこんなバカ話で納得しようとは思わない。事の真相は追って調べさせてもらう。で、アンタの方はどうする？　もし何だったら直じかにこの世界を回ってみるかい？」

　エイルンの面に光が差す。雷鳥の申し出が魅力的に聞こえたのだ。

「混乱していないと言ったら嘘うそになります。許されるのなら、まずは頭を整理するための時間が欲しいとも……今は思っています」

　エイルンの回答に雷鳥は内心でほくそ笑む。それを出さない為ため、苦笑を自然に作った。

「いいだろ。当面、こっちで生活できるよう手配はしておく。何か決めたらまた話を持ちかけてきな。私ゃ死ぬほど忙しいんだが、まぁ話くらいは聞いてやるさ」

　少年の顔が和やわらいだところで、老婆は人差し指を立てる。

「ただし……今から、アンタを含めた全すべての事は最重要機密に分類する。一切の他言は無用だよ。もしアンタがそれを破った場合、私はもうアンタのことを感知しない。こちらが不利益を被こうむるようなことになった場合は、容よう赦しやなく切り捨てるつもりだから覚悟しな」

「……当然の措そ置ちです」

　雷鳥の言葉が、目が、本当にそうすると語っていた。

　しかしエイルンは、（どんな形であれ）今は一刻も早く情報を集めるのが先決だと思った。

　雷鳥の策略……という線も完全には捨てていない。これが泳がされることになるとしても、その中で今後の方針を考えるほうが良策と判断した。

「じゃあ、エイルン。細かい事は紙にして、夜までに手元に届くようにしておく。ＩＤと戸こ籍せきの用意もさせるから、しばらく待ってな。道案内も実は手配済みなんだ」

「重ね重ね、すみません」

　エイルンは陳謝する。それを見て、懐なつかしい面影が雷鳥の脳裏に過よぎった。

　その面影をヒントに、雷らい鳥ちようはこの世界で生きるための〔記号〕をエイルンに与える。

「あと、エイルン＝バザットだなんて名乗ってたら、頭がおかしいと思われるからね。今からアンタ、氷ひ室むろ夏なつ樹きって名乗りな」

「ヒムロ、ナツキ？」

　その名の意味するところ。それは雷鳥を含めて一部の者しか知らない。

　名前を反はん芻すうするエイルンは、やがて頷うなずいた。

「了解しました。使わせていただきます、その名前」

　エイルンは一応の微笑を取とり繕つくろう。丁度よく、部屋の呼び鈴がなった。

「ほら、迎えが来たよ。あぁ、あと、アンタの大きなオモチャはこっちで隠しておく。政府連中には、氷室で開発中の試作機ってことで通しておくからね。あいつらまで入ってくると色々と面倒なんだ」

　雷鳥に言われてエイルンは今更ながら気付く。事態に追われ、重大なことを忘れていた。

「エルフィーナは！　俺のエルフィーナはあの場所から移していないな？」

　エイルンは机に身を乗り出し、雷鳥に聞く。

「安心おし。別に見てない内に何かしようなんて考えてないよ」

「言っておきますが、アレは俺以外の人間が勝手に起動させると、自爆プログラムが作動するよう設定されています。俺はあれの秘ひ匿とく義務を負っています。もし、何か」

「長い！」

　雷鳥は彼の鼻を指ではじいた。エイルンは痛みに鼻を押さえ、後ろに引く。

「何もしないから早くお行き。こちとら仕事が溜たまってるんだ。これ以上は金取るよ！」

「……くれぐれも勝手な真ま似ねは謹つつしんでいただきたい」

　エイルンはまだ言いたい事がありそうな目で、鼻を押さえながら振り返る。

　歩き出そうとしたが、しばし逡しゆん巡じゆんして再び雷鳥に向き直った。

「なんだい？　まだ何か、あるのかい？」

　雷鳥は牽けん制せいするように物言う。エイルンは申し訳なさそうに頭をかいた。

「もし……もしですが、貴方あなたの言っている事が本当のことだとする。そうだとしたら、俺の言ってる事とか全部、妄想にしか聞こえないと思うんです。俺も反対の立場だったら、多分、そうしてる」

　雷鳥は面を食らう。恥ずかしそうに俯うつむくエイルンを見て小さなトゲが胸に刺ささるのを感じた。一方、エイルンは気を取り直すように直立する。

「感謝します。話を信じてくれて」

　敬礼──正視する目はどこまでも真まっ直すぐで、自然にでてくる所しよ作さは彼が軍人であることを雷鳥に再認識させた。

「堅いのはキライだよ。分かったからとっととお行き」

　雷らい鳥ちようは犬でも追い払うように手を振る。エイルンはドアへ歩き出す。

「あぁ、アンタが助けたあの黒いのに乗ってた奴やつ、無事に病院で寝てるよ。こちらこそ、ありがとうね。大事なパイロットを助けてくれて」

　今度は雷鳥がバツが悪そうに付け加える。エイルンは「そうですか」と一言だけ言う。その顔は自分ごとのように安心していた。

　迎えの者がドアを開け、エイルンは執務室からいなくなる。

　静寂が戻ると雷鳥は煙草たばこに火を付けた。

　──声紋分析の結果じゃ、嘘うそは言っていない……しかし、暗示や洗脳にかかって、知らずに思い込んじまっているって線もあり得る。

　雷鳥は頭を整理しながら受話器に手を伸ばす。目には友好的な光など微み塵じんも残っていない。電話先の相手が出ると低い声で告げた。

「あの坊やに精密検査はうけさせたね。これは最優先・最重要機密扱いだ。科学・医療・兵器開発の各班に、あの坊やの身体からだを徹底的に調べさせな。何が何でも、あの人間兵器の出所を掴つかむんだ。並行してあの紅あかい戦闘機の調査も行っとくれ」

　電話を切って、吸すい殻がらを灰皿に押し潰つぶす。雷鳥の目は据すわっていた。

　──アニメから人間が出てきてたまるかい。

　雷鳥が先ほど感じた罪悪感は、既に影も形も残っていなかった。






Ⅴ　虚構の勇者









　エイルン＝バザット改め氷ひ室むろ夏なつ樹きは、手配してもらったスタッフから、【氷室義塾】について簡単な説明を受けた。何でも、マリスと呼ばれる怪物に対応する為ために作られた戦闘組織で、ここはその本部に当たるそうだ。平時はヘキサと呼ばれる人間を育成するらしい。

　──まるで学校だな。

　夏樹はそう思った。白い廊下に教室が枝分かれする。教室内では授業風景が窺うかがえた。しかし、よく見れば其そ処こ彼かし処こにセキュリティーシステムが散見される。自動隔かく壁へきに、迎撃装置も。間違いなくこの建物は、何者かの襲撃を想定して造られている。夏樹はそう推理した。

　夏樹は早々にスタッフの同行を断っていた。情報の精度は命に関かかわる。最低でも安心の担たん保ぽが取れるまで、夏樹は独自にこの世界を調査するつもりだった。

　でも気がかりが一つ……夏樹は自分の服を見る。

　──尋問官たちもそうだったが……そんなに珍しく感じるものかな？

　夏樹は現在、隊の軍服を着ている。

　軍服というよりは赤黒い学ランといったほうがニュアンスは近いかもしれない。肩から袖そで、背中にかけて金の刺し繍しゆうが施ほどこされ、襟えり元もとにも三日月の刺繍が縫い込まれている。

　夏なつ樹きは、軍服しか持っていなかったので、今朝からこの服に着替えて行動していた。だが会う人、会う人が注視してくるのが気になってしまった。

　──ま、いいか。

　夏樹は書庫にあたる場所を探すことにした。すると校舎内に予鈴が響く。

「？」

　教室から続々と生徒たちが出てきた。夏樹を見るや、生徒の視線は彼に釘くぎ付づけになる。

「あ！」「見て！」「昨日の」

　夏樹は焦あせる。かなりの生徒が足を止めて夏樹を見てきた。その中にいる三人の女子生徒と、夏樹は目が合う。三人の女子生徒は互いに目を配らせるや、一人が教室に戻る。

　残り二人は夏樹の元に寄ってきた。

「あのぉ～」

　表情にはくっきり、好奇心の三文字だ。調査の皮切りとしては最悪だった。

「え、あ」

　内心、夏樹は戸惑う。現地人との接触は避けたいが、ここで逃亡すれば不審を呼ぶ。

　夏樹は平静を心がけた。

「昨日、赤い飛行機に乗ってた人ですよね？」

「アニメとか好きなんですか？」

　──アニメ？

　夏樹はすぐ、雷らい鳥ちようの言っていた【ドール・ワルツ・レクイエム】の事を思い出した。

「いや、そういうわけでは」

「またまたぁ！」

　夏樹は否定するが、一人に肘ひじで小突かれる。

「名前はなんていうんですか？　年いくつですか？」

「あ……あぁ、氷ひ室むろ、夏樹。一八です」

「氷室って……もしかして塾長の親しん戚せき!?」

　大きな声で彼女が言う。周りのざわめき声が大きくなった。

「いや、ちが、くはなくて、まぁ、そんなところ、かな」

　夏樹は適当な答えで濁にごす。すると先ほど教室に戻った三人目がアニメ雑誌を持って夏樹の所にやってきた。

「はいはーい！　君のその服って、コレと同じですよね？」

　三人目の少女は、夏樹の前でカラーページを開く。

　鏡の前で、軍服の詰つめ襟えりを止めている男性キャラクター──そのキャラクターはなんと、今、夏樹が着ている物と全く同じデザインの服を着ていた。

「っ！」

　夏なつ樹きは驚いて本を奪う。ページの隅々まで目を走らせた。

「エイルン……バザット、だと？」

　夏樹の頬ほおに大きな汗が伝う。目の中でスパークが起こった気がした。

　──アニメのキャラクター？　まさか……これが俺？

　雷らい鳥ちようの言っていたことが今、白日の下にさらされる。夏樹の動どう悸きが早くなった。夏樹は震える指でページをめくる。

「イナリスにバルザックまで！」

　懇こん意いな仲間の衛生兵、互いに刃やいばを交えて仲間になった老兵も……見間違いではない。それぞれの容姿の特徴を引き継ぎ、アニメ絵となって、彼らが手の中にある。

　夏樹は眩暈めまいを覚えた。胃には軽い圧迫感も。

　夏樹の様子を少し異様に見ていた三人だったが、すぐに質問を再開した。

「やっぱり、そのエイルン＝バザットってキャラクター、好きなんですか？」

「なんつーか、好きとか超えて、ラブ？　ってのがバシバシ伝わっちゃってるんですけど、あの赤い飛行機もやっぱり、氷ひ室むろ財閥に造ってもらったんですよね？」

　夏樹は顔を青くする。やっと理解した。彼らがどうして、こんなにも自分に興味を持っているのか。何な故ぜ、その目の中に自分を嘲あざけるような色があるのかを。

「でも、凄すごかったですね。皆が見てる中であんなこと言っちゃうんだもん」

「あんなこと？」

　言葉の意図が明めい瞭りように伝わらず、夏樹は眉まゆをひそめると──

「自分はエイルン＝バザット大尉であります！」

　声を張り上げ、夏樹の背後で一人の男子生徒が敬礼をした。

「？」

　一瞬、夏樹は何を言われたか分らなかった。見物人たちが一同に笑いだす。

「……？」

　中でもヒーヒーと興奮気味に笑う男子生徒の声が、夏樹の耳に強くこびりついた。

「おまえソレは失礼！」

「でも似てた！」

「だろぉ！」

　敬礼をした生徒と、その友達がハイタッチをして喜ぶ。

　夏樹はやっと、その男子生徒が自分をからかったのだと理解する。

「おまえ……！」

　夏樹は怒って振り返る。今度は別の二人が、バっ！　と揃そろって敬礼をした。

　見物人に、また笑いが湧わき上がる。

「やめろよお前らー、昨日、この人が助けてくれたんだよ？」

　三人のうちの一人が言う。すると多くの人が質問者になって夏なつ樹きに押し寄せる。

「大尉！　幾らしたんですかアレ！」「塾長の孫？　じゃあ氷ひ室むろの兵器産業部門があれ作ったんですよね？　劇中に出てくる他のシュプリームドールとかもあるんですか？」「お前なに？　見てるの、そのアニメ？　専門用語とか、お前もそんなの好きなの？」「はいはーい！　カノジョいます？」

「まってくれ、これは、その」

　夏樹は怒りを通り越し、恐怖さえ感じ始める。

　まさか、自分が自分であることで馬鹿にされるなんて。少し大げさかもしれないが迫害にもとれる、こんな扱いを受けたことは今までない。夏樹は次第に表情を暗くしていった。

「大尉！　もったいぶらないで教えて下さいよ！」

　しかし、質問者は夏樹をこの場から逃がしてはくれない。夏樹の胸にやるせない気持ちが広がっていく。そんな中、男の大声が廊下に響き渡った。

「すっげぇええぇ!!　ちょ[image: ][image: ][image: ]盛り上がってる[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]」

　一いつ斉せいに野や次じ馬うまの質問が止やむ。夏樹も何事かと、大声がした方を向いた。

　包ほう帯たいを巻いた十名程の生徒たちが、廊下を我が物顔で歩いてくる。

「新兵器に乗ってたのがオタクってだけで、そんなに騒さわげるんだから暇ひまだよな～。後非方戦はお気楽だよ。あ～！　ムカつく！」

　男の間ま延のびした声で辺りがシーンとなる。質問者たちの顔が暗くなった。その集団に道を譲ゆずるように、夏樹を囲んでいた人垣が散っていく。

　葵あおいを始めとする、機兵部の部員たちだった。

「この人が昨日の新型のパイロット？」

　葵の射るような視線に、夏樹は警戒の色を強めた。

　部員の一人が、夏樹に敬礼をした男子生徒に馴なれ馴なれしく肩をかける。夏樹に目線を合わせると、挑発するようにその顎あごをしゃくれさせた。

「あんまりオタク苛いじめんなよ。泣いちゃったらどうすんだよ。大事にしろよ？　オタクはデリケートなんだから。それとも何？　お前、そのオタクくんのオトモダチ？」

「い、いえ、そういうんじゃ」

　あんなに威い勢せいの良かった男子生徒は完全に萎縮していた。

　葵が夏樹の正面に立つ。機兵部の部員たちも夏樹の周囲を取り囲んだ。取り巻き連中は夏樹に舌打ちをしたり、睨にらみをきかせ始める。

　──こいつら。

　夏樹はすぐ気付く。彼らが意図的に喧けん嘩かをふっかけていることに。

　廊下にしばしの沈黙が流れた。

　葵あおいは夏なつ樹きの風ふう貌ぼうを一しきり見て、眉まゆ根ねを寄せる。それから改めて夏樹と相対した。

「ねぇ。ちょっと顔、貸してもらいたいんだけど？」

　夏樹は葵たちの意図を探る。

　あくまで理性的にこの状況に対処しようと努めたが──

「ビビってんじゃねぇぞ！」

「何か喋しやべれや、コスプレ！」

　目の前で挑発してくる、取り巻き連中が邪魔をする。

「……はぁ」

　夏樹は……エイルン＝バザットは、有あり体ていに言えばムシャクシャしていた。

　彼にはやる事があった。それは、自らの命を賭とすほどに大事な使命だ。

　それが、こんな見知らぬ土地にやってきたと思えば、根底から存在を否定され、見知らぬ人たちの笑わらい種ぐさだ。そんな理り不ふ尽じんな状況なのに、文句の一つも言えない。

　ため息が出る。こんなくだらない事に足を止めている訳にはいかないのに──

　こんな子供の安い挑発にかまけている時間なんてないのに──

「どこへなりとも」

　夏樹は、普段なら絶対に択とらない行動を択る。

「かっこいい服だね～」

　部員の一人が笑いながら夏樹の軍服を触ろうとする。夏樹の手がそれを阻はばんだ。

「んだよ？　気持ち悪ぃ、!?」

　全すべてを言う前に、部員が悶もん絶ぜつする。部員を黙らせたのは、通常時でも二〇〇キロを超える夏樹の握力だ。

　夏樹が動いたことで、場の空気が別ベクトルで冷えていく。

　夏樹が彼の手を離すと、その部員は気が触れたように怒りだす。しかし、夏樹の気迫はその部員の怒りを根元からごっそり刈り取った。

「黙ってろ。次は握りつぶすぞ」

　夏樹の警告が不気味に響く。

　機兵部たちの顔から笑いが失うせる。誰も喋るのを止やめた。

「へぇ」

　葵は小さな感かん嘆たんを漏らす。首でついて来るように合図する。機兵部は第二校舎の方へ歩きだした。夏樹は黙って彼女らの後をついていく。







　少女が一人、そっと戸に聞き耳を立てる。

　ここは第弐富士・居住区にある総合病院。少女がいるのはその特別病棟だ。消毒液独特の臭においが廊下に立たち籠こめる。少女以外に人影はない。

　一室から男の話声が聞こえてきた。

「しかし、ＧＰＳを直接、身体からだに埋め込むなんて」

　少女は危うく声を漏らしそうになる。

　薬が効いて霞かすみがかっていた頭は、事の重大さで鮮明になった。

「ネイバーフッドの管理には日本の命運がかかっているんです。迷うような話ですか？」

「……わかりました。では、手術は明日」

　少女の胸に寒風が吹ふき荒すさぶ。少女は足音を立てずにその場から移動する。今晩中にその病院を抜け出す決意をした。







　氷ひ室むろ義塾教育棟・第二校舎──その一画である、この多目的室は機兵部の部室だ。

　天井付近にはロール型のスクリーンが畳たたんで真一文字に吊つるされる。備え付けの数十という机は部屋の片側に追いやられていた。

　夏なつ樹きが部屋の真ん中に立たされる。その周囲を部員達が囲った。

　徒党を組み、堂々と数の暴力を行使する。こんな子供じみた事をする彼らに、夏樹は軽けい蔑べつの意も添そえていた。葵あおいが一歩、前に出る。

　見るからにリーダー格の彼女が、何をのたまうのか夏樹は耳を傾けた。

「あたしは一いちノの瀬せ葵。氷室義塾の二年。戦せん騎き装そう部隊、機兵部・部長……アンタは？」

「氷室夏樹。あいにく名前くらいしか教えられるものがないな」

　氷室の名を聞いた途端、部員たちはどよめき出す。葵も驚いたように目を瞬まばたかせた。

「本当は私一人で話をするつもりだったんだけど、皆が聞かなくってさ……呼び出された理由、分かるよね？」

　葵の問いに夏樹は首を横に振る。すかさず部員達が罵ば声せいを飛ばした。

「昨日の襲撃で仲間が一人、大おお怪け我がしたんだよ！」

「理由が魔女の癇かん癪しやくのとばっちりだよ！　これで何回目だよマジで！」

　部員たちの声に熱が籠こもっていく。葵が手を上げると便乗組は収まった。

「機兵部、重傷一名。軽傷六名。自衛隊員、死者・行方不明者三六名……とくに被害が大きい西Ｂ駐ちゆう屯とん地ブロックは完全復旧には二ヶ月はかかるって報告が来た。これが昨日の戦闘で出た被害──」

　言いながら葵は夏樹を指さす。その瞳ひとみは、仇きゆう敵てきでも睨にらむみたいに厳烈な光を宿していた。




「ネイバーフッドの無自覚と、アンタのせいで出た被害だ！」




　夏なつ樹きはフリーズする。意味が全く分らなかった。




　──俺の、せい？




　夏樹はいったん怒りを抑え、その意味について考える。

「あくまでシラを切るつもりなんだ」

　葵あおいの相そう貌ぼうは完全に怒りに染まった。堰せきを切ったように声を荒げる。

「あんたがさっさと出撃すればこんな被害にはならなかった！　アンタのヒーローごっこのせいで三〇人も人が死んだんだよ！」




　──さっさと、出撃しなかった？




　行き違いが……、考えただけで恐ろしくなる行き違いが……、自分と彼らの間で起こっていることを夏樹に直感させた。

「見たぞ！　たったの一撃でクイーンを殺したの！　敵の攻撃だって一発もあたらず！」

「あんなスゲェ新兵器があったのに、なんで、とっとと出なかったんだよ！　あいつらが島に上陸する前に、どうしてクイーンを潰つぶさなかったんだよ！」

　困惑する夏樹に部員たちが詰め寄った。

「ちょっと待ってくれ、クイーンとは、あの顔が二つあった奴やつのことか？」

「とぼけんじゃねぇ！」

　生徒たちは知らない。

　夏樹がよく分からないうちに、あの戦闘に巻き込まれてしまった事を。

　夏樹と夏樹の戦闘機が、もしかしたら別世界から来てしまったのかもしれない事を。

　何より氷ひ室むろ夏樹が、エイルン＝バザットである事を。

「意味わかんないことベラベラ喋しやべりやがって！　見せ場で出てこられて、さぞ気持ちよかっただろうなぁ！　偶然のつもりか？　見え見えなんだよ嘘うそくせーっ！　魔女の出撃が遅れたのもわざとなんだろう！」

「あの機体だって、アンタの趣味で作らせたんでしょ。なにそれ！　氷室のお坊ちゃんだからって何してもいいの？」

　そして夏樹も知らない。クイーン種はネイバー規格でしか絶対に倒せないことを。

　自分の所業が、見る者にどれだけの期待を持たせてしまうかということを。

　だから両者の間には、必然と齟そ齬ごが生まれてしまう。

「オタクのヒーローごっこに俺らを巻き込むんじゃねぇ！」

　夏樹の頬ほおが殴なぐられる。拳こぶしなんかより、その一言の方が夏樹には痛かった。

「ヒーローごっこ……」

　夏なつ樹きの中で渦巻いていた黒い感情が、綺き麗れいさっぱり消える。思考すら一緒に。

　夏樹はずっと、弱い者のために戦ってきた。

　軍服を着たのは、人殺しがしたくてじゃない。ロボットに乗りたかったからでもない。

　力がなくて泣く。理り不ふ尽じんに奪われて泣く。そんな人たちが平和に暮らせるように今日まで戦ってきたのだ。だから昨日だって戦った。あの少女が泣くのを見過ごせなかったから。

　その誇りがあったから、立場も責任も捨てて戦うことができたのだ……しかし──

「なんで、新型にアンタみたいのが乗ってるの？」

　葵あおいが夏樹の胸倉を掴つかむ。大きな目には、零こぼれ落ちそうなほどの涙を溜ためていた。

「あの子は、あんなに苦しんでるのに……アンタは何？　戦場で一人楽しくヒーローごっこ？　馬鹿にすんな！　遺のこされた遺族の気持ちとか考えない？　明日は自分かもって震える人の気持ちが分からないの!?　アンタみたいな奴やつが！　どうして！」

　それが弱者の叫びと分かってしまうと、夏樹には葵の手を振り払うことができなかった。

「待ってくれ……俺だって」

　夏樹は葵の手を掴む。

　だが右手を上げてしまった事で、更に状況を悪化させてしまった。




「葵先輩！　こいつ！　ヘキサじゃない！」




　一人の女子部員が声を上げる。葵や他の部員たちの視線が夏樹の右手に集まった。

　夏樹の手には、生徒全員に刻まれているはずの刻印がなかった。

「ヘキサ？　なんだそれは？」

　夏樹が疑問符を浮かべる。次の瞬間、葵の拳こぶしが夏樹の頬ほおに飛んだ。

「ふざ、けんなっ……ふざ、けんな」

　夏樹はよろめく。葵たちの様子は尋常ではなかった。

　どうして彼らがここまで怒りだしたのか、ヘキサを知らない夏樹には知る由もない。

　ヘキサの大半は大きな劣等感に苛さいなまれている。

　刻印が発症した時点で保管領への出頭が義務づけられる。当然、生まれ育った街、環境、友人、そして家族すらからも引き離され、死ぬまで保護監察されなければならない。

　指定保管領からの脱走は問答無用で銃殺刑である。

　ヘキサの存在意義は、一般人にマリスの牙きばが向かないようにするための生いけ贄にえだ。

　反道徳的と分かってしかし、ヘキサを同じ人間と見る者は少ない。ここにいる彼らもまた、ヘキサになるまでヘキサを同じ人間とは見てこなかった。

　それがこの世界の現実である。

　夏なつ樹きが知ろうと知るまいと、現実は彼らをこの世界の常識で突き動かす。

「氷ひ室むろで、しかも刻印無しかよ！　じゃあうちらなんて幾ら死んでもいいってことか！」

　夏樹の背中に蹴けりが浴びせられる。

　痛くはないが、それよりも胸に突き立てられた言葉の方が効いた。

「ヘキサだからって見下してんだろ！　餌えさが何言ってやがるって！　そうだよなーっ！　俺らなんてお前らから見れば、別の生き物だもんなーっ！」

「だから、何を！」

「うるせーっ！」

　疑問は解消されないまま、反対方向から拳こぶしが飛んでくる。避よける事もできず、夏樹は甘んじてそれをもらってしまう。

　顔を上げると、今度は何かが夏樹の額ひたいにぶつけられた。

　夏樹の足元に携帯電話が転がる。少し離れた場所から、女子部員が投げた物だった。

「こんな！　こんなオタクの遊びにまで付き合わされなきゃいけないの！　ヘキサ私たちは！」

　夏樹に、彼女の涙の理由は分からない。

　泣いた当人は隣にいた女子部員と肩を抱き寄せ合い、肩を貸した子も一緒に泣きだす。

「だから……俺がいったい何を」

　夏樹はやっとの思いで言葉を発する。乱暴に肘ひじを引かれてまた殴なぐられた。

　夏樹の精神も、ここにきてそれが決壊しつつあった。

　知らない世界、知らない単語、知らない常識、知らない弾劾……その坩る堝つぼに叩たたき落されたのである。夏樹はどうすればいいか分からない。

　理由も主張もこの場での善悪も、式にかけて答えを出すには知らないことが多すぎた。故に夏樹は、顔を腕で覆おおい、膝ひざを支えることしかできない。

「俺が……何を……」

　強化人工筋肉と、進しん化か鎧がい骨こつ格かくで守られた身体からだはこんなものでは壊れない。

　厚さ数センチの鉄板を易やす々やすとぶち抜くことができる。装甲車に轢ひかれたって行動可能だ。しかし、心はそうはいかない。

　腕の隙すき間まから覗のぞく目は虚うつろ。彼らが止まってくれるのを願って、夏樹は耐え続ける。

　そんな中──罵ば声せいと暴力が巻き起こる、この空間のドアがやっと開かれた。

「何をしているのっ！」

　数人の役員を引き連れ、生途会の九重ここのえ紫し貴きが部屋に入ってくる。

　紫貴は、冷然と葵あおいの前に立ちはだかった。

「一いちノの瀬せ部長。説明を要求します、これはいったい何の騒さわぎですか」

　夏樹に向けられていた十数人分の敵意が、そのまま紫貴にぶつけられる。

　しかし紫貴はそんな敵意など歯し牙がにもかけない。葵だけを見み据すえる。

「報告がいってるでしょ？　斉さい藤とうが重傷で運ばれたの……大元を辿たどればこいつのせいでね」

　葵あおいの返答を聞くや、紫し貴きは眉まゆを動かす。

「つまり……この人のせいで自分たちは被害を被こうむった。これはその報復だと？」

　紫貴は問い直す。葵は不機嫌そうに「そう」とだけ言う。紫貴は相そう貌ぼうを鋭くした。

「そんなの全すべて、貴方あなたたちの命令違反が原因でしょう」

　紫貴は機兵部全員を見渡す。

　生途会会長として紫貴は昨日の彼らの不手際を問いただした。

「部長は独断先行。部員に至っては生途会の退避指示を全く聞かない。デストブルムの射線上にいつまでもいるなんて……自殺願望でもお有りなのかしら？」

　葵は耳を疑う。目を大きくして一人の男子部員の方を向いた。

「アンタたち……退避指示を守らなかったの？」

　質問された部員は黙る。他の部員も逃げるように葵から目を逸そらした。

「会話ログを聞いた感じでは、部長がいないのを良い事に、随分と楽しそうでしたね？　斉藤部員も含めて。こちらは退避命令を五回も出していたのに……軽く考えているのなら、とんでもない話です」

　部員たちは言葉を無くす。紫貴は全員に冷たく言い捨てる。

「相応の処分はご覚悟を。この集団暴力も加味して検討させてもらいます」

　部室内は静まり返る。しばらくして葵が、先ほど質問した男子部員に訊きいた。

「亜あ賀が沼ぬま……嘘うそだよね？　斉藤や自分たちに落ち度は無かったって、私に言ったよね？」

　葵の問いに一瞬、間が空く。男子生徒は舌打ちして視線を逸らした。

「テメーだって好き勝手に暴れてんだから……説教できる立場じゃねぇだろ」

　刹せつ那な、葵の鉄てつ拳けんが振り抜かれる。

　あまりの威力に男子部員は尻しりもちをつく。他の部員たちの顔が一いつ斉せいに引きつった。

「紫貴！　すべては部長である私の責任だ！　懲ちよう罰ばつ房ぼうでも何でも私が受ける！　だから退学だけは！　氷ひ室むろ義塾を追い出されたら私たちなんてっ！」

　葵は必死に紫貴に頭を下げる。紫貴はここにきて初めて苛いら立だちを見せた。

「自分よりも仲間の為ためとか……いい加減にして。貴女あなたは緑じゃないの」

　葵の肩がピクリと動く。紫貴はそれに気付いても止まらなかった。

「昨日の戦闘だって、あの子が間に合わなかったら間違いなく死んでいたのよ？　それとも何？　悲劇のヒロインになりたかったのかしら？　言っておくわよ。死に急ぐのは止やめなさい。満たされるのは貴女の自己満足だけだわ」

　面を上げた葵は、一直線に夏なつ樹きを睨にらむ。

「ゴメン……これ、八つ当たり」

　葵は紫貴を横にどかす。それから夏樹の胸倉を掴つかんで無理やり立たせると──

「葵あおいっ！」

　夏なつ樹きの横っ面を思いっきりぶん殴なぐる。

　床を滑すべるほど夏樹の身体からだが飛ぶ。慌あわてて紫し貴きが駆かけ寄った。

「とにかく私！　コイツのことが大嫌いっ！」

　倒れた夏樹に言って、葵は憤然と部室から出ていく。少し遅れて、他の部員たちも葵を追った。ぞろぞろと部屋から出ていく。

　部室内には、生途会と夏樹だけが取り残された。

　紫貴はおもむろにため息を吐つく。それから倒れる夏樹を介かい抱ほうした。

「生徒達の不始末、本当に申し訳ありません」

　ポケットからハンカチを取り出す。夏樹の口元にそれを当てた。

　夏樹の目の焦点は定まっていない。紫貴は、手を引いて夏樹を立たせた。すぐに他の役員も駆け寄ってくる。

「保健室に案内します。歩けますか？」

「お止やめなさい」

　紫貴は強い口調で止める。紫貴は夏樹に対面して一歩引く。緊張の面持ちで質問した。

「お名前を……聞いてもよろしいでしょうか？」

　夏樹はまだ混乱が解けていない。少ししてから名乗った。

「氷ひ室むろ、夏樹です」

　紫貴は息を呑のむ。

　胸に手を当て、緊張を解きほぐすように息を大きく吐く。「少しお待ちを」と、長い髪を手て櫛ぐしで整える。スカートの裾すそを払った。コホンと咳せきで前置きをする。

「私の名前は九重ここのえ紫貴。当塾の、生途会長をやっております」

　それを聞いて、他の役員達が戦おののく。あの氷室雷らい鳥ちようの懐刀。氷の九アイス・ナインの異名をもつ九重紫貴が……まるで一人の乙女のような声を出したではないか。

「初めて姿を拝見させていただい！　た、時から……私、心に決めて」

　紫貴は感極まるのを自制し、乱れる語調を整える。目は熱っぽく夏樹を見ていた。

　その様子を見る生途会役員は、全員、自分たちの目をこする。

　紫貴は送られたラブレターを封も開けずに破り捨て、その指でティーカップを持つ。氷室義塾でも有名な超・高たか嶺ねの氷花である。

　生途会の男子全員を袖そでにした伝説もあるほどだ。そんな難攻不落の鉄壁要よう塞さいが──

「放課後、私の部屋に、来れませんか？」

「……え？」

　夏樹と生途会役員の当惑は、最後まで解けることはなかった。






Ⅵ　幻想の勇者









　一九時。寮代りに充てられた生徒用マンションの十階──紫し貴きの部屋。

「さ、お入りください」

　紫貴が玄関口で夏なつ樹きを招く。夏樹は言われるまま靴を脱いだ。

「わ、私は身を清めて参りますので……先に中でお待ち下さい」

「ちょ、ちょっと待っ」

　夏樹が言う前に紫貴は浴室に入ってしまう。しばらくしてシャワーの音が聞こえてきた。

　浴室に入る際の、紫貴のあの目……まるで愛いとしい恋人でも映しているようだった。

　夏樹の動どう悸きが暴れ出す。まるでこれでは男女の逢おう瀬せではないか。初対面の男女がそんな簡単に……夏樹は「俺は月軍人だ。俺は月軍人だ」と言い聞かせる。

　混乱したまま、夏樹は廊下の戸を開けた。リビングが広がり、夏樹は我が目を疑う。

「……なん、だと？」

　夏樹は戦せん慄りつする。あまりのショックに改造人体を発動させるところだった。

　男、男、男、ときどきオヤジでまた男──リビングは、美少年キャラクターのアニメポスターで壁から天井に至るまで埋め尽くされていた。異様なまでに裸のポスターが多い。
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　首を横に向ければ、台所カウンターでポージングしたフィギュアが横並びに何体も。

　──これは、どういうことだ？

　敵兵うごめくジャングルに迷い込んだ気分だ。夏なつ樹きは必死に現状を把握しようとする。

「上に行けば行くほど……固定概念のしがらみに囚とらわれていきます」

　夏樹は勢いよく振り向く。バスローブ姿の紫し貴きが戸口に立っていた。紫貴は背中越しにリビングの鍵かぎを閉める。その姿は、どこか不気味な威圧感を醸かもしていた。

「それが、機甲師団を手足のように操り、氷ひ室むろの金看板を背負うモノともなればＶＩＰ扱いでプライバシーは秘ひ匿とくせねばならない。ならないの、だけれども──」

　長い髪を濡ぬらしたまま紫貴はリビングに仁王立つ。その頬ほおは、嬉うれしさを堪こらえるようにピクピクと痙けい攣れんしている。

　その顔を見て夏樹は更に混乱した。紫貴は力強く両拳こぶしを握り──

「エイルンっ！　萌もえぇええぇええぇええぇえぇっ！！！！」

　絶叫した。夏樹の時間も止まる。紫貴は本能を剥むき出だしにしてまくし立てた。

「真面目まじめ系・弩どイケメンっ！　ハリウッド顔負けの本格衣装っ！　極めつけは本物まんまの石いし田だボイス！　そんなに私を釣りたいの？　上等じゃない！　子供産んであげるわよ！」

「こ、子ど」

　夏樹は引いた。ドン引きだ。しかし紫貴は止まらない。夏樹の手を両手で握る。夏樹の鼻孔をシャンプ─の香りがくすぐった。紫貴は鼻息を荒くしてこう言う。

「私も氷室くんと同じっ！　ドルワル信者なの！」

　夏樹に衝撃が走る。紫貴は夏樹をアニメオタク同類だと思っていたのだ。







　時は二〇時。車のライトが交差する。

　明かりの無い街を、何人もの男が行き交った。

　ゴミ箱の裏に一人の少女が隠れている。白いワンピースは所々が裂け、汚れてしまっていた。少女は路地裏で一人、男たちをやり過ごそうとする。

　白いアザラシのヌイグルミを持ち……生きた心地がしないまま、少女は泣きだしたいのを必死に我慢していた。







　仮面の落ちた紫貴は、夏樹が驚くほど無警戒と言うか、無防備だった。

　夏樹はまず、興奮する紫貴を落ち着かせる。その後、疑問に思っていたことを端から彼女に質問していた。

「……って感じかしら。ハイ終わり！　さ！　ドルワル見ましょ！」

　紫し貴きは手を叩たたいてソファーのクッションを弾はずませる。

　紫貴は見た目、近寄りがたい感じの美人なので、その子供らしい所しよ作さは夏なつ樹きをドキっとさせた。

　夏樹は「ちょっと待ってくれ」と、教えてもらった話を整理する。

　時は２０７０年の地球──この島は日本という国が直轄管理する人工島で、ヘキサという特殊な体質の人間を集めている保管領の一つだ。前線基地の役割も担になっている。

　この世界はマリスという不確かな生命体の危機に脅おびやかされ、半世紀で一二億七〇〇〇万もの命が奪われた。ヘキサとは、マリスに最優先で襲われてしまう人達を指す。ヘキサは、マリスの多面侵攻を防ぐため、終生、餌として国に管理されなければならない。

　マリス戦では、クイーン種というマザーを倒さなければ襲撃が終わらず、その種を倒せるのはネイバーと呼ばれる特別な機体だけだ。

　この島にあるのは一機で、昨日、海岸で見たあの黒い機体がそうだと言う。

　──未知の生命体と生存競争？　それに……人権を無視された人々？

　この世界の情勢は、夏樹が思っていた以上に凄せい惨さんなものだった。

　なるほど。昼間の彼らが怒った理由もおおよそが掴つかめた。最後に残すは、夏樹が最も気になる疑問──

　──ドール・ワルツ・レクイエムと、それに出てくるエイルン＝バザット。

　夏樹が大迷惑を被こうむっている諸悪の根源だ。

　どうやら紫貴はそのアニメの大ファンらしい。

　夏樹の風ふう貌ぼうがあまりにも（それに出てくる）エイルン＝バザットとイメージ通りだったため、一目見た時から話す機会を狙ねらっていたのだという。

「見て！　このドルワル・フィギュア！　分かる？　ツーフェスで二百体限定のやつ！」

　紫貴はカウンターに並んでいる一体を持ってきた。自分と同じものが好き。そう信じて疑わない感じだ。

　夏樹は嘘うその微笑を貼はり付ける。訳知り顔を装よそおった。

　浴衣姿の美少女フィギュア──夏樹はモデルになった少女に覚えがあった。

　実際に関係をもった人だからだ。

　だが紫貴の場合、【ドール・ワルツ・レクイエム】というアニメから彼女を知ったことになる。夏樹はそれが納得できないでいた。

　自分の記憶は、命をかけ、やっとの思いで紡つむいできたモノのはず。

　しかし、この世界では、自分たちの軌き跡せきが娯楽となって普及されているのだという。




《アンタのヒーローごっこのせいで三〇人も人が死んだんだよ！》




　葵あおいの言葉が鮮明に蘇よみがえる。いたたまれない。こういう痛みは味わった事がなかった。

「……アニメ、か」

　夏なつ樹きが愁いを漏らす。それを聞いた紫し貴きは、笑みを無くした。

「……ごめんなさい。無神経だったわね」

　紫貴は台所の方へ行く。夏樹が待っているとティーセットを持ってきた。

「塾長は私に何も教えてくれなかった。おそらくは特Ａ分類……つまり最高機密が含まれているということ。おおかた昨日の戦闘も、想定外の事態が重なったのでしょう」

　紫貴はガラステーブルにトレイを置く。陶器が小気味良い音を奏でた。

「貴方あなたを殴なぐった彼女……名前は一いちノの瀬せ葵」

　紫貴は複雑な面持ちでティーカップに砂糖を入れる。夏樹に視線で欲しいか聞いた。

　夏樹は手を上げてそれを断る。紫貴は無糖の紅茶カップを夏樹の前に置く。

「あの子とは旧知でね。脳筋だから大人の事情にまで頭が回らなかったんだと思う。だからって一人を袋ふくろ叩だたきにしていい理由にはならないけど。でも、どんな事情があれ、ふざけてるって思われたのは仕方ないわ……だって、元ネタありきの話なんですから」

　紫貴はカップに口をつける。夏樹は思わず苦笑した。

　そりゃ誰だって怒るだろう。命がけの戦場で、よりにもよってアニメキャラの真ま似ねなんかされて出てこられた日には。

　しかし夏樹は、この地に来るまでの十八年、一人の人間として生きてきたつもりだ。

　今日に至るまで、様々な経験や記憶がこの身に蓄積されている。

　しかしこの世界では、エイルン＝アニメキャラという定義なのだ。

　自分であることが理由で、アニメごっこと笑われる。侮ぶ蔑べつされる。

　葛かつ藤とうの末、決断した戦闘介入も、アニメキャラに憧あこがれるオタクの演出と思われ、挙あげ句くは被害拡大の立役者だ。こんな理り不ふ尽じんな話はない。

　気持ちがどんどん沈んでいく。夏樹は、半なかば逃げるように話を逸そらした。

「君は強いな。君からは、昼間のあの子たちみたいな悲壮感を感じない」

「……誰だって楽じゃない。悲劇のヒロイン、主人公を気取っている方が」

　紫貴が言う。夏樹にはそれが何を指しているか伝わらなかった。

「今から見れば朝までには全部見れるわね」

　紫貴がリモコンをいじると電気が消えた。リビングは一転してホームシアターに。流れたアニメは、夏樹から言葉を奪い去った────────────

「氷ひ室むろくん？　ちょっと、大丈夫？」

　紫貴はアニメを止めて夏樹に声をかける。

　夏樹の顔面は真っ青だった。

　──俺が……アニメの登場人物。

　自分の住んでいた世界が……すぐにでも飛んで帰らなければいけないはずの世界が……スクリーンの中にあった。アニメとなって、確かにあった。

　第一話で描かれていたのは、主人公とヒロインが謎なぞのテロリストにシャトルをジャックされる話だ。出てきた人名、地名、テロリストの声明も全すべてが夏なつ樹きの記憶通りだった。

　忘れるはずのない三年前──自分はあの日、スクランブルをかけたのだ。

　夏樹は震える手でリモコンを取る。次の話を再生したいが使い方が分からない。紫し貴きが横から手を伸ばしてリモコンを操作した。

「……二話は、エイルンファンが見てもつまらないわよ？」

　一話目は、突如、現れた謎のロボットが敵を全滅させ、エイルンの乗るシュプリームドールが登場したところで、話が終わりになっている。

「かまわない、すぐ流してくれ」

　夏樹に言われて紫貴は再生ボタンを押す。夏樹は息をするのも忘れて次の話を凝ぎよう視しする。

　話が流れ、あるシーンまで行くと、夏樹は動かなくなった。

「あ……あぁ」

　スクリーンでは頭部が潰つぶされ、下半身を引きちぎられたエイルンのシュプリームドールが爆砕するところだった。

「エイルンかませ犬伝説の始まりになったシーンね。最初からこんなよね、エイルン。だからこそ人気が出たのだけど」

　紫貴の言葉は届かない。夏樹の脳裏では、別の映像が流れていた。

　悪魔のような機体が襲ってくる。

　必死の訓練で培つちかった操縦技術も、それを駆使したどんな攻撃も通用しなかった。為なす術すべもなく負けて脱出レバーを引いたのが記憶の終端だ。

　次に目覚めたのは病院の集中治療室だった。戦場での初めての敗北。死ぬ一歩手前の感触は、決して忘れられるものではなかった。

　自分の記憶と相そう違いない。そして一連に脚色が為された、まさにアニメだった。

「氷ひ室むろくん？」

　紫貴が呼びかけても返事はない。夏樹は焦点の定まっていない視線を床に置いたままだ。

「え？　あ……」

　夏樹は紫貴の手からリモコンを取る。見み様よう見み真ま似ねで次の話を流しだした。

　その後は紫貴が話しかけても何も応こたえなかった。

　次を見ては次へ……それを繰り返す。

　一時間も経たつと、疲れが溜たまっていたのか紫貴はソファーで寝息を立てた。

　しかし、夏樹は彼女が寝た事にも気付かない。時間と巻数だけが重なっていった。いよいよ最終巻を残すだけとなる。リモコンに伸ばした手は、何もない宙で止められた。

　時計は朝五時を刻む。

　夏なつ樹きは静かに手を下ろした。

　──軍人として……生きてきたんだ。

　正義なんてありふれた言葉が偶像なことくらい、分かっているつもりだ。

　その甘い響きに焦がれては、何度も大おお火傷やけどをしてきたのだから。

　一つとして楽な戦場、そして選択はなかった。

　一つとして奪ってしまった命が、奪っていいものだとは思えなかった。

　それでも自分は……エイルン＝バザットは、戦うのをやめなかった。

　闘たたかい続けたのだ……弱い人を守るために。そのために自分は軍人になったのだから。

　そのためだけに、自分は存在するとさえ思っていた。

　そうした毎日を積み上げて、自分はココにいるはず。

　でも、この世界はソレを幻想と定義してしまうのか。

　必死に走り続けた自分を、幻想を織おり成なす歯車の一つと片付けてしまうのか。

　夏樹は、ずっと震えっぱなしだった両手を握る。

　涙が零こぼれて手に落ちた。

　悔しかった。胸が張り裂けそうなほどに……悔しかった。

　誰かの涙を止めるために戦い続けた少年を、この世界はハリボテと虐しいたげる。

「この気持ちも……戦記い憶も、覚想悟いも全すべて……幻想アニメと呼ぶのか。この世界は。じゃあ俺は……今まで何のために」

　夏樹は嗚お咽えつを殺して紫し貴きの部屋を後にした。







　夏樹は定まらない足取りで非常階段を上る。手配してもらった部屋へと向かっていた。

　誰かに見つかり、またバカにされたくなかったからエレベーターは使わなかった。

　夏樹はふと足を止める。空はだいぶ白みを帯びていた。じきに朝日が昇る。

　そんな事を考えていた時だ。上の方から音が聞こえたのは。







「誰か……たす、け」

　疲ひ弊へいしきった身体からだが限界を迎える。

　少女の視界が真っ黒になった時……ふわりと身体が浮いた気がした。その感覚を最後に、少女の意識は闇やみの中へ埋没する。

「どうしてこんなところに──」

　昇った朝日が二人を照らす。

「女の子が？」

　夏なつ樹きの腕の中で少女が眠る。

　白いワンピースは汚れ、真っ白な肌は所々に生傷を負っていた。小さな身体からだは冷え切っている。気を失っても離さなかったのは白いアザラシのヌイグルミ。

　少女の金色の髪が朝日に輝く。眠っている姿はまるで西洋人形のようだった。

　この時、この場所だけ、世界が止まる。

　その光景は、か弱き姫を抱きあげる勇者の一枚絵だった。

　互いが心に傷を負い、孤独を抱えていた。

　そんな二人を、もしかしたら世界が哀あわれんだのかもしれない。

　少女はどこまでも一人ぼっちだった。

　この世界に迷い込んだ少年もまた、一人だった。

　セレンティーナ＝エングヴィスとエイルン＝バザット。

　各おの々おのが、各々の現実に打ちのめされた、ある夜明けに────二人は出会う。
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Ⅶ　魔女と妄想家









　──ここ、は？

　セレンは左手に感触を感じた。ゆっくりと瞼まぶたをあける。白い天井が広がった。どうやら自分は寝ていたようだ。視線がそのまま感触のする左手に向かう。

「あ、目が覚めたか」

　其そ処こには見知らぬ少年がいた。自分の手に何かしている。少年を見るやセレンの意識が急速に覚かく醒せいする。メーターが振り切れるほどの恐怖が湧わいた。

「や！　いやぁ！」

　セレンは視界に入ったピンセットを無む我が夢む中ちゆうで掴つかみ取とる。それを少年・夏なつ樹きの顔に投げつけた。

「ぐ！」

　夏樹は既すんでの所で避よける。目元をピンセットが掠かすった。

「お、おい」

「いや！　やぁああぁあ！」

　夏樹が話しかけようとするが、セレンは恐慌状態で布団を跳はねのける。床を這はいながら壁まで追いすがった。

「いや……こないでっ」

　涙を溜ためてセレンが言う。小さな身体からだは震えていた。セレンの青い瞳ひとみは怪物でも映すように夏樹を見ている。

　──よっぽど……怖い目に遭あったんだな。

　夏樹は沈痛の面持ちになる。

　疲れ果てた心に鞭むちを打ち、夏樹は軍人としての義務を果たそうとした。

「聞いてくれ、俺は」

　夏樹は無思慮に手を伸ばす。セレンは「イヤ！」と伸ばされた手を引っ掻かいた。危機に瀕ひんする者特有の全力だった。夏樹の手の甲が破れて血が出る。

「やぁ、いやぁ」

　セレンは夏樹の血を見ると、頭を隠すように抱える。まるでぶたれるのを拒こばむ子供のようだ。夏樹はその姿に一層、胸を痛める。

　過去に見てきた紛争難民と、この少女の姿が重なった。

　──こんな小さな子に……いったい何が？

　夏樹はゆっくり距離をとる。優しい声でセレンに語りかけた。

「怖がらせてしまってすまない。今朝がた、倒れた君を見つけてここへ運んだんだ……。怪け我がをしているみたいだったから、勝手に治療させてもらった。他意はないんだ」

　セレンは目だけで自分の身体からだを見る。ワンピースから覗のぞく白い手足には、包ほう帯たいやガーゼが施ほどこされていた。それから夏なつ樹きを見直る。彼の表情は穏おだやかで、優しい目をしていた。

「……ち、りょう？」

　セレンが恐る恐る聞く。夏樹は微笑ほほえみながら頷うなずいた。セレンは一拍置いてから、慌あわてて右手の刻印を隠す。俯うつむき、横目でチラチラと夏樹を見た。

　夏樹はすぐにヘキサの話を思い出す。彼女を安心させるため、笑みを深くした。

「治療がまだ済んでないんだ。続けさせてもらってもいいかい？」

　セレンは目を見張る。信じられないといった風に首を横に振った。夏樹が改めて近づこうとする……今度は暴れなかった。

「顔もか」

　夏樹は、セレンの頬ほおに擦り傷を見つけた。床に置いてあった金属性の赤い小箱をとる。小箱の蓋ふたが自動的に開く。青い光の線が幾いくつも天井まで伸びた。

「擦すり傷きず・Ｅ、数量・一、女性・頬」

　夏樹が言う。光の線が束なって〔絆ばん創そう膏こう〕の映像に代わる。夏樹が映像に触れると、

　映像は本物の絆創膏に変わった。セレンは光のトリックアートに目を奪われる。

「ん？　ああ、素粒子変換の救急キットだ。なかなか便利だろ」

　夏樹は事もなく言うが、この世界にそんな科学技術はない。夏樹が絆創膏をセレンの頬に貼はり付けようとする。セレンは近づいた夏樹の手にビクっと震えた。

　夏樹は気付いて手を止める。どうしたら彼女に信用してもらえるか考えた。少し間を置き、夏樹は自分の左手をセレンに見せる。

「俺のこの手は、君みたいな子を守るためにある。決して君に危害を加えたりはしないよ」

　セレンは気付く。夏樹の手には大小、無数の古傷が刻まれていた。

　セレンが見る中、夏樹はその左手を固く握りこんだ。

「逆に、君を泣かせる奴やつが現れたら、俺が星の彼方までぶっ飛ばしてやる……約束だ」

　夏樹が拳こぶしを見せて優しく笑いかける。

　セレンにはまるで魔法の言葉だった。風船に穴が開いたように恐怖が萎しぼんでいく。こんな言葉をかけてくれる人に出会ったのは、アレになってから……初めての事だったからだ。

　夏樹が再び絆創膏を張ろうとする。セレンは、気付けば夏樹に頬を預けていた。

「まったく……綺き麗れいな顔が台無しだ」

「っ！」

　思いがけない言葉がセレンの胸を穿うがつ。

　セレンの目から涙が込み上げ……ボロボロと溢あふれ落ちた。

「っぐ……えぇん」

　治療されながらセレンは泣きだす。夏なつ樹きは理由が分からない。大いに慌あわてた。

「す、すまん、痛かったか？」

　セレンは首を横に振って違うと言う。それから本格的に泣きだした。

「うえぇええぇんっ！　えぇええぇん！」

　セレンは子供みたいに声を上げて泣く。これは喜びの涙だった。

　怒られなかった。殴なぐられなかった。責められなかった……それどころか優しくしてくれたのだ。まるで普通の人間のように扱ってくれた。

　手が温かいのだ。言葉が優しいのだ。いたわりが嬉うれしいのだ。

　セレンは泣きながら夏樹の上着を摘つまむ。夏樹は苦笑しながら聞いた。

「俺は氷ひ室むろ夏樹……君は？」

「セレン。セレン、てぃー、な、エン、ぐ、びす」

　セレンは泣きじゃくりながら自己紹介する。夏樹はセレンの頭を撫なでた。

「そうか。セレンか……良い名前だ」

　夏樹は救われた気分になった。何をしてもケチがつくこの世界で……初めて自分を肯定してもらえたような気がしたからだ。







　時を同じく──カーテンで閉め切られた薄暗い部屋に、携帯の着信音が響く。

　紫し貴きの手が、音を頼りに発信元を探しだす。意識を飛ばしたまま紫貴は電話に出た。

「はい、九重ここのえ……田た中なかくん？　今日、わたし休みです、あと四時間くらい」

　寝ぼけ眼まなこのまま話を聞く。紫貴はソファーから飛び起きた。

「セレンが病院から脱走した!?」

　紫貴の眠気は一気に霧散する。







　泣き疲れたのか、セレンはあれからまた眠りに落ちた。セレンが寝たのを確認すると、夏樹も壁に背を預けて仮眠をとる……つもりが本格的に寝入ってしまっていた。

　時は一四時半。貸し部屋のリビングにて。

「うーん」

　夏樹は腕を組んで唸うなる。リビングの床に座って何分も頭を悩ませていた。

「？」

　セレンは小首をかしげる。胡坐あぐらをかく夏樹の後ろに正座し、彼の軍服を摘んで放そうとしなかった。今は夏樹のあげたドロップ──空腹鎮静作用のある栄養剤──を舐なめている。

　──一ひと先まずは安心だが、これからどうするか。

　セレンは目が覚めてからずっとこんな調子だった。すっかり懐なつかれてしまったようだ。それ自体は構わないのだが、夏なつ樹きは彼女のＰＴＳＤ──俗に言うトラウマが残らないかが心配だった。おそらく、先日のマリスの襲撃で逃げ回っていたのだろう。あの錯乱状態を見るに事態は深刻だったと考えるべきだ。一度、専門医には診てもらった方がいい。

　だが話を聞くに、どうやらセレンには身寄りがいない。一人暮らしと言っていた。

　警察が探している事はないだろうが、精せい神しん疾しつ患かんの疑いがある以上、このまま一人で家に帰すのには懸け念ねんがあった。

「頼れそうな人は？　友達とか」

　夏樹が振り向いて聞いてみる。セレンは暗い表情で俯うつむく。首を横に振った。

　夏樹は考える。見るに一応、安定はしてきている。無口・無表情なのは多分、持ち前の性格だろう。このくらいなら自分でもフォローできると思った。

　──まぁ、乗りかかった船か。

　夏樹は決める。

「じゃあ、しばらくここにいるか？」

　眉まゆをハの字にして聞く。セレンは驚いて顔を上げた。

「君さえよければだ。重ねて言っておくが、他意はない」

　正直、夏樹も参っていた。存在を根底から否定され、不慮の行き違いから戦犯扱いだ。

　いったん全部を忘れたかった。この現実から逃げたかった。セレンには迷惑な話だが、彼女を看みるうちは、少し足を止めても自分を許せるような気がしたのだ。

　セレンの眉が緩ゆるやかなカーブを描く。彼女は何度も、首を縦に振った。

「ただし。数日して落ち着いたら一緒に病院に行こう。それが条件だ」

　セレンは少し間を開ける。やがて同じ調子で頷うなずく。こうして二人の共同生活が始まった。

　だが、夏樹はまだ知らない。セレンにどんな秘密があるのかを──







　対マリス戦用機動決戦兵器・規格名称ネイバー。

　クイーン撃退を可能にする希少性から、ネイバー規格は国家間が議題として騒さわぎ立て、揉もめ続ければ戦争にすら発展しかねない代物である。

　そのルーツは謎なぞに包まれている────この規格は現代科学の産物ではないのだ。

　流星群と共に砂漠に落下した15番機。

　水深一〇〇〇〇メートルを越す海底に眠っていた19番機。

　そして、何もなかったはずの洋上に浮かんでいた１番機、デストブルムもその一つだ。

　タロットの大アルカナを示し唆さする記述が各機体にあることから、その枚数分存在すると言われている。現在は一一体が世界に公表されている。

　この人類の希望は、一つだけ重大な欠けつ陥かんを孕はらんでいる。

　それはパイロットの互換性が全く効かないということだ。語ご弊へいのある言い方かもしれないが、ネイバーが選んだパイロットにしかネイバーは操縦できない。

　氷ひ室むろ義塾に当てはめれば、デストブルムが兵器として戦線に投入されたのは一年前。

　セレンの適正が発覚するまで、お蔵入りの状況が続き、やっと投入できたのである。

　ネイバーのパイロットに選ばれる前提条件は、ヘキサの刻印を二つ以上持つ者に限られ、ネイバーパイロットとなる資格がある者を【ネイバーフッド】と呼ぶ。

　第弐富士では今、ネイバーフッドの失踪で大変な騒さわぎになっていた。







　自己紹介も済み、夏なつ樹きは部屋を物色する。雷らい鳥ちように与えられた部屋は中々に豪勢だった。

　六畳間のリビングに、洋室と和室が一室ずつ。トイレ、洗面所、浴室が別個にある。

　一人暮らしには大きい２ＤＫだ。洋室をセレンが使い、和室を夏樹が使う事になった。

　システムキッチンの蛇口を捻ひねる。夏樹は感かん嘆たんを漏らした。

「生活用水が一般住居に引かれているなんて……」

　蛇口から流れる水をしげしげと眺める。棚に晒さらし置きされているガラス製のコップに水を汲くんだ。匂においを嗅かいでから口に含む。

「飲める？　それに……うまい」

　少量を飲み下すと、今度はごくごくと水を飲み干した。やはり美お味いしかった。

　夏樹の住んでいた月では、水も食料も完全配給制だ。飲料水に当てはめれば、高い割合で浄化装置の【ろ過砂】が混じっている。しかも少し生なま臭ぐさいのだ。

「セレン、すごいな。このマンションは、」

　夏樹は嬉うれしそうにリビングへ振り返る。セレンが夏樹の軍服に袖そでを通している所だった。

「あ、こら」

　夏樹は注意しようとコップを置く。セレンは赤い軍服を興味深そうに見ていた。

「夏樹……この服」

　セレンが何かを言いかける。夏樹の身体からだが反射的に強こわ張ばった。騎兵部の件や、アニメの事を思い出して、またバカにされると思ったのだ。夏樹の身体が震える。

　夏樹はすぐに言い訳を考えた。

「セレン、違うんだ……ソレはちょっと理由があって──」




「かっこいい」




　だが、セレンの反応は夏樹の予想と違っていた。
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「……え？」

　セレンの青い瞳ひとみには嘲あざけりがなかった。相変わらず無表情だが、瞳から彼女の感情が伝わってくる。称しよう賛さん……とまではいかなくても、それに類する陽性の感情が窺うかがえた。

「赤い学ラン。赤ラン……これいい」

　セレンは鏡の前に立ち、ダボダボな自分の軍服姿を見る。それを見て、夏なつ樹きの胸にじんわりと温かいものが広がった。

　この軍服は夏樹にとって、軍人の誇りそのものだ。袖そでに腕を通せば身が引き締まる。アニメの服なんかではない。自分の在あり方を思い出させてくれる、大事な戦闘服なのだから。

「これ、欲しい」

　セレンが言う。夏樹は困り笑いしてセレンの頭を撫なでた。

「セレンにはまだ早いな。もう少し大人になってからな」

　セレンは不機嫌（？）になった。無表情のままだが、僅わずかに眉まゆが下がっていた。

「……子供扱い」

　夏樹の手を押しのける。可愛かわいい抵抗に思えた。夏樹は笑って、また彼女の頭に手を置く。セレンは不服そうに夏樹を見る。すぐに眉は緩ゆるやかになった。

　頭を撫でていると「ん？」と、夏樹は気付く。

　軍服の下から覗のぞく白いワンピース──逃げ回ったときの名残か、所々が裂けてしまっていた。布地の白が汚れを際立たせる。精神衛生的に良くない絵だ。

「セレン、君のその格かつ好こうをなんとかしたいんだが」

　夏なつ樹きが言う。セレンは少し困ったような顔になった。セレンは考えを巡めぐらすと、申し訳なさそうな顔で夏樹のワイシャツを摘つまむ。

　セレンの部屋は、この部屋の上の階にあった。







「つくづく子育てが出来ない女だねぇ、私は」

　ネイバーフッド失しつ踪そうの報告を受けていた雷らい鳥ちようは、理事長室に来ていた。

　雷鳥が軽く机の端はしを叩たたく。

　夏樹の部屋を映す光学モニターが複数個、浮かび上がった。

　盗撮まがいのこの監視カメラは、第弐富士の至る所に設置される。先日、セレンが逃亡した際、彼女を見つけることができたのもこの監視システムのおかげだ。

　夏樹（＝エイルン）については、今晩から人員を割いての本格的な監察になっている。

　──この坊やの秘密さえ手に入れば。

　雷鳥は思う。モニターに映るこの少年の正体が、いったい何なのか。

　そんな考えを巡らせながら画面を見ていると、別の人影が現れた。

　雷鳥は目を疑う。

　失踪中のネイバーフッド、【セレンティーナ＝エングヴィス】がカメラに映ったのだ。

　雷鳥はすぐ、彼女を確保させようと受話器に手を伸ばし……その手を止めた。

　カメラに映るセレンが楽しそうに見えたのだ。カルガモの子供みたいに、夏樹の後について部屋に荷物を運んでいた。

　──もし、

　もしセレンが、自覚なき籠ろう絡らく者になってくれれば。もし、あの人間兵器をこちら側に抱きこんでくれれば……雷鳥は、そう一計を案じた。

　でもその案には別の本意も隠されている。我ながら女々しい、贅ぜい肉にくみたいな思おも惑わくが。

　──嬉うれしそうな顔して……その坊やが気に入ったのかい？

　雷鳥は寂しげに、カメラの中のセレンに笑いかける。

　それから彼女の捜索を打ち切らせた。







　フリルブラウスとチェック柄の赤スカート、灰色のカーディガンを羽織る。

　着替えを終えたセレンは、台所に立ちながら物想おもいにふけっていた。自分を助けた紅あかい戦闘機……あのパイロットは夏樹ではないか。そう考えていた。

　セレンは軽く洗った皿を布ふ巾きんで拭ふく。数枚重ねで下の台所棚にしまう。

　作業をしながら夏なつ樹きの背中を見た。

　夏樹はセレンの部屋から持ってきた調味料なり、食材を冷蔵庫にしまっている。

「らーゆ？　綺き麗れいな琥こ珀はく色いろをしているが……染料じゃないよな？」

　夏樹の声はかなり特徴的だ。綺麗なくせに男らしい。不思議な魅力を感じさせる。そして……あのパイロットも、こんな声だった気がするのだ。

　セレンは小声で「な、夏樹」と呼ぶ。だが夏樹は手に持った醤しよう油ゆのボトルに夢中だった。蓋ふたを開けて匂においを嗅かぐ。何をするのか見ていたら、コップ半分くらいまで醤油を注いだ。

「こっちは、しょーゆ、か。飲料か何かかな？」

　セレンは「ひっ」と声を上げる。

　夏樹は、（意味不明にも）顔に期待を張りつけ、コップの醤油をグイと飲んだ。

「ぶえほっ！　ぐはぁ！　ぶえぇっ!!」

　案の定、夏樹は勢いよく醤油を吐きだす。大げさなまでに咳せき込み、逃げるようにシンクに雪な崩だれこむ。すぐさま蛇口を全開にした。

「なんだ！　これっ……、おえぇえぇ！」

　酔っ払った親父おやじが便器に向かってゲーゲーやるのと大差ない。整った容姿が皮肉にもその残念っぷりに拍車をかける。

　セレンは慌あわてて皿をカウンターに置く。夏樹の背中を摩すり出した。

「醤油……飲めない」

「そう、なのか？」

　弱った夏樹は何度も水で口を濯すすぐ。セレンはあのパイロットは夏樹ではないと思った。







　富ふ士じ光こう三ぞうはどうしても納得ができなかった。

　先ほどから研究室長が、報告用に検査結果をまとめ出したのだが、その内容こそ光三のプライドを著いちじるしく傷つけていた。

　本物の改造人間。クイーンを撃破したネイバー規格以外の戦術兵器。おまけに超・高性能の光学兵器──

　そのどれもが、現代の科学技術では製造できるはずがない。それなのに存在している……何か原因があるはずなのだ。アニメからやってきたなんて回答は論外だ。

　光三は考える。今、挙あげた物は、科学根拠に基づけば確かに在あり得ない。現代科学では作れないのだから。しかし、これに似たケースが今までに無かった訳ではない。

　ネイバーだ。

　あの規格に積まれたオーバーテクノロジーは、ほとんどが解明されていない。

　例えば主機関【ノルブリンカ】は、その最たる物だ。

　ネイバーの稼働や修復、ブラックボックス兵器の使用を可能にするだけではない。平和利用すれば、日本中の電力エネルギーを永年、まかなうことだってできる。

　そんな宝物を半世紀近くも手元に置きながら、人類は大きく前へ進めていない。

　謎なぞの結晶であるネイバーと、出自不明の改造人間、アニメ再現の戦闘機──

　解明できないという共通点こそ、あの少年の秘密に繋つながっているように思えた。







　セレンの引っ越しに部屋の整理。また風ふ呂ろを回し終えた頃には二二時になっていた。

　当然、二人は空腹を感じるも冷蔵庫には食材がなかった。

　そこで二人はマンション近くのスーパーまで足を伸ばす。外出時、セレンは大きめの麦わら帽子ストローハツトを被かぶって顔を隠す。夏なつ樹きは特に理由を聞かなかった。

　夏樹はスーパーに入るや目を丸める。ポリッシュの行きわたったピカピカの床。煌こう々こうとした店内もそう。何より陳列されている様々な食料品に夏樹は感激した。

「食料が一般店舗で買えるなんて……この世界の地球も資源が豊かなんだな」

　夏樹の言葉を理解できず、セレンは小首をかしげた。

　入って見かけたキャベツと三分のお見合い。初めて見た魚の切り身に感かん嘆たんを漏らす。

　リンゴやオレンジの山を見つけ「干してない、だと？」と驚きよう愕がくした。

　セレンは夏樹がリアクションを取る度に不思議がった。

　夏樹は今度、整然と並ぶ弁当群の前で足を止める。

「すごい、こんな物が」

　言うなれば宝の山……とまではいかなくとも、準ずる何かを見たような。

　夏樹は玩具おもちやを眺める子供のように、弁当棚を物色する。

　肉団子の弁当を手に取った。それを横から斜めからじっくり見渡す。弁当のオカズを指で数えて「おぉ」と唸うなった。セレンに弁当を見せて。

「これは合成精製肉じゃないんだよな？」

「せーせーにく？　合あい挽びき？」

　セレンは知らない日本語が出たと思う。夏樹は嬉うれしそうに、手に持った弁当をカゴにいれる。それからまた新しい弁当を取ってセレンに質問する。

「この白いソースはどんな味なんだ？」

「マヨネーズ……っぽい？」

「マヨネーズ！　知ってるぞ！」

　夏樹が興奮気味で頷うなずく。セレンは「？─？」と混乱した。

「酢と卵で作ったソースだろ？　食べさせてもらった事があるんだ！　なんか、こう丸い味をしているやつだな！　しかし発想が豪勢だよ、地球人は。うちらじゃ卵を調味料にするなんて、もったいなくて」

「？」

　セレンはついていけていないのに、夏なつ樹きは誇らしげに講釈を続ける。

「俺はこう見えても地球、じゃない……ニホン国には何度か来たことがあるんだ。純正食材だって食べた事があるし、一時期は毎日のように料理を食べていたこともあるんだ。箸はしもちゃんと使えるんだぞ」

　今の話に、いったいどんなドラマがあるのかセレンには分からない。

「ダストフライか、懐なつかしいなぁ。これはカラスを揚げてるんだろ？」

「……から揚げに、カラス？」

「違うのか？　じゃあハト肉か？　どちらにしろ、どんな味をしているんだろう」

　また一つ。夏樹のカゴに弁当が積まれた。

「あ、ここは一人いくつまでとか、食料購買に制限はかかってないのか？」

「？　いっぱい買うと、喜ばれる」

「なん、だと？」

　セレンの話を聞き、夏樹はワナワナと身体からだを震わした。

「感謝祭の炊たき出だしでは必ずといっていいほど暴動が起こるのに、購買制限がないというのか!?」

　背後で大爆発が起こる……ほどに夏樹は驚く。あまりの驚きっぷりにセレンも驚いた。

「よし！」

　何を思いたったのか、夏樹は今日一番の笑顔になった。カゴの中に弁当を二つ掴つかみでどんどん入れてゆく。セレンのビックリは止まらない。

　十個目を入れようとした所でセレンは夏樹を止めた。

「お！　お腹なかペコペコ？」

「ん？　あぁ、一度に買えば楽じゃないか。一月くらいはもつんだろ？」

　セレンは眉まゆを顰しかめる。弁当蓋ぶたの賞味期限のところを指差した。

「明日の昼、こいつ死ぬ」

　今度は夏樹が驚く番だった。

「い、一日も……もたないのか？」

　夏樹は打ちのめされたような顔になる。

「希少な純正食材を、信じられん……余ったらどうするんだ」

　名残惜しそうに夏樹はカゴに入れた弁当を陳列棚に戻して行く。

　セレンとしても長居はしたくない。数日分の食材を早々に見み繕つくろって夏樹のカゴに入れていく。それを見て夏樹がセレンに聞いた。

「セレン、これは？」

「？　夕飯、つくる」

　セレンの言葉を聞くや、夏なつ樹きの背後で落雷が光った。

「作るってまさか……料理を？　俺は今日、料理を食べれるのか？」

　セレンは間を置いて、コクンと頷うなずく。夏樹は鼻の穴を大きくした。笑いがこみ上げ、咄とつ嗟さにそれを我慢する。夏樹は弁当を一つに絞り、残りを陳列棚に戻した。

　夏樹は軽い足取りでレジに向かう。夏樹の服を摘つまむセレンは思わず競歩になった。

　鼻歌混じりで財布をズボンポケットから取り出して数秒……その表情に陰を落とす。

「すまないセレン……最初に聞いておくべきだった。これは使えるのか？」

　夏樹は、財布の中にぎっしりと詰まった、紙の束をセレンに見せる。

　月と女性が写っている、粗悪な紙で出来た紙幣が何十枚も。

　夏樹のいた世界の……更に言うと、月と木星間で主だって流通している紙幣だ。

　だが、日本では貨幣制度が撤廃されて四半世紀が経たっている。

　海外暮らしが長かったセレンも、貨幣制度が廃れた先進国にいたため、貨幣なんて物は見たことがなかった。

「なにそれ？」

　夏樹が一番、恐れていた反応が返ってくる。

「ＩＭ銀河通貨を、知らない？　むこうの地球では使えたのに」

　夏樹は言葉を無くして動かなくなった。おもむろに肩を落とす。夏樹は元きた道を戻ろうとする。セレンは慌あわてて夏樹を止めた。

「ど、どうしたの？」

「思えば、必要がないと思ったんだ。腹が減ってる訳じゃないしな……あ、あと料理も、俺の分は、いらないからなっ」

　さっきまで雄弁に語りながら弁当を物色していた男のセリフではない。すべてを察したセレンは夏樹からカゴを取る。そのまま小走りでレジへ向かった。

「お、おい」

　夏樹の制止を聞かず、セレンはレジカウンターにカゴを乗せた。

　店員が「失礼します」と品物をレジに通していく。

　ピ、ピ、と電子音がなり、全部を袋に入れ終わる。セレンがポケットからシロクマのヌイグルミを出し、カウンターの読み取り機にタッチさせる。

　すると電光文字で合計代金が空中に浮き出た。同じく浮かんだ〔清算〕という電光文字をセレンが指で弾く。ピロリンと音が鳴った。

「ありがとうございました～」

　ビニール袋を持って出て行こうとしたセレンを夏樹は慌てて呼び止める。

「セレン！」

「お金、ある」

　セレンは、気にしないでと言ったつもり。

「違う！　お金を払わなきゃダメじゃないか！」

　だが、お金のやり取りが見えなかった夏なつ樹きは、彼女が万引きをしたと思った。

　信じられなかった。こんな良い子が悪事を働くなんて。夏樹はセレンからビニール袋を奪って店員に頭を下げさせる。それから自分も謝り始めた。







　月明かりが辺りを照らす。防ぼう波は堤てい沿いの歩道をセレンと夏樹が歩いていく。

「セレン、そろそろ機嫌を直してくれないか？」

「……」

　買い物袋を下げた夏樹が言う。だがセレンは無視を貫つらぬいた。

　そっぽを向きつつ、指は夏樹の軍服を摘つまんでいる。夏樹の頬ほおには四本の爪つめ跡あとがあった。

　悪さをした子供と一緒に謝る親というか……人の話を聞かずに涙声で謝り続ける夏樹に、セレンがとうとう癇かん癪しやくを起したのだ。

「電子マネーを知らない人、初めて見た」

「だから……あのクマの中にお金が入っているなんて知らなかったんだよ」

　それを聞いて先ほどの疑問がセレンの中で蘇よみがえる。

　セレンは電子マネーとクレジットカード以外の決済方法を見たことがない。スーパーに入った時もそうである。

　食べ物を見ただけであんなに感激できる人間を、セレンは見たことがなかった。

「夏樹は……どこから来たの？」

　率直な疑問だった。セレンの青い瞳ひとみに見つめられ、夏樹は足を止める。

　氷ひ室むろ夏樹なんて言うのは偽名で、君たちでいう、アニメの世界からきた……なんてことは言えるはずがない。本当の本当は、夏樹の方が何倍も知りたかった。

　自分が何な故ぜ、この世界に来てしまったのか。

　そもそも自分は、本当にエイルン＝バザットなのか、とも。

　アニメのストーリーと自分の持つ記憶が同じ……あの世界から来たつもりでも、自分をエイルン＝バザットだと証明してくれるモノが見あたらないのだ。

　無論、別の角度からも考えを巡めぐらせた。

　これは全すべて幻で、催さい眠みん攻撃か何かで自分は洗脳されつつあるのではないか、とか。

　もし自分が敵の手に落ちていたら十分に在あり得る。エイルンの世界には、現実にある科学技術だからだ。普段なら、後者の線で事態を模も索さくしようとするが、あのアニメ──あれが全すべての思索に立ちはだかる。

　物語の歯車でしかないアニメキャラ、エイルン＝バザット。

　心の底では、自分がそんなものだとは認めたくないから……在あり得そうな可能性を並べ、それにすがる事で自分を慰なぐさめているだけではないのか。

「ごめんなさい」

　セレンが言って、夏なつ樹きは我に帰る。気付けば長い時間、黙りこんでいた。

　セレンは気落ちした夏樹の顔を見て決める。セレンが両手で夏樹の軍服を引く。夏樹は急に身体からだを引かれ、足をもつれさせそうになった。

「せ、セレン？」

　夏樹が驚きに声を上げる。セレンは夏樹のために美お味いしい夕食を作ろうと思った──







　色よく焼けたひき肉の塊かたまり。つなぎには卵と片かた栗くり粉こ、中にはタマネギのみじん切りを多めに入れてある。通称はハンバーグという。

　しかし長年、食事と呼ぶにはあまりに雑なモノばかりを食べてきた夏樹にとって、ソレは未知との遭遇だった。

　皿に盛られたハンバーグが、テーブルについた夏樹の前に置かれる。

　炊たきたてのご飯、マヨネーズとケチャップもテーブルの上へ。最後にレタスを千ち切ぎって皿に飾れば、遅い夕食の完成だ。セレンも夏樹の正面に座る。

「美味しくなかったら……ごめんなさい」

　セレンがおずおず言う。しかし夏樹は既に聞いていなかった。

「出来たての……料理」

　夏樹は音が出るほどに唾つばを呑のんだ。震える箸はしの先でハンバーグを崩し、口に運ぶ。

　衝撃だった。思えば昨日の朝、空腹鎮静の栄養ドロップを舐なめたっきり、何も口にしていない。氷ひ室むろのスタッフが運んできた食事は薬物の混入を予測して手をつけなかった。昨晩のアニメ鑑賞会ではショックの連続で、紫し貴きが何を出してくれたかさえ覚えていない。

「うまい」

　夏樹は目を丸くする。貪むさぼるように料理を口に放ほうり込み始めた。セレンはその勢いに圧倒される。皿に手をつける前に箸が止まった。

「……スゴイ。純正食材だ。臭くさみが全くない」

　喋しやべったと思ったら、よく分からないことを口走る。それから遮しや二に無む二に食べ続ける。

　そんな夏樹の姿を見て、セレンは何だか嬉うれしくなった。

　いそいそと自分のハンバーグを箸で半分に切る。

　半切れを夏樹の皿に乗せた。

　夏なつ樹きがビックリしてセレンを見る。セレンは頷うなずいて食べていいと伝えた。

　夏樹は嬉うれしそうに、それも頬ほお張ばった。じっくり噛かんで味を楽しむ。そして呑のんだ。

「もぐ、はぁ……君はスゴイな！　こんなに美お味いしいモノを作ってしまうなんて！」

　夏樹は素直にスゴイと思った。セレンは照れたのか、俯うつむいて手をモジモジさせる。

「……超、食べて」

　夏樹は「ああ」と弾はずむように返す。それを聞いてセレンはまた嬉しくなる。

　セレンは夏樹に会ってからというもの、彼の一挙手一投足に夢中だった。

　セレンが見守る中、夏樹が口の中の物を呑のみ込こむ。そして──

「？」

　夏樹は、急に遠くを見るような目になった。その後、僅わずかに眉まゆを寄せる。

　セレンはまただ、と思った。

　夏樹はセレンの視線に気づいたのか、「うまいな」とセレンに笑いかける。




「夏樹……どうして悲しいの？」




　思わずセレンが問う。夏樹の方は聞き違いかと思った。驚きを隠せずセレンを見る。

「何か……苦しそう」

　セレンはスーパーの帰りの事が気になっていた。

　思い返せば一度だけではない。例えばさっきみたいに、夏樹は急に辛つらそうな顔をするのだ。そんな彼を、セレンは何度も見かけていた。

　漠然とだが、セレンには夏樹が無理をしているように思えた。

　言われて夏樹は箸はしを止める。笑おうとして……難なん儀ぎに笑顔を取とり繕つくろう。

「そんなことないよ」

　セレンは不思議に思う。とてもそうには見えない。セレンは手を伸ばす。その小さな手が夏樹の頬に当てられた。

「夏樹、嘘うそへた」

　夏樹は驚く。その無む垢くな青い瞳ひとみに射ぬかれ……夏樹は思わず口を滑すべらせた。

「……異端者なんだ、俺は」

　──やめろ。

　夏樹は自分に言い聞かせる。でも、滑って、こけた口は止まらなかった。

「異端者？」

「枠わくから外れているのは俺だけで。俺だからってバカにされる……でも、もしかしたら俺は、そんな異端者ですら無いのかもしれない。今までしてきた事は愚か、俺自身さえも……全すべてが空想嘘かも知れなくて──」

　──頼むから……これ以上、落ちるな。

　夏なつ樹きは悔しそうに口を紡つむぐ。「すまない」と、セレンに謝った。みっともない気持ちでいっぱいになる。一方、それを聞いてセレンは思う。

　夏樹も自分と同じで、誰も傍そばにいないのかも、と。

　セレンは気になった事を夏樹に尋ねてみる。

「嘘？」

「俺の全部が、空想嘘で出来ている……なんて、言っても分からないよな」

　憂い顔で夏樹が視線を逸そらす。するとセレンは夏樹の腕の袖そでを摘つまんだ。

「夏樹、ここにいる」

　セレンは摘んだ服の袖を引く。夏樹は顔をあげた。

「夏樹は嘘じゃない……ここにいるから。夏樹が優しいのもホント。夏樹、私を助けてくれた。私、夏樹に会えて嬉うれしい。とってもとっても……嬉しい。この気持ちも、ちゃんとここにある。だから全部……ホントのこと」

　セレンは片手を胸元に置く。この暖かな気持ちを尊ぶように。

「だから夏樹は……嘘じゃない」

　真剣に、真っすぐに……透き通った声でセレンは言う。

　夏樹は瞠どう目もくする。少女は宣せん誓せいするように少年に言葉を捧ささげた。

「もしも誰かが夏樹を嘘って言ったら、私がホントって言う……もしも誰かが夏樹を苛いじめたら……わ、私がぶっ飛ばす」

　夏樹にとってそれは思いがけない言葉だった。セレンは自分を証明してくれると言うのだ。そんな小さな手で拳こぶしを振り上げると言うのだ。

「私が……夏樹の味方になる」

　あんなにも怯おびえ、心に傷を抱えた少女が。

　そして、セレンも捧げた言葉に偽いつわりはない。

　理り不ふ尽じんで、一方的で、どうすることもできない怪物に翻ほん弄ろうされる痛みを自分は知っている。自分なら夏樹の味方になれる。

　ネイバーフッドである魔女と白眼視される自分なら……きっと夏樹の苦しみを分かってあげられる。

「何を、そんな」

　夏樹の身体からだに沸ふつ騰とうする感覚がほどばしる。

　目元が熱くなってセレンの顔がぼやけた。恥ずかしくなって視線を下ろす。一口分しか残っていないハンバーグの残りが……ぐにゃぐにゃに歪ゆがんで見えなくなる。

　まさか、諦あきらめることしか許されないこの世界で、こんな言葉をもらえるなんて思ってもみなかった。やったことも、言ったことも、エイルン＝バザットであることさえも……。

　否定され続けた夏樹に、セレンの言葉はどう響いたのだろう。

「あぁ、ああぁ！　あああぁああぁ！」

　テーブルに伏して、氷室夏樹エイルン＝バザツトは泣く。

　今朝、泣けなかった分も一緒に……今度こそ声を上げて。

　憤いきどおりのままに目元を拭ぬぐっては声を荒げる。

　子供みたいに何度も鼻をすすってエイルンは涙を零こぼす。

　泣く事ができた。見たままの自分と向き合ってくれ、あまつさえ味方になると言ってくれた、セレンの前だから素直になれた。

　妄想家と嘲あざけりをうけたこの悔しさを……何より、全すべてをアニメだと否定されたこの空虚さを……エイルンは、この世界で出来た、たった一人の味方に発露する。

　セレンは彼の横に坐すわり直し、その小さな手を伸ばした。

「よしよし」

　セレンは夏なつ樹きの背中を擦さすっては、頭を撫なでる。

　何度でも……飽きることなく。

　エイルンが泣き止やむまで──

　彼が再び、【氷ひ室むろ夏樹】に戻らなくてはいけなくなる、その時まで──

　自分が彼にしてもらった事を、惜しみなくしてあげるのだった。






Ⅷ　セレンとエイルン夏樹









　翌朝。夏樹のマンションのリビングにて。

　──セレンはいったいどんな生活を送ってきたんだろう。

　ダイニングテーブルの椅い子すに座る夏樹は、セレンを見て思った。

　セレンはスーツケースから服を出して畳たたんでいる。あの荷物は昨日、全て夏樹がセレンの部屋から運んできた物だ。何な故ぜかセレンは、頑かたくなにこの部屋から出るのを嫌がった。

　昨日、深夜にも関かかわらず帽子で顔を隠そうとした事から、誰かの目を恐れている……というのが当たりかもしれない。

　その事から夏樹は、セレンの恐怖の対象はマリスだけではないと気付き始めていた。

　──マリスをおびき寄せるため……生いけ贄にえにされた人々。

　種として生き残る──そんな大目的を盾に、この世界の人々は同じ人間を迫害している。

　夏樹は知っている。人の生存欲求は何よりも強く、怖いものだ。

　もしもそのエネルギーが排斥に向かったとしたら……そんなものは地獄でしかない。

　もしかしてセレンは、かなり苛か烈れつな環境に身を置いていたのかもしれない。

「夏樹」

　不意にセレンに呼ばれる。セレンは何かを探している様子だった。

「どうした？　まだ何か必要な物があったか？」

「私、見つけたとき」

　セレンは何か言おうとして「やっぱいい」と話を終える。夏なつ樹きは特に言及をしなかった。







　同時刻──ここは氷ひ室むろ義塾の研究棟にある、氷室特別科学班の室長室だ。室長室と言っても、十畳ほどの部屋に執務机と業務書類、パソコンを並べれば手狭に感じる。

　白衣を着た男性が、レントゲン写真のデータ化したモノを中空に展開した。

　呼びだされた雷らい鳥ちようは老眼鏡を取り出す。まじまじとソレを見た。

「なんだい……こりゃぁ」

　雷鳥の顔は驚きに染まった。

　レントゲン写真に映る、人体骨格は異常の極みだった。

　内臓をすっぽり覆おおってしまうほど大きい胸きよう骨こつ──まるでプレート板だ。

　骨が常人のものよりも太く、普通なら乳白色に淡あわく映るはずの骨が、真っ白に写っており、エックス線を当てた表面部分から先が透過できていないのだ。

「金属などをエックス線で通すとこのような色になるのですが……骨密度とか、そういう次元の話ではなく、金属や鉱石に近い物質でできていると思われます」

「本物の……進しん化か鎧がい骨こつ格かく、なのかい？」

　雷鳥は息を呑のむ。素人目にも分かるように一般人の写真データも右隣に展開されている。それと見比べながら他のレントゲン写真も吟ぎん味みする。

　神経系の太さや本数、全身の筋肉に至るまでが常人の物と異なっていた。

「強化人工筋肉に超敏化神経系……骨だけに留とどまらず、総そう帥すいに渡されたあのアニメの設定情報と酷こく似じしたモノがいくつも確認されました。結論から言うと、彼の人体は、我々が知る人間のモノで構成されておりません」

　男性は雷鳥の顔色を窺うかがいながら慎重に説明を続ける。

「実用段階には至っていませんが、人体の兵器化は氷室でも長いこと、研究が続けられています。しかし、彼の身体からだは、それと比べるのも失礼なくらい、高い次元で完成されているのです。人間の形を保ったまま、人間の枠を飛び越えさせたといいますか……鋼鉄以上の硬度を誇る骨。弾力・強度を兼ね備えた破は裂れつしない内臓系。爆発的に増加する筋組織。野性動物を凌りよう駕がする五感。何百倍の速度を誇る神経伝達……全すべてが空想的すぎていて」

「……これを実現可能にする技術を持った国は？　可能性がある研究機関でもいい」

　雷鳥の語調が強くなった。

　男性は恐る恐る回答する。

「各国の極秘情報も併あわせ、現在調査中です。しかし総そう帥すい……世界中の選よりすぐりの頭脳が一同に介しても、彼の身体からだは設計理論すら打うち建たてられないかと。現代科学に彼の身体なんてものは絶対に創つくりだせないというのが、科学班・医療班・兵器開発班、総意の見解です」

　雷らい鳥ちようは沈黙したまま煙草たばこに火を付ける。

　夏なつ樹きの写真データを宙に出した。

「じゃあ、なんでコイツは存在しているんだい」

　渋じゆう面めんを濃くし、雷鳥は夏樹の写真を睨にらみつける。







　リビングの椅い子すに座る夏樹はどうも落ち着かない。現在は、白いインナーシャツに軍服の軍袴スラツクスと、ラフな格かつ好こうである。二人は朝のシャワーを回す事になったのだが。

　──ここまでは考えてなかったな。

　夏樹は内心でごちる。

　衣きぬ擦ずれの音、艶つやっぽく聞こえる女の吐息……戸を隔へだてた位では、夏樹の耳はクリアに音を拾ってしまう。音は嫌でもセレンが服を脱いでいる姿をイメージさせた。

　昨日は、自分の部屋を整理していたので気付かなかったのだろう。

　たとえ子供とはいえ、婦女子のあられもない姿を想像するなど、軍人としての倫理観が許さない。夏樹は、（浴室に注意がいかないよう）身体を動かすことにした。

「一、二、三」と、夏樹は片腕一本で腕立て伏せを始める。

　夏樹の改造人体は、定期的に身体を鍛きたえなくとも身体機能が低下することは無い。

　腕力、脚力、心肺機能と、それぞれの絶対値が定められ、固定化されているからだ。それでも、こうして身体を動かすのは長い軍隊生活の名残といえた。

「ふ」

　過か負ふ荷かを上げる為ため、手の平から親指一本に支えを替える。スピードを落とさず、顎あごを床すれすれまで落とす。腕立て伏せを続けた。

「・・きー」

　調子が出てきた。既に一〇〇回は超えている。

　こういう、一つだけに全部が染まっていく時間が夏樹は好きだった。

「夏樹」

　余計な雑音も気にならない。個を実感できた。おもむろにシャワーカーテンが開けられる音も、水を帯びた足音が床を踏み敷いても、気にならなかった。

「スゴイ」

「!?!?」

　セレンの声で夏なつ樹きの意識が外に向けられる。鼻先──フローリングの床──に、水滴が幾いくつも落ちた。びしょ濡ぬれの生足も一緒だ。

「カッコイイ」

　とぼけたコメントなど耳に入らない。頭をスパークさせて夏樹は、生足から上は見ないように立ち上がる。逃げるように壁まで後ずさった。

「な！　ななななっ！」

　何な故ぜか、素すつ裸ぱだかのセレンが立っていた。

　濡れた手ぬぐいを腰巻にし、大きな胸は安直にも手で隠しているだけだ。

「？」

　セレンは小首をかしげる。夏樹が驚いているのが分からないといった感じだ。

　片や夏樹は、音が出るほどに唾つばを呑のむ。

　セレンの肢体を、水の粒が伝って落ちる。絹のようにきめ細やかな肌は、柔らかそうでとてもハリがあった。肌が白すぎて、青い静脈がうっすら透けて見える。腰巻の手ぬぐいは覆おおう面積が小さすぎた。角度を変えれば彼女の尻しりやフトモモが全すべて見えてしまうだろう。

　なにより問題なのは、身長に反して大きく成長した胸と、その隠し方だ。

「な！　なん！　かっ！　……ぷは！」

　夏樹は息を詰まらせる。混乱して言葉にならなかった。

　セレンは乳房の先端を、両の掌てのひらで隠しているだけなのだ。手ブラなんて見たことも聞いたこともない夏樹には、ある種の精神攻撃だった。

「かっぷ？　Ｆカップ」

　何カップ？　と聞こえたのでセレンは正直に答える。ついでに自分の胸を寄せ上げた。

　夏樹は泣きたくなる。

「じゃなくて！　どうしてそんな格かつ好こうで！」

　そう言われて、セレンは目的を思い出す。びしょ濡れのままリビングを歩いて、自分のスーツケースをあさりだした。

「石せつ鹸けんない」

　たわわな巨乳は押しつけるように片手で隠しているだけだ。乳房が今にも腕から零こぼれ落ち出そうで夏樹は気が気でない。石鹸を見つけ出すとセレンが夏樹に振り返る。

「夏樹無視した」

　やや不服そうな顔だ。

　報復のつもりか、つんとそっぽ向く。腰巻の手ぬぐいがハラリと落ちそうだ。夏樹は、銃口をこちらに向けられた気分になる。

「ちが！　そんなつもりじゃ！　ってっ！　風邪を引くから早く戻りなさい！」

　夏樹が浴室を指差す。セレンはコクンと頷うなずいて廊下へ。彼女が廊下の向こう側に行くと、夏なつ樹きは蝶ちよう番つがいが壊れるほど乱暴にリビングの戸を閉めた。

「あ、歯ブラシ」

　曇りガラスに映ったシルエットが再びドアノブに手を伸ばす。夏樹は慌あわてて声を上げた。

「いい！　持っていく！　どこだ！」

「スーツケースの中」

　夏樹はセレンのスーツケースをまさぐって歯ブラシセットをとりだす。ソレを戸の隙すき間まから投げ入れた。

「乱暴」

　セレンの文句が届く。夏樹は憔しよう悴すいしきった顔で戸につっぷした。







　立入禁止指定・第七地下シェルター──ここはネイバーの予備格納庫にあたる。

　この格納庫はネイバーの重要性により、関係者以外の立ち入りは厳禁とされる。

「うぉお」

　そんな第一級立入禁止区域に入り、整備部・部長の橘たちばな柔じゆう呉ごは声を漏らした。

　天井の高さは四〇メートル近くある。

　機材を追い出せば、屋内でロードレースを開催できるほどに広い。

　中央に聳そびえ立たつネイバー用ハンガーは、戦せん騎き装そうの物より何倍も大きい。資材関係はコンテナボックスに詰められ、山を作っている。

　普段、彼らが働いている格納庫とは雲うん泥でいの差だった。

「楽しめそうだ」と、大柄なメカニックは胸を躍おどらせる。

　整備部とはヘキサで構成された後方整備班の総称である。氷ひ室むろ義塾の戦騎装の修理・調整を担になう。柔呉はそのトップにあたる。

「部長、あれですよね」

　柔呉の隣にいる車イスの少女──副部長の八や雲くも日向ひなたが柔呉に聞く。

「お、あれだあれだ」

　柔呉は糸目が特徴的だ。目を開けているのか瞑つぶっているのか分りにくい。彼の糸目が見つけたのはスペース中央に構えている真紅の戦闘機だった。

「動力は絶対に起動させずに機体を調査。必要かつ可能であれば外装部だけでも修理し、補給を行う、ねぇ……設計図・マニュアル、一切ナシ。オール手探りで、か」

「ホント、塾長ってば無む茶ちやを言ってくれますよね」

　柔呉の言に八雲が相あい槌づちを打つ。でも柔呉の方は、メカニックとしての腕を見込まれての任務だと思っているので、やる気は十分だった。

「よーしお前ら、ゼロ災でいくぞ！」

　柔じゆう呉ごの呼びかけに部員は整列する。「「足元ヨシ！」」と、全員の掛け声が重ねられた。







　夏なつ樹きが風ふ呂ろからあがってしばらく。手て持もち無ぶ沙さ汰たな夏樹を見てセレンがある提案する。

「ゲーム？」

　夏樹が聞き返す。無表情のままセレンは頷うなずいた。

　セレンは返答を待たずにセッティングを始める。

「困ったな、女の子でもやれそうなゲームか……室内だと限られてくるな」

　テレビの前で胡坐あぐらをかく夏樹は、少し考え込む顔になった。その間、セレンはハード機をテレビに繋つなぐ。本体に電源をいれるとコントローラーを夏樹の手の上に置いた。

「俺でもできそうなのは、おままごとか、御お手て玉だま……あとオハジキもか。よし、何でもいいぞ。好きな……ってセレン？　コレはなんだ？」

　夏樹は初めて見るコントローラーを下から覗のぞいた。ボタンをカチカチ押す。

　その様子を見て、積み木をいじるチンパンジーの映像がセレンの脳裏で再生される。

「オテダマ？」

「知らないのか？　布で出来たボールみたいな物を幾いくつも回して遊ぶんだ。一個、二個、三個って」

「楽しい？」

「俺はあんまりやったことがないからなー。よくやったゲームは……鬼ごっことかベガゴマとか戦争ごっことかもあったかな。トランプも軍に入るまでは見たことも無かったし」

　夏樹が生まれ育った月では物が不足している。娯楽についてもそれは当てはまった。セレンの時代性に当てはめれば、世紀の単位で開きがある。

　無論、そんなことを知らないセレンはジョークか何かかと思う。

「夏樹の冗談、斬ざん新しん」

「冗談？」

　素にしかみえない夏樹の怪け訝げん顔が返ってくる。セレンは冗談ではないと悟った。

「夏樹……何歳？」

「ん？　一八と言ったよな？」

　セレンは察する。夏樹は氷ひ室むろ財閥の関係者だ。きっと特殊な環境下で生活を送ってきたに違いない。妙に世情に疎うといのもきっとそのせいだ。

　セレンは、夏樹は遊びを知らずに育ってきたのだと思った。

「な、なんだ急に？」

「よしよし」

　セレンは夏樹の頭をなでる。慰なぐさめているつもりだ。それからセレンはゲームをスタートさせた。

「持つ」

「こ、こうか？」

　セレンの真ま似ねをして夏なつ樹きはコントローラーを握る。

　セレンが選んだのは、俗に言う協力プレイの狩しゆ猟りようアクションゲーム──モンスターを狩り、素材アイテムを手に入れて装備を強化していくというものだ。

　セレンは〔Serentina〕という作成済みのキャラクターにカーソルを合わせてデータをロードする。それから夏樹にコントローラーの操作方法を教えながら、自分のキャラを作らせようとする。カーソルがたどたどしく動き、誤って作成済みのカーソル欄に。

「違う」

　夏樹は誤って〔Aoi-knight〕という男性キャラを選んでしまう。他にも〔ShikiHime〕という女性キャラのデータがあった。

「これじゃダメなのか？　男の姿で丁度いいじゃないか」

「……ダメ」

　セレンが寂しそうな顔になった。夏樹はセレンの言う通り、改めてプレイヤーキャラを作ることに──それからプレイまでは、かなりの時間を要した。

　夏樹の質問攻めで十数分が消える。もっとも、セレンは恐ろしく口数が少ない。情報伝達に手間取ったから、ここまで時間がかかったと言えなくもない。

　また夏樹も、ファッションである装備のデザインに機能性がどうのと文句を言う始末だ。セレンはそれを感心して聞いているのだから話は前に進まない。

　結局、プレイまで一時間近くかかった。だが夏樹自身、何かを操縦することには慣れている。ゲームが始まれば、簡単にその魅力に惹ひきこまれた。

「セレン、大変だ！　金がない！」

「貢みつぐ」

「セレン、アイテムが無くて武器を強化できない」

「あげる」

「セレン、す、少しは手伝ってくれ！」

「それはダメ」

　今やっているゲームは、セレンがとうの昔に遊び倒した物だ。あくまで時間潰つぶしのつもりだったが……久しぶりに遊ぶ今回の相あい方かたは、反応がとにかく面白い。

　セレンは必死になっている夏樹ばかりを見てしまう。

　──夏樹……おもしろい。

　セレンはとても久しぶりに誰かと遊ぶということを体験する。







　調査を始めて二日──光こう三ぞうはある興味深いデータを見つける。

　真紅の戦闘機が、氷ひ室むろ義塾上空に現れる二〇〇秒前。日本時間にして一六時五六分。

　あの空域一帯で大規模なＣＡＴが観測されていた。

　ＣＡＴ（Clear Air Turbulence）とは晴天乱気流のことだ。

　異なる速度で移動する、空気の塊かたまり同士がぶつかって起こる乱気流の一種で、高高度では強い偏西風の流れジエツト気流の周辺で頻ひん発ぱつする。

　事象そのものは在あり得ない話ではない。が、問題なのはネイバー絡がらみで今回の状況に似たケースが存在していた事だ。

　ネイバーナンバー０番機──既に欠番扱いとなっている機体だ。この機体はマリス襲撃の真まっ只ただ中なか、何もなかったはずの中空に現れ、彗すい星せいのように降ってきた。

　その時も大規模なＣＡＴが観測されていたのだ。

　これを只ただの偶然と片付けていいか……答えはＮＯだ。十二分に疑う要素がある。

「赤い戦闘機、エイルン＝バザット」

　アニメの戦闘機を模した戦術兵器。アニメキャラを再現した改造人間。これらとネイバーを結びつける何かが他にもないか。

　光三は例のアニメについても深く調べることにした。







　丁度、その頃──時は丑うし三みつ時どき。夏なつ樹きの和室での出来事だ。

「セレン、ちょっとそこに座ってくれ」

　夏樹が直じか敷じきした布団の上に正座する。パジャマ姿のセレンは、夏樹を真ま似ねて、布団の上に正座した。

「俺は昨日だけと約束したよな」

　夏樹が目くじらを立てているのは、セレンが夜な夜な夏樹の布団に忍び込んでくる事についてだ。夏樹に気け取どられずに侵入する、セレンの潜入スキルには目を見張るものがあるが、問題はそこじゃない。セレンはバツが悪そうに言う。

「きょ、今日だけ」

「……昨日もそういってた」

　夏樹はため息交じりに返す。何でも、とある事情（詳細は教えてくれず）からどうしても一人では眠れない、というのがセレン方の言い分だった。

「いくら年が離れているといっても、七つの男女、同室を許さずと言ってだな」

　夏樹が母星のことわざで説教を展開したら、セレンが「一五」と説教を遮さえぎった。

「ん？　なんのことだ？」

「私、一五歳」

　夏なつ樹きは思わず「んん!?」と声を上げる。セレンはその様子にピクっと眉まゆを上げた。

「セレン、もしかして君は……十五歳、なのか？」

　珍獣でも見たような顔で夏樹はセレンに聞く。セレンは眉を斜めにした。

「てっきり一一、一二くらいだと……それじゃ余計にダメじゃっ」

「むう！」

　セレンが夏樹の枕を彼の顔に投げた。夏樹は「ぶ！」とマンガみたいな声を上げる。

「言葉の、ジャックナイフ」

　セレンはあからさまに不機嫌になって、持参の毛布に包くるまる。勢いをつけて寝ね転ころんだ。

「あ、こら！　……って、はぁ」

　夏樹は諦あきらめる。セレンは普段従順だが、ヘソを曲げると頑がんとして聞かないフシがある。

　ただ良い事だとも思う。たぶん、これも彼女の一面だろう。我わが儘ままを言ってくれるのは信頼の裏返しとも言える。夏樹はしぶしぶ自分の敷布団を指差した。

「ここで寝ろ、それが条件だ。聞けない場合は隣の部屋で寝なさい」

　そういって夏樹は、掛け布団を持って畳に寝転ぶ。不機嫌なセレンは返事をしない。

　だが寝させてもらう手前もあるので、ごろごろと転がって敷布団に移動する。窮きゆう屈くつそうに張った胸元が畳に押しつけられる。形のいいヘソがパジャマの隙すき間まから覗のぞいた。

　セレンは転がり終えると敷布団に身体からだを埋うずめる。眠気はすぐに襲ってきた。

「夏樹……おやすみなさい」

「ああ、おやすみ」

　夏樹もまどろみながら思った。妹ができたらこんな感じなのかもな、と。







　調査を始めて三日。昼食も摂とらず、柔じゆう呉ごは頭を悩ませていた。

　件くだんの戦闘機──装甲などの外装部は、パーツ交換や修理が可能だと判断を下す。が、肝心の設計データも無い。解体することも、コックピットハッチを開けることも厳禁であったため、外部からのアプローチだけでは限界があった。

　平行して柔呉は、この機体にずっと疑問を抱いていた。

　この戦闘機、開発コンセプトがあまりに不自然なのだ。

　何な故ぜ、戦せん騎き装そうの空中兵装ではなく戦闘機なのか？

　現代の兵器開発事情はマリス戦一色と言っていい。

　戦騎装の性能向上が最優先で、純然たる航空戦力の増強など二の次、三の次である。

【航空戦力はクイーンの持つ対空手段によって真っ先に無力化されてしまうからだ】

　これは世界基準の話である。どんな開発コンセプトをもって造られたとしても、戦闘機である以上、メリットからは遠回りなのだ。

　そんな常識が成り立つこのご時世で、どうして新型の戦闘機なんて作ったのか？

　何より不可解なのは、この大きさだ。

　コックピットの割に胴体が太過ぎるのだ。射出孔も見当たらず、爆撃機のようでもない。そうなると後は輸送──例えば、中にある何かを守っている、とか。

　柔じゆう呉ごは戦闘機を見上げる。何度見ても、派手でスタイリッシュなフォルムだ。

「輸送機をここまで無駄にカッコよく作る奴やつ…………いねーよ」

　柔呉は難しそうな顔で頭を掻かいた。







　同日十五時──夏なつ樹きのマンションにて。

　セレンが脱衣所から出てくる。

　プリーツスカートに七分袖そでのニットカーディガン、インナーはお気に入りのシャツと、少々、気合の入った出いで立たちである。

　一方、夏樹はダイニングテーブルで難しい顔をしていた。格かつ好こうはいつものラインハルトの軍服である。セレンは考え事をしているのだろうと思う。その足でトイレに入った。

　夏樹の難しい顔……それはある事案のせいだった。

　夏樹は昨日、先週分のドール・ワルツ・レクイエムを、セレンに見方を教えてもらった無料動画サイトで偶然見かけた。

　気乗りはしなかったが、情報収集のために見てみると重大な事実が発覚したのだ。

　夏樹の記憶は、先週分の話を境にぷっつりと切れていた。

　主観時間で五日前……宇宙で敵が秘密裏に建造していた大量殺さつ戮りく兵器を破壊するため、夏樹は単身で特攻をかける。

　なんとか兵器の破壊には成功したが、爆発に巻き込まれ、その後、自分はこの世界に来てしまったようなのである。

　また、この件にも関連してくるが雷らい鳥ちようから一つの商談を受けていた。

　商談とは、夏樹の持つ力を氷ひ室むろ義塾に貸せというものだ。

　報酬はエイルン＝バザットが元の世界に帰れる手段を財閥の総力を挙あげて探す事。また、この世界にいる間の一切の面倒事を請うけ負おってくれる事だ。

　これには二つ返事で飛びつきたかった。しかし融通の利かない性格が邪魔をする。

　夏樹はあくまで従軍の身だ。他の軍事機関に移籍するのには強い抵抗があった。

　しかし夏樹も生きている。

　衣食住の問題は出てくるわけで、この三日間は、セレンに養やしなってもらっている状態が続いていた。夏樹も電子マネーカードを渡されていたが、不幸にも電子マネー＝シロクマのヌイグルミと覚えてしまい、それが金だと気付いていなかった。

　いっぱしの稼ぎがあったエリート軍人には目も当てられない惨さん状じようだ。

　しかも、セレンの対人恐怖症が理由で、外に出ない状態が続いていた。

　外出は決まって深夜、最寄りのコンビニか、二四時間営業のスーパーの二択だけである。あとはセレンの持ってきたゲーム機で遊んだり、常設のインターネットで情報を集めたり眠くなったら昼寝をしたりだ。

　怠たい惰だを悪とする夏なつ樹きには頭を重くする生活環境だった。

　そんな中、今朝方セレンが言い出したのである。

《服、買う》

　自分のではなく夏樹の服を、だ。

　軍服しか持たない夏樹を見て、セレンにも思う所があったのだろう。

　でもセレンが無理をしているのは見てとれた。第一、女の子に奢おごってもらうというのが許せない。だが、セレンも何か欲しい物があるのでは？　と深読みしてしまうと夏樹は断り切れなかった。

　トイレから水が流れる音がする。セレンが出てきた。

「いく」

　夏樹は観念して身み支じ度たくを整えることにする。ふと、靴が汚れていたのを思い出した。

「ちょっと待っててくれ」

　夏樹は玄関に向かう。靴を拭ふける物がないか、靴棚をあけた。夏樹は「あ」と、声を上げる。

　白いアザラシのヌイグルミが靴棚にあった。

　夏樹はすっかり忘れていた。セレンを運び込む際、自分の荷物も一緒だったので、部屋に着くなり、この中に放ほうったのだ。夏樹はそれを手にとってリビングに戻る。

「セレン、すまん……そういえば」

　セレンは夏樹の持ったヌイグルミを見るや、大きな声を上げた。

「シロ！」

　──シロ？

　夏樹は眉まゆを顰しかめた。その単語に聞き覚えがあったからだ。

　セレンが飛ぶように近づく。夏樹がヌイグルミを渡すと力いっぱいに抱きしめる。

「これで……一人でも寝れる」

　セレンが安あん堵どしたように言う。夏樹は無意識に、どこで聞いた単語か検索をかけていた。

　嫌な予感がした。止やめろとさえ、頭の隅すみで声が聞こえたかもしれない。でも──

　夏樹が思い出したのは少女の泣き声だった。

「っ！」

　夏なつ樹きは咄とつ嗟さに自分の口元を手で覆おおう。

　ドミノ倒しでセレンに対する疑問が晴れていく。

　セレンがあそこまで人を怖がる理由。見ず知らずの自分に懐なついた訳。

　だが、一方ではその考えを否定する自分もいた。そんなはずがない。あの狂った世界と、この子が関係あるはずない。あってほしくないと──

　しかし五日前の記憶が蘇よみがえる。

　クイーンと呼ばれる化ばけ物ものと戦わされていたあの黒い機体。それに乗っていた女の子も確か──

「シロ」

　青くなった夏樹をセレンは心配そうに覗のぞく。その時だ。

「「!!」」

　タイミングを見計らったように、サイレンが二人を襲う。

　サイレンを聞いたセレンは床に座り込む。小さな身体からだはガタガタと震えだした。

「おい、セレン！　どうした！」

　夏樹がセレンの肩を掴つかもうと手を伸ばす。突如、強い衝撃が夏樹の全身を襲った。

「な、夏樹！」

　セレンが声を上げる。

　夏樹は霞む視界で首を後ろに向ける。自分の背中からワイヤーのような物が伸びていた。

　──電気、銃？

　ドアが勢いよく開く。

　黒スーツの男が棒のようなものを振り上げた。再び衝撃。玄関に血が飛び散った。

　床に手をつけ、夏樹は倒れるのを堪こらえる。

　──迂う闊かつだった。

　施せ錠じようしていない玄関の前に、背を向けて立っているなど。

　──迂闊だった。

　警報と考え事に注意が散さん漫まんになり、ここまで接近を許していたなんて。

「氷ひ室むろ夏樹！　ネイバーフッド隠いん匿とくの容よう疑ぎで、貴様の身み柄がらを拘束する！」

　後ろから夏樹は腕を取られる。正面にいたセレンもたちまちに拘束された。

　夏樹は顔を床に押さえ付けられると、衝撃が後ろ首を襲う。二度目の電流攻撃だった。

「ぐ……あ」

　夏樹は意識を飛ばす。倒れた身体がおもむろに痙けい攣れんした。

　後ろから腕を取られたセレンは、怯おびえた様子で玄関口に立つ者を呼ぶ。

「紫し、貴き」

　夏樹の背後に立っていたのは、スタンガンを持った紫貴だった。

「セレン……行きましょう」

　紫し貴きが悲しそうに言う。すると何かに気づいて「…うそ」と目を瞬まばたかせた。

「バカなっ！」

　夏なつ樹きを取り抑えている黒スーツの男が声を漏らす。まだ痙けい攣れんの治まっていない夏樹の身体からだが、屈くつ強きような男に取り押さえられながらも、持ち上がろうとしているではないか。

「夏樹！」

　セレンは夏樹に手を伸ばす。だが固く押さえこまれ、数センチの所で届かない。

「まって、ろ。今」

　夏樹は身体を起こそうとするが、楔くさび状の鉄が再び夏樹の後ろ首に当てられる。

「ネイバーフッドの逃亡幇ほう助じよ……これ重罪よ？　氷ひ室むろくん」

　再び衝撃。夏樹の決死の抵抗を紫貴のスタンガンが焼き切った。

　夏樹の意識は、今度こそ完全に闇やみの中へ消える。

「ここからは腐くさった現実なの。聞き分けて」

　紫貴はスタンガンのボタンを押した自分の指を、恨うらめしそうに見た。

「セレン……ネイバーが貴女あなたを待ってるわ」

　冷たくなった紫貴の瞳ひとみがセレンに絶叫をあげさせる。

　セレンの叫びは、足元に転がった同居人には届かなかった。






Ⅸ　黒い魔女









「・つき！」

　何か聞こえたような気がした。頬ほおがひんやりと冷たい。後頭部に鈍痛が残っているせいか、多少の吐き気もある……夏樹の意識が覚かく醒せいに向かう。

　夏樹は、聞こえてくる音が声だったと気付く。

「夏樹ぃ！」

　夏樹は跳はねるように上体を起こす。

　灰色の天井が遠くにあった。オフィスビルくらいなら収まってしまうほどの高さだ。

　鉄が全面に敷き詰められ、色の違うコンテナボックスが、様々な場所で小山を作る。

　作業指示用の巨大モニターが左右の壁面に一台ずつ。

　夏樹が寝ていたのは巨大な格納庫だった。

　数メートル先で驚いた様子の紫貴を見つける。更にそのずっと奥──黒い巨大ロボットが、壁際のハンガーに吊つるされていた。

　魔女帽子のような頭部ユニット。腰後ろには四本の砲塔。あばら骨状の装甲板を持つ。足がなく、代わりに一本の巨大なテールユニットが付いている。

　五日前に海岸で見た、ネイバーと呼ばれる機体だった。

　夏なつ樹きは目を凝こらす。ネイバーの胸部まで伸びる作業用階段に、黒スーツの男たちがいた。先ほどの奴やつらである。そして拘束具のようなパイロットスーツを着たセレンも一緒だった。

「セレン！」

　夏樹は地面に手をついて立とうとする。しかし、両手は後ろに回され、分厚い電子錠じようが掛けられていた。それを引きちぎろうと、夏樹は強化人工筋肉を活性化させようとする。だが、こめかみを殴なぐるような、いつもの熱さが来なかった。

　原因は、先ほどの高圧電流だと気付く。

　夏樹の改造人体は、脳からの命令である電気信号を受信することで、筋力強化や五感の鋭えい敏びん化を果たす。しかし、先ほどの電気ショックのように中ちゆう枢すう神しん経けい系けいを麻ま痺ひさせられてしまうと、脳からの命令が上う手まく伝わらなくなってしまう。

　よって麻痺がとれない間は、身体からだを強化することが出来ないのだ。

　夏樹はふらつく足取りで立ち上がる。それから紫し貴きを怒ど鳴なりつけた。

「九重ここのえ！　止やめさせるんだ！　あんなに嫌がってるじゃないか！」

　熱くなる夏樹に反し紫貴の表情は冷めていた。無言で夏樹に近寄る。少し首を伸ばせば唇が届く距離まで、その整った顔を近づけた。

「じゃあアナタは……この島にいる全すべての人間に死ねっていうの？」

　紫貴の言葉に夏樹の背筋が凍る。

「クイーン撃破はネイバーにしかできない。クイーンを倒さなければ襲撃は終わらないの。それなのに、よりにもよってネイバーフッドを匿かくまうなんて……デストブルムはセレンが乗らないと動かないのよ？　アナタは、この島中の人間を殺す気だったの？」

「っ！」

　胸を衝つかれる思いで夏樹はセレンの方を見る。遠くのセレンは何度も首を横に振っていた……まるで夏樹にだけは知られたくなかったように。

「うえぇえ、えぇええん」

　セレンは答える事ができないまま泣き崩れる。夏樹は虚きよ脱だつした。

「まさか……本当に知らなかったの？」

　二人の様子を見て、紫貴は瞳ひとみを大きくする。

「そうね。言える訳ないか……自分がネイバーフッドだなんて」

　紫貴の納得は実に乾かわき果てたものだ。それが夏樹の怒りを大きくする。

「つまり何か？　セレンは無理やり！　自分の意思とは関係なく、あんなものに乗せられてるというのか!?」




「だから仕方ないでしょう。セレンにしか乗れないんだから」




　苛いら立だつ夏なつ樹きを、紫し貴きは抑よく揚ようのない声で切り捨てる。血の通っていない視線は、夏樹の気勢を奪い去るほどに冷たいものだった。

　紫貴のインカムに役員から通信が入る。

『紫貴会長！　ネイバーフッドの搭乗を急がせて下さい！　ポーンが上陸を開始しました！』

　紫貴の顔に焦あせりが走る。セレンの傍そばにいる黒スーツの男に呼び掛けた。

「早くセレンを乗せて下さい！　既に戦闘が始まっています！」

「九重ここのえ！」

　尚なおも食いついてきた夏樹に、紫貴は押し殺していた怒りを露あらわにする。

「パイロットシートの映像を第二モニターへ！」

　紫貴は夏樹の胸倉を掴つかむと力いっぱいに引き寄せる。右側壁面にある大きなモニターを指差した。

「氷ひ室むろくん、セレンがデストブルムに乗るところ、見た事ある？　本当にスゴイんだから。あれを見ても、まだエイルンごっこが出来るか、私が見ててあげます」

　デストブルムのコックピット部分がモニターに映し出される。

「っ!!　や！　やぁあぁ！　やだぁ！」

　泣き崩れていたセレンが、モニターの映像に気付いて暴れだす。セレンの小さな身体からだが男たちによってコックピットの中へ引きずり込まれていく。

「ブレイン・マシン・インターフェイスって知ってる？　人の脳波を解析して機械との間で電気信号をやり取りするプログラムのことよ。脳から直接命令を送り込んだり、機械から脳へ情報を受信したりする、まだ完全には確立していない技術なんだけど……それなの。デストブルムの操縦方法」

　紫貴の説明に夏樹の顔が青くなる。

　モニターにアップで映されたのは、大きめのパイロットシートの首あたり──突起部分の先端にある〔針の束〕だった。

「セレンが、あんなに嫌がってるのもそれが原因で……あの針みたいの見える？　あれを首に刺さすと、中にある、ナノ単位のワイヤーがセレンの脳まで伸びて、脳内ニューロンを強攻アクセスレイプするの。すると、思うだけで機体が動かせるようになる」

「いやぁあぁ！　夏樹に見せないでぇ！」

　三人の男が、暴れるセレンをコックピットシートにがっちりと押さえつけた。

「やめろぉおお！」

　夏樹は叫ぶ。本当はすぐにでもセレンの下に行って、あの男達を蹴け散ちらしたかった。でも麻ま痺ひした身体では、この電子錠じようすら外すことができない。

　男の一人が、シート──頭部近く──の突起部分を引っ張る。ケーブルがシートから伸びた。セレンが無む我が夢む中ちゆうで、自分の顔を抑えつける男の指に噛かみ付く。

「つっ！　このガキ！」

　怒った男は、セレンの頬ほおを殴なぐり飛ばす。

「部品が手間かけさせんじゃっ！　ねぇ！」

　更に一発、二発……セレンの口から涎よだれのように血が垂たれる。セレンは身体からだを震わせて大人しくなった。

「九重ここのえ！　お願いだ！　止やめさせてくれ！　あんなの許されていいはずがない！」

　その一部始終を見せられている夏なつ樹きが、隣にいる紫し貴きに懇こん願がんする。しかし、紫貴は不機嫌そうに眉まゆを動かすだけだ。

「おい！　頚けい椎ついを傷付けたら、使い物にならなくなるぞ！」

　手を上げた男に、もう一人が怒ど鳴なる。指を噛まれた男はセレンの後ろ髪を乱暴にめくり、うなじの刻印を晒さらす。モニターの中で、セレンの首とケーブルの針が近づいていく。

　セレンは目を力いっぱいに瞑つぶる。モニターを見る夏樹が大きく叫んだ。

「やめてくれえぇええぇっ[image: ]」

　コンセントでも差し込むみたいに深々と……ケーブルはセレンの首に接続される。

　絶叫────格納庫はセレンの悲鳴で満たされた。

[image: ]

　モニターに映るセレンが口から唾つばを飛ばす。身体からだを海え老び反りに痙けい攣れんさせた。

　セレンの激痛を他よ所そに、パイロットシートが変形していく。シートは〔柱〕へと姿を変える。セレンは十字架に張り付けられるような格かつ好こうになった。

　夏なつ樹きは言葉を無くす。目め尻じりには涙さえ溜ため……力無くその場に腰を落とした。

「見た？　何度見ても痛そう……でもセレンがいけないのよ。正規の搭乗シーケンスを踏めば、麻酔を打つことだって出来たんだから。もっとも？　搭乗者メンテナンスの自浄効果で、デストブルムと繋つながったら麻酔なんてすぐに洗い流されちゃうんだけどね。そしてここからが本題……セレンがあんなにも嫌がる、核の部分」

　しゃがんだ夏樹の肩に手を乗せ、紫し貴きは妖あやしく耳元で囁ささやく。

「あの機体……自機の損害も搭乗者の脳に送っちゃうの」

　夏樹が絶句して紫貴の顔を見る。その顔は能面のようで、言葉だけが淡々と紡つむがれた。

「腕を切られたら腕に、足を噛かみつかれたら足に、同じような痛覚が走る。デストブルムにはどちらも無いから、その場合はあの触手と、テールユニットになるんでしょうね。損害を被こうむるたびに、同程度の痛覚がセレンの脳に送られるの。さっきも言ったけど、麻酔を打っても不純物としてデストブルムが処理しちゃうから、痛覚だけはどうにもできない……あんな化ばけ物ものだらけの戦場、想像しただけで怖くならない？」

　夏樹はやっと分かった。

　なぜ、セレンがあんなにも怯おびえていたのか。

　なぜ、得体の知れない自分なんかにセレンがあそこまで懐なついたのか。

　どうして傷の介かい抱ほうをしたとき、あんなにまで泣きだしたのか。

　なんということは無い……頼れる人がいなかったのだ。セレンもまた。

　あの小さな身体は、敵が来る度に命を救えと戦場に追い立てられる。

　魔女か……。本当によく言ったものだ。理り不ふ尽じんな現実のツケが下へ下へと流れ、たまたま底にいたセレンが祭壇に捧ささげられた──セレンは魔女狩りにあったのだ。

「ぐっ」

　夏樹の目から涙がこぼれる。

　自分を救ってくれたセレンこそ、本当は救って欲しかったはずだ。

　それを、ベソをかいていた不審者と自分を重ね、この世界で初めての味方になってくれたのだ、セレンは。そして……救われるのではなく、救う側をセレンは選んだ。

　痛みを打ち明けて、受け止めてもらいたかったろう。しかし、話せば自分もまた、魔女に石を投げる村人の一人に変わってしまうと思ったのだろうか？

　だからセレンは言えなかったのだろうか？

　憎にくたらしくなるくらいバカだなと夏樹は思う。言い出さなかったセレンではなく、彼女の心の叫びに気付けなかった大馬鹿野郎に──

「どうして分かってあげないんだっ！」

　夏なつ樹きは叫びを上げた。隣に立つ紫し貴きが──セレンをネイバーに押し込めた男たちが──

　そして痛みから意識を取り戻したセレンが──

　この世界の理ことわりから外れた少年の叫びに耳を傾ける。

「彼女も同じ被害者だろ！　責任の捌はけ口ぐちにされている彼女の気持ちを、どうして分かってあげられない！　彼女だって怖いんだぞ！　君たち以上に!!」

　夏樹は涙をこぼして訴うつたえる。

「すべてを無理やり押しつけられて……逃げ場を奪われ、心の声も聞いてもらえず、最後は泣きながら戦場に立たされる……それを何とも思わないのか！　おまえら何とも思わないのか────っ！」

　一人の女の子すら助ける事ができず、仮かり初そめと定義された存在、エイルン＝バザットが涙をこぼして訴える。

「こんなのあんまりだ！　……あんまり、じゃないか」

　格納庫内に夏樹の嗚お咽えつが響き渡る。

　紫貴がゆっくりとデストブルムの方へ歩いていく。夏樹は、涙でぼやける視界で紫貴の後姿を追った。尚なおも堪たえ難がたい現実が紫貴の口から突きつけられる。

「セレン。氷ひ室むろくん、優しいね。ネイバーフッドである貴女あなたのことをこんな風に思ってくれる。ねぇ？　この人も死んじゃうわよ？　アナタが頑張らないと」

　泣き崩れていたセレンの顔が、真っ青になった。

　夏樹も耳を疑う。次には震えるほどの怒りが込みあがった。

「氷室くん、見捨てるの？」

　紫貴のストレートすぎる一言がセレンを叩たたき起こす。

　デストブルムの頭部ユニットのアイカメラが緑に光る。それは黒い魔女の戦闘準備が完了したことを意味していた。

『もう行けるかい？　セレン』

　格納庫に、雷らい鳥ちようの声がスピーカーを通して聞こえてくる。

　デストブルムの頭上──天井のハッチが何層も開いていく。帽子のツバに何基も搭とう載さいされているスラスターが点火した。

『大群さんの到着だ、あんたがやること』

『知らない！』

　セレンの叫びが雷鳥の声を掻かき消けす。

　デストブルムは、セレンの怒りを外部スピーカーへ流し始める。







「知らない！　全部知らない！」

　セレンは目に涙を溜ためて言う。モニター画像の一つが拡大され、セレンの正面に移動する。拡大されたのは、縛しばられた夏なつ樹きの映像だった。やっぱり、こんな面倒事に巻き込まれたのに、それでも自分のために怒り、泣いてくれた……心優しい同居人の姿。

「でも……約束した、から」

　悔しそうに紡つむいだ口に、涙が伝う。

　モニター越しで今も泣いている少年を、セレンは愛いとしそうに見つめた。







『夏樹を苛いじめる奴やつは……私がぶっ飛ばす』

　聳そびえ立たつ黒い兵器から、セレンの声が贈られる。

『私は、夏樹の味方』

　まるで、安心させるかのように。

　夏樹は制止を呼びかける。しかしデストブルムのスラスター音が夏樹の声をかき消した。

　黒き魔女は、轟ごう音おんと共に化ばけ物ものたちの巣食う戦場へ飛び立ってしまう。

　夏樹は取り残され、紫し貴きは「やっと……行ってくれた」と小さく言った。それを聞いた夏樹は、噛かみ付く勢いで立ち上がる。

「お前らに、人の心は残っていないのか！　自分さえ助かればそれでいいのか！」

　すかさず夏樹の頬ほおに、紫貴の平手が飛ぶ。

　叩たたかれてズレた視界に映ったのは、紫貴の顔が真っ赤に染められる瞬間だった。

「何もしないのはアナタもでしょ？　この非常時に自分ファンタジー持ち込まないでよ！」

　収まらないのか、紫貴は夏樹の胸倉を掴つかむ。涙を溢あふれさせて怒ど鳴なり散らした。

「司令は今回、アナタは出なくていいって！　そうやって吼ほえてるだけで安全が確保できるんだから良いわよね？　氷ひ室むろのお坊ちゃま！　ヘキサじゃない一般人！　好きでこんなことやってるって思ってるの？　必要がなきゃ、こんなヨゴレ役なんてやらないわよ！　あの子を出さなきゃまた死ぬの！　たくさんの人が！　私だって、まだ死にたくない！　生きたいのよ！」

「九重ここのえ？」

　紫貴は泣いて、その拳こぶしを夏樹の胸にぶつけた。何度も。何度もだ。

「何とも思わない？　思うに決まってるじゃない！　苦しくないはずないでしょう？　何も知らないくせに！　私たちのこと、何っ……にも知らないくせに！　悲しくない訳ない！　でも！　でも、あの子が行かなきゃマリスが、マリスが全部……壊し、ちゃうの」

　氷の仮面は剥はがれおち、覗のぞいた素顔はただの一人の女の子だった。

　夏樹は無言のまま立ち尽くす……何も出来なかった。

　紫し貴きは夏なつ樹きの胸から離れる。静かに涙を拭ぬぐった。

「今回のクイーン、長射型なの。航空兵力は輸送にも使えないわ。あの試作機、戦闘機だから真っ先に撃ち落とされる。前みたいなまぐれが通じる相手じゃないの。だから、氷ひ室むろくんはここでお留守番。機兵部も前回の処罰をかねて、待機命令がでてるわ。もともと動かせる機体も無いしね。だから今回はデストブルムと国防戦力だけでやってもらう……。全部終わったら、私が直々に営倉送りにしてあげるから、ここで待ってなさい」

　紫貴の目を、夏樹は見ることが出来なかった。

　二人の身体からだが交差し、紫貴は扉の方へ歩いていく。鉄扉の前で立ち止まった。紫貴は、夏樹の方へ振り返る。

「さっきはセレンの為ために怒ってくれてありがと……本当はね、凄すごい嬉うれしかった。ちゃんと届いてたわ、氷室くんのエイルン節ぶしは」

　紫貴の声はとても優しいものだった。

「大の親友だったの……私たち。私と葵あおいとセレン、いつも一緒だった」

「っ!?」

　夏樹が驚いて面をあげる。重音が辺りに響いた。紫貴の左右から鉄扉が閉まっていく。

　最後に紫貴は言葉を漏らす。夏樹の耳はそれを聞き逃さなかった。

「誰か……私たちを助けてよ」

　紫貴の涙声を最後に……扉が厳おごそかに閉じられる。

「……オレは、なんで」

　結局、また女の背中に守られて何も出来ないのだ。氷室夏樹という存在は。

　無駄とは分かって、夏樹は再び手て錠じようを壊そうと渾こん身しんの力を込める。

　が、現実は何も変わらない。

　自分を助けると飛び立った背中も、この世界が抱える切実な惨さん状じようを教えてくれた背中も、どちらも痛みを背負って自分たちの戦場に向かったというのに。

　きっと見えていないだけで、他にも様々な痛みを抱えて苦しむ人がいる。

　そんな人々を守るために、この軍服を纏まとったはずなのに……自分は。

「くそ！　くそ！」

　夏樹は一人、涙をこぼした。







　雷らい鳥ちようは、自席に映していた格納庫の映像を切った。

　──あの坊やに頼みたいところではあるが、相手があれじゃ、さしものアニメ設定持ちでも秒殺なんて事になりかねない……手に入りかけているクイーン対抗の手札、ここでブタにするわけにはいかない、か。

　司令室の右側モニターに、隣小島の地図が立体映像で浮かぶ。

　島の所々で、赤マーカーと青マーカーがぶつかり合う。

　島の外──洋上からゆっくりと〔唇〕の形をした赤マーカーが島に近づいてくる。

　唇のマーカーはクイーンを示す。その隣に長銃のマークがくっついているのは【長射型】と呼ばれるクイーンの識別を表していた。

　クイーンは、形状・性質の異なったモノが何十種類も確認されている。

　この長射型は、長距離射撃に長たけたクイーンで、人類がマリス戦において航空戦力の投入を諦あきらめさせた驚異の象徴でもあった。

　雷らい鳥ちようは中央モニターに視線を移す。衛星映像には戦闘機が映っていた。

　飛行する無人戦闘機──編隊飛行をする三機を、突如、〔黒いボール〕が呑のみ込こむ。

　三機の戦闘機が一瞬で消えて無くなった。破片はおろか、影も形も残っていない。

「無人戦闘機ドローンを三機ロスト。およそ五〇キロ射程……司令、長射型の確認が取れました」

　男子役員が雷鳥に報告する。

　クイーン種は物質の硬度に関係なく対象物を抉えぐり取る、この【無差別物質消去ＩＭＥ】と呼ばれる攻撃法を備えている。

　着弾箇所に直接発生するため、回避はほぼ不可能と言われるこの攻撃だが、一つだけ弱点と呼べる特徴を持つ。

　それは人間の捕食を優先させるという、クイーンの性質だ。

　子供たちの捕食が困難であるケース──例えば歯し牙がが届かない上空を除けば、ポーンやルークが活動する餌えさ場でクイーンが無差別物質消去ＩＭＥを使用することはまず無い。

　つまり、陸上部隊がこの攻撃を受ける危険性は低いのだ。

　この長射型は、無差別物質消去ＩＭＥの使用頻ひん度どが他種を圧倒するほど秀ひいでている。

　エイルンの戦闘機が、如い何かに現代科学を凌りよう駕がした性能を蔵しているとはいえ、賭かけに出るには分の悪すぎる相手だった。

「デストブルム、配置を完了しました」

　男子役員がそう言う。

　雷鳥は頭を切り替えて、従来の方法で敵の殲せん滅めつを狙ねらう。

「さぁ、思う存分、暴れてきな」

〔魔女帽子〕の青マーカーが第弐富士上に現れる。

　それはデストブルムを指す。青マーカーは、猛スピードで隣小島にいる赤マーカーの群れに飛び込んでいった。
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　専任オペレーターの声が操縦席に響く。

　セレンは心を無くしてその声に従う。思いは一つ、夏なつ樹きの部屋に帰ることだ。自分のために泣いてくれた人が、怒ってくれた人が、今も心配して帰りを待ってくれている。

　自分のことを知っても魔女とは見ず、セレンとして扱ってくれた人が。

　あの部屋に帰れるのなら、本物の魔女にだってなってやる。セレンはそう思っていた。

「みんな、殺す」

　セレンはデストブルムを進ませる。しばらくすると先に展開していた戦せん騎き装そうや戦車部隊が隊列を整えていた。彼らを置いてデストブルムは死し骸がいの転がる荒野を突き進む。デストブルムの集音スピーカーが波の音を拾い始めた。

　砂浜がデストブルムのコックピットモニターに広がる。

　セレンはその光景に嫌悪を抱く。海面はマリスの血でどす黒く変色していた。

　浜辺には、溺でき死し体たいのようにポーンやルークの残ざん骸がいが漂着している。

　陽動なしといえ、ここまでは理想的な戦いくさ運はこびだった。

　デストブルムの専売は超・高精度な面制圧力にある。単機で半径二〇キロ四方を網もう羅らする火力を持つ。自衛隊やヘキサ部隊は、先行するマリスをせき止めるだけでいいのだ。

　タイミングを見計らって友軍は撤退。溢あふれ返った敵をデストブルムで叩たたく。

　これがデストブルムを用いた、最も効率のいい迎撃戦だった。

　子供が駆く除じよできれば後はクイーンを残すのみ。セレンはクイーンの位置を画面に拡大させる。クイーンの全ぜん貌ぼうがモニター正面に現れた。

　夜や叉しや面のような顔。人型の上半身からクモ型の下半身が伸びている。背中には昆こん虫ちゆうの羽のような肉の翼が四本ある。

　アメンボのように海面に浮かぶソレは、セレンが以前に倒した事のあるタイプだった。

「こいつ、知ってる」

　セレンはＩＭＥカノンを思い浮かべる。デストブルムが最強魔法の儀式に入った。

　背負う四本の鉄塔が厳おごそかに前へ。鉄塔が、砲身シャフトを伸ばす。

　鉄塔は、四本の砲塔に変形した。その後、蔓つる状のマシンアームを展開する。

　マシンアームの先端をクイーンに向けて固定……蕾つぼみが花開くように銃口が開く。

　デストブルムが射撃体勢に入った。

　ＩＭＥカノン全砲門による一いつ斉せい射撃だ。セレンは早々にケリをつけるつもりだった。

　物質の硬度無視、防御不能のこの魔法を防げる存在など、イレギュラー中のイレギュラーである。五日前のクイーンは例外もいいところだった。

「夏樹を……助ける」

　セレンの決意を表すように、四本の花と杖つえは黒い光玉を創つくり始める。

　頭部ユニットのアイカメラが、緑から赤に変わった。

　魔女帽子のツバから大量の熱風が排出される。光玉は限界まで肥大するのを止やめない。

　儀式が終わりを迎え、発射されるその時──

「っ！」

　セレンの両足首と背中に掴まれる感覚が走る。

　真正面のクイーンを映していたモニターが突然、灰色の空を映しだした。

　──クロ！　だめっ、

　セレンの制止は間に合わなかった。黒い光が天へと射出される。

　デストブルムが放ったＩＭＥカノンが、あさっての方向へ飛んでいってしまう。

　セレンは無自覚に、感触のする部分へ意識を向けた。

　モニター正面に二枚の映像が現れる。

　背中には二体のルークが、オンブでもせがむように取り付く。一方、砂浜から上半身を生やしたルークが、デストブルムのテールユニットを上方へ押し上げていた。

　転倒する感覚がセレンの身体からだに走る。砂煙を巻き上げ、デストブルムが海岸に転がった。







「なんだい……これは」

　雷らい鳥ちようは蒼あお褪ざめる。セレンも生途会も、レーダーに映る敵影しか見ていなかった。

　デストブルムが雑ぞう兵ひよう全すべてを殲せん滅めつしたと思い込んだのが、そもそもの間違いだった。

　潜伏していたのだ……地中に。浜辺に次々と〔砦とりで〕の赤マーカーが現れる。

　海からもだ。〔砦〕と〔兵士〕の赤マーカーが、大挙して海岸へと押し寄せていた。

　マップ上に激増した赤マーカーは、見るもの全てに絶望を与えていく。







　海面一帯をマリスが敷き詰めても、セレンの戦意は衰えていなかった。

「オマエを倒せば、終わり！」

　デストブルムのマシンアームが一いつ閃せん──テールユニットを掴つかんだルークを真一文字に斬きり捨てた。それから背後の二体の首をマシンアームで巻き取る。頭から浜辺に叩たたきつけた。

「邪魔！」

　デストブルムが、逆立ち状態の二体を両断する。セレンは洋上にいるクイーンを見た。クイーンは既に走り出していた。

　デストブルムが帽子からミサイルを波状発射──直線弾道がクイーンを襲う。

　しかし、クイーンは俊しゆん敏びんな豹ひようのようにその全てを避よける。すぐさまデストブルムめがけて跳躍した。

「ちょこまか！」

　デストブルムが、頭部ユニットでクイーンを迎え撃つ。強烈な頭突きをクイーンの顔面に見舞った。魔女と夜や叉しやは、角を突き合わせるように睨にらみあう。

「お前なんか！　怖く、ない！」

　デストブルムが四本のマシンアームでクイーンを拘束する。獲物に巻き付く鋼鉄の大蛇だ。クイーンの蜘く蛛も腹と上半身を、マシンアームが締め上げた。

「うわぁああぁああ！」

　セレンが叫ぶ。デストブルムが、拘束したクイーンを所かまわず叩たたきつける。

　砂柱が立つ。クイーンの体を鈍器に、近寄るルークを薙なぎ払い、ポーンを押し潰つぶす。地面に叩きつけられる毎ごとにクイーンがうめき声を漏らした。

「死ね！　もう死んじゃえ！」

　クイーンの顔前に、銃口を広げたマシンアームが向けられる。セレンはそのまま夜叉面を吹き飛ばそうとした。突如、凄すごい力でクイーンが動き出す。

「っ!?」

　セレンは驚きを上げる。なんと、拘束されたままの状態でクイーンがデストブルムに突進してきた。

　デストブルムは踏ん張りを利かせる。押し合いに耐えた。しかしクイーンは尚なおも暴れる。

　クイーンの膂りよ力りよくに負け、デストブルムはマシンアームを解ほどいてしまう。

　その瞬間をクイーンは逃さなかった。

「きゃあぁ！」

　今度は逆に、クイーンがデストブルムの巨体を天高く持ち上げた。

「は！　離せぇ!!」

　セレンが蔓つるに意識を向けるよりも先、クイーンはデストブルムを投げ飛ばした。

　放物線など一切描かない。数百メートルもデストブルムは吹っ飛ばされる。爆発するように岩肌をめくった。

　デストブルムは、猛スピードで来た道を戻る事になる。

　クイーンはデストブルムを猛もう追つい……魔女が立ちあがる前にまた吹き飛ばす。それが何度も続けざまに。

「ぐぁああ！」

　セレンの頭と背中に、棍こん棒ぼうでぶっ叩かれたような激痛が走る。意識が飛んだ。

　デストブルムが荒野に沈む。

　そこは焼け野原になったエリアＢ──隣小島の真ん中に位置する場所だった。







「展開中の全部隊に勅電！　エリアＢへ急行！　クイーンを止めろ！　何としてでも止めるんだよ！」

　雷らい鳥ちようは声を張り上げた。役員たちは一瞬怯ひるむも、すぐ命令を流す。

「生途会より本部管理中隊ＣＣＶ！　これは勅伝である！　展開中の全部隊はクイーンに攻撃を集中！　侵攻を止めよ！　撤退は認めない！　クイーンを止めよ！」

　モニターに映るクイーンは、雷鳥たちの知る長射型と明らかに違っていた。

　この種が有名なのは、あくまで対空能力についての話だ。無差別物質消去ＩＭＥが向けられることのない、地上部隊を展開しての迎撃戦なら、攻略難度は決して高くはない。しかし、このクイーンの戦闘力は異常だった。

　衛星映像に映るクイーン──隣小島を一直線に突き進む。防衛線を張る戦せん騎き装そうが、腕の一薙なぎでブリキ人形みたい壊される。戦車にいたっては踏みつぶされて終わりだ。

　描いていたシナリオが根底から覆くつがえされた。

　クイーンのマーカーが猛スピードで第二、第三次防衛ラインの壁を突き破る。クイーンの後を追うように、上陸した大量の赤マーカーが島へと進軍していた。







　朦もう朧ろうとする意識……セレンの視界に入ったのは、モニターいっぱいに広がるクイーンの夜や叉しや面だった。

『は────と、──てっ！』

「あ、くぅ」

　頭を強打したのか、セレンはオペレーターが何を喋しやべっているか分からない。モニター越しで怪しく光るクイーンの眼光に嫌悪感だけを抱いた。

「ど、け」

　デストブルムが、苦し紛れにマシンアームの一本をクイーンに浴びせる。

　しかし、それはクイーンの手に軽々と掴つかまれ──

「っ!!」──一気に引き千ち切ぎられた。

　デストブルムの損害が、右腕を千切られる痛みとなってセレンを襲う。

　痛みで意識が覚かく醒せいする。セレンは吼ほえるように悲鳴を上げた。

「きゃぁああぁああぁああぁあああぁあああぁああぁあっぁああっ！」

　狂ってしまいそうなほどの痛み。

　残酷なまでに意識が鮮明になった。激痛が恐怖を、恐怖が死を、セレンに連想させる。

「やだ……やだっ」

　全方位モニターに、クイーンだけでなく、何体ものルークが映り込んだ。

　セレンだけでは無い。彼女を見守る全すべての者に、同一の予感が訪れる。獲物を取り押さえた捕食者の選択は一つしかない。

「やめてぇえぇえ!!」

　涙を散らし、セレンは敵に許しを乞こう。しかしマリス達は、死体に群がるカラスのように、デストブルムの装甲を齧かじり始めた。







　ネイバー格納庫の作業用モニター──映像のルーク達は、容よう赦しやなくデストブルムの装甲を千ち切ぎっていく。映像を見守る事しかできない夏なつ樹きは傍ぼう観かん者にすぎなかった。

「セレンが……セレンが殺される」

　夏樹はその残酷な映像に膝ひざをつく。全身の力が抜けた。

　──なぜ、誰も助けてあげない？

　セレンはずっと待っているのに……ああして怖さと痛みに嬲なぶられながら助けを求めているのに。どうして、この世界の誰もが、セレンに手を差し伸べてあげない。

　──誰か、お願いだから、誰か、

　夏樹は誰かを探す。セレンを救ってくれる誰かのことを。しかし、そんな者はいない。

　その時、ふと、夏樹の視界にソレが入る。

「？」

　白いアザラシのヌイグルミ──仰あお向むけに転がり、そのプラスチックの目はデストブルムが壊れゆく様を見続けている。まるで、自分の持ち主あるじを惜しむように。

　夏樹の胸に、セレンへの想おもいが押し寄せた。

　──何が、魔女だ。

　あんなヌイグルミがなければ一人で眠る事も出来ないのだ……セレンは。

　──何が……ネイバーフッドだ。

　普通の女の子だ。

　無表情なのに感情がコロコロ変わる。子供扱いするとすぐ怒る。

　怖がりで寂さびしがり屋やで……でも思いやりのある、素直な優しい女の子。

　そして……彼女は自分を救ってくれたのだ──

『夏樹……この服。カッコいい』

　セレンは、自分の軍誇服りを笑わなかった。

『よしよし』

　セレンは、あのどうにもならない苦しみを受け止めてくれた。

『だから夏樹は……嘘じゃない』

　セレンはいつだって、見たままの自分と向き合ってくれて。

　そして、言ってくれたのだ──

『私が……夏樹の味方になる』

　自分の味方に────なると。

「うぁあああぁああぁああぁああああああああああああぁあああああぁっ!!」

　夏なつ樹きは吼ほえる。天に向かって。

　この、どこまでも優しくない世界を看過する神に、反逆するが如ごとく。

　神になど頼らない。

　誰かなどに任せてたまるか。

　あのような子を救うために……一粒でも多くの涙を止める……その為ために自分は──




「軍人になったんだっ！」




　飛び散る破片──夏樹を阻はばんでいた最大の障壁が今、音を立てて壊される。

　身体からだが燃えるように熱い。血液全部がマグマに変わってしまったかのようだった。

　硬質化した筋肉と、広域化していく五感が、人を超えた力の来訪を告げる。

　立ち上がった少年は、既に〔勇者〕へと変へん貌ぼうを遂とげていた。

　その瞳ひとみは紅。

　その髪も紅。

　紅とは、少年を勇者へと変貌させてきた色だ。

　夏樹は思い出す。

　真っ赤な返り血を浴び続ける覚悟で、弱者の救済を願ったこの軍服を纏ったことを。

　力がなくて泣く。

　理り不ふ尽じんに奪われて泣く。

　そんな人たちの涙を、一粒でも多く止める為に……この力を求めたことを。

「この世界にも……エイルン＝バザット俺の為すべき事がある」

　夏樹はヌイグルミを拾う。

　脳裏に焼きついたセレンの泣き顔が夏樹の胸を掻かきむしった。

「俺はきっと……彼女の涙を止めるためにココへ来た」

　彼女を思うたびに憤いきどおりは強くなり、強くなった想おもいが夏樹に力を渇かつ望ぼうさせる。

　まずは愛機を取り戻す。そして、彼女を泣かせる全すべてをぶち壊す。

　拳こぶしを握り、この手で助けて、今度は自分も誓うと決心する。

「今度は俺が、セレンの味方になる」

　涙の消えた真っ赤な瞳に、迷いは無くなる。

「俺の全部で世界を救う……もう君を、泣かせたりはしない」

　今、この時をもって、存在し得ない存在が人知れずに目を覚ます。

　助けてくれた人を助けるため……エイルン＝バザットの逆襲が始まる。






Ⅹ　紅の勇者









　真っ暗になったデストブルムのコックピットを、断続的な振動が襲う。シートから針山付きのケーブルが垂たれて揺れた。

　柱の形をしていたコックピットシートは元の椅い子す状に戻っていた。

　セレンが椅子の上にうずくまる。耳を押さえて泣いていた。

　マリス達が機体へ襲いかかった瞬間、デストブルムの緊急シャットダウンが作動する。

　痛みに対する爆発的な拒絶をトリガーにし、セレンの首からケーブルが抜けたのだ。

　痛みから解放されたセレンは完全に戦意を喪失していた。

「助、けて」

　セレンは当ての無い救済を願う。この悪夢から、自分を救ってくれる誰かの来訪を。

　ネイバーとネイバーフッドである自分以外、どうにもできないはずのこの状況で……

　無理と分かって彼を想おもう。

　自分が守らなければ死んでしまう少年に、セレンはずっと助けを求めていた。

「助けて……夏なつ樹き」







　司令室の中央モニターがデストブルムを映す。

　帽子のツバを拡張させてボディ部分を覆おおう。残った三本のマシンアームも収納し、マリスから中のセレンを守っていた。ルークが三体、デストブルムの装甲に取り付いている。

「自衛隊はまだ、デストブルムの所に着かないのかい？」

「無理です！　戦車・四個中隊と、戦せん騎き装そう・三個中隊！　ポイントＢに集結させていますが、まるで近づけません！　上陸したルークは九〇！　ポーンに至っては四〇〇を超えました！　どの部隊も囲まれて完全な混戦状態です！」

　雷らい鳥ちようの問いかけに、女子役員が涙声で答えた。救援要請に狂きよう奔ほんする役員たちにも恐怖は伝染している。さすがの老ろう獪かいな司令官も、顔を歪ゆがめたくなるほど戦況は厳しかった。

　雷鳥の机にある有線電話が鳴る。雷鳥は乱暴に受話器を取り上げた。

「なんだい！　こんなときに！」

『申し訳ありません！　こちら警備班！　第一級立入禁止区域に侵入者です！』

　対処法の分かり切った、くだらない報告だった。雷鳥は沸ふつ点てんに達しそうになる。しかし、次の報告を聞いて怒ど鳴なり返すのを止やめた。

『侵入者の特徴は赤い髪！　学生服のような赤黒い服を着ています！　狙ねらいはおそらく、あの試作機かと！』

　雷らい鳥ちようの背中に絶大な悪お寒かんが走る。とうとう動き出してしまったのだ……彼が。

　雷鳥はすぐ、動員できる警備兵を第七地下シェルターに向かわせた。







　第七地下シェルターでは、警備兵に取り押さえられた葵あおいの姿があった。

「離して！　離してよ！」

　セレンのピンチを目の当たりにした葵は、自制を利かせる事が出来なくなる。

　処分覚悟でここまでの侵入を果たすが、衛兵に見つかってしまい、こうして捕えられてしまっていた。

「このままじゃセレンが殺されちゃう！」

　顔面をコンクリートに押さえつけられても葵は叫ぶのを止やめない。

　格納庫内は銃を下げた兵士が、十人以上立っていた。

「お願い橘たちばな部長！　行かせて！　このままだとセレンが！　セレンが！」

　柔じゆう呉ごは眉まゆを寄せる。この場を預かる最高責任者は、葵の処遇に判断をあぐねていた。

「もう嫌なの！　見て見ぬふりするのは！　ネイバーフッドだからって見捨てるのは！　セレン、きっと今も泣いてる！　助けてって叫んでるよ！　私がこんなことしちゃいけないのは重々承知してる！　でも！　でも、もう……嫌なんだよ」

「葵ちゃん」

　日向ひなたは、悲しみに目を伏せる。押さえつけられる葵は泣いていた。

「ずっと前に約束したんだ。私が守るって。紫し貴きもセレンも、私が守るって……でもセレンがネイバーフッドになっちゃって、紫貴は生途会を、私は機兵部を取ったんだ」

　そんな姿を見せられ、柔呉も心が痛まないわけが無い。葵の気持ちは痛いほど伝わってくる。しかし、柔呉は彼女の期待に添そう事ができなかった。

「兵器管理に携たずさわる者として……お前の出撃は許可できない」

　柔呉の返答に、葵は目を丸める。それから一層、声を張り上げた。

「どうしてよ！　あの試作機なら誰でも動かせるんでしょ!?　あれなら私でも！　ただのヘキサでも、クイーンをやっつけられるんでしょ!?」

「戦闘機と戦せん騎き装そうの操縦は全くの別物だ。しかも、相手は長射型……航空戦力なんて飛ばしてみろ。一瞬であの世行きだぞ。お前は犬死にが許される人間じゃ無いんだ。今は生途会を信じて待つしかない。分かってくれ、一いちノの瀬せ部長」

　柔呉が諭すように言う。葵は聞き入れられないように首を横に振った。

「橘部長だって気付いてるんでしょ？　ヘキサ六〇〇〇人とクイーンを打倒できる新兵器！　選択を迫せまられたら氷ひ室むろ義塾は迷わずこっちを取る！　海底シャフトをへし折っても第弐富士を緊急離脱させるよ！　だからこんなに、ここには護衛が立ってるんでしょ!?」

　葵あおいは拳こぶしをコンクリートに叩たたきつける。

「みんながセレンを見捨てるの分かってるから私が来たんだ！　もう、この島にはあの子を助けてくれる人がいないんだよ！　味方がいないんだよ！」

　何度も何度も……悔しそうに拳を叩きつける。拳の皮膚が破れ、血が垂たれた。

「だから……頼むよ──」

　大きな無力感に苛さいなまれ、大粒の涙を落として葵は叫ぶ。

「私を助けにいかせてぇええぇっ！！！！！」

　その時だった────格納庫内の照明が一いつ斉せいに落とされたのは。

　非常電源に切り替わるまでの二〇秒。格納庫内の状況は激変する。

　くぐもる声。耳みみ障ざわりな打撃音。飛び交う衛兵たちの怒声。

　状況が分からない葵は、そんな音を聞くばかりだ。分かるのは、衛兵たちが何者かと戦っていることだけ。

　──なに？　いったい？

　葵が混乱する中、格納庫内の照明が一挙につく。予備電源に切り替わったのだ。

　葵は目を疑った。この場には一五名の衛兵がいたはず。しかし今は、その半数以上が倒れていた。残った七名が侵入者に銃を向ける。

　──あいつ、は？

　葵の叫びに応こたえるように……一人の男が立っていた。

　一瞬、誰か分からなかった葵も、すぐにそれが彼だと認識した。

　それは目を、髪を──

「そこまでだ、氷ひ室むろ夏なつ樹き！」──紅に染め上げた氷室夏樹だった。

　状況の急転に、葵の頭は付いていかない。日向ひなたも仰天して辺りを見回している。

「手を頭の上にのせて背中を向けろ！　発砲の許可は下りているぞ！」

　衛兵が大声で警告する。夏樹は黙って言う通りにした。

　夏樹の様子を注意深く観察し、兵士の一人が銃を構えたまま近づいていく。

　ふと……葵の涙に濡ぬれた視線と、夏樹の穏おだやかな視線が絡からまった。

「いるよ……ここに。セレンの味方は君だけじゃないぞ」

　夏樹は力強く微笑ほほえむ。

　葵には分らない。どうしてこんな状況で、彼が優しい声を出せるのかを。

「しゅ！」

　次の瞬間、衛兵の顎あごに何かがかする。

　夏樹に近づいた衛兵は意識を無くす。糸が切れた人形のように膝ひざが折れた。夏樹は衛兵が崩れ落ちる前に、ホルスターから拳けん銃じゆうを奪いとる。

　銃声六発。

　全員、銃を弾き落とされ……それが、数瞬の間に行われた神技だと気付く。

　驚きよう愕がくに言葉を失う全すべての人に、夏なつ樹きは毅き然ぜんと言い放つ。

「エルフィーナを返してもらう。道をあけろ」

　銃を捨て、夏樹は疾はしった。

　銃を拾う暇ひまなんて与えない。夏樹は一番手前にいた衛兵の懐ふところに入り、腕と服を掴つかむ。

　その衛兵の世界がぐるんと回った。衛兵の体が石畳に叩たたきつけられる。

　夏樹の背後に、一人が襲い掛かる。スピンブローが、腰の捻ひねりだけで繰り出された。夏樹の拳こぶしを横っ面にもらった衛兵は、歯を何本も飛ばしてコンクリートの上に転がる。

「道を……、あけろっ！」

　まるで獅し子しの咆ほう哮こうだ。衛兵達の反応がワンテンポ遅れる。夏樹はその隙すきに、もう三人を眠りの世界に叩き落とす。

「ば！　化ばけ物ものがぁ！」

　最後の一人が銃を拾って何発も発砲する。だが、ここで信じられない出来事が起こった。

「なっ！」「えぇっ!?」

「う……そ」

　柔じゆう呉ごと日向ひなたが同時に声を上げる。葵あおいも言葉を失った。

　夏樹は無傷で立っていた。胸と腹、それぞれに置かれた彼の両拳が開かれる。鉛の玉がこんこんこんと、何発もコンクリートの床に落ちた。

　最後の一人が夏樹の蹴けりで吹き飛ぶ。その者は鉄の壁を凹へこまして昏こん倒とうした。

「そんな、そんなの」

　葵たちは見た────夏樹は、銃弾を素手で掴つかみ取とったのだ。

　そして、これだけのことをやりのけ、夏樹は息一つ乱していなかった。

　──ありえない、こんな、こんな、

　葵は数日前の彼を思い出し、今の夏樹を見る。すくんで、何もできなかったはずのお坊ちゃまが……訓練された兵士十五名を、息もつく間に倒してしまったのだ。

　夏樹は何も言わず、真紅の戦闘機に向かって歩きだす。

　自由を取り戻した葵は、悔しがるように口を紡つむぐ。地面を掻かくように起き上がった。

　葵は夏樹の前に立ちはだかる。

「待って！」

　これだけの所業を見せられようとも……葵は夏樹を信じる事ができなかった。

「葵ちゃん！　ダメ！」

　日向が止めるが葵は聞く耳を持たない。

「あの新型には私が乗る。戦場をオモチャにしたいだけのお坊ちゃまに用なんてない！」

　刃渡り二〇センチ以上はあるサバイバルナイフを腰から引き抜く。

　葵あおいはそれを夏なつ樹きに向けた。しかし夏樹は、歩を全く緩ゆるめようとしない。

「止まって！　止まれ！」

　葵は半なかばヒステリー気味に声を上げる。

　彼に抱く認識と、目の前で起こっている現実……そのギャップに葵は混乱した。

　──コイツはオタクなんでしょ!?　ただ、ヒーローごっこがしたいだけで！　目立ちたいだけのボンボンなんでしょ!?　それが何で！　こんなの！

　任せてなるものかという抵抗と、すがりつきたくなるような期待。その合間に立たされ、葵の心は両極に引かれる。最後は、自分がどうしたいのか分からなくなった。

「あんたに！　あんたなんかに誰かを救う資格なんてないんだっ！」

　葵は夏樹に斬きりかかる。葵の頬ほおに鮮血がかかった。

「な……んで」

　葵の瞳どう孔こうが開く。次には唇も震わせた。日向ひなたたち、整備部も同じような顔になる。

　ナイフは届かず、宙で止まっていた──夏樹の手に掴つかまれて。

「アンタなら避よけれたでしょ!?　どうして!?」

　半狂乱になる葵を、夏樹は動じることなく見詰める。手から血が落ち続けるが、刃やいばはピクリとも動かなかった。

「悔しかったな……本当に」

「っ!?」

　葵は見る……夏樹の赤い瞳ひとみには、深い憐あわれみと、強い怒りが同居していた。

「君のその想おもいは、俺が何倍にもしてあの化ばけ物もの共に返してくる。だから、お願いだ」

　夏樹はナイフを掴む手に力を込める。ナイフの刃に亀き裂れつが走った。

「いかせてくれ」

　乾かわいた音、折れる刃──衝撃が葵の体を駆かけ抜ける。葵は膝ひざを折った。

　葵はやっと、認識を改める。

　ここにいるのは、数日前の恥ち辱じよくに怯おびえて、すくんでいた少年ではない。

　背中の大きさが、高潔なまでの迷いの無さが、彼の本質を物語る。夏樹が決して、つまらないプライドを満足させるために此こ処こに来たのでは無い事を──

　故に……葵は、我慢に我慢を重ねてきた想いが決壊した。

「お願い、します」

　歩きだした夏樹に葵は言う。涙声のまま口元を手で覆おおった。

「セレンを……私たちを、助けてください」

　夏樹は一歩だけその歩を止める。背中越しに葵に言った。

「俺の全部で全てを助ける……後は任せてくれ」

　葵は、涙で濡ぬれた瞳を大きくする。無言のまま何度も頷うなずき、今度こそ咽むせび泣く。

　夏なつ樹きは葵あおいの想おもいも確かに受け取る。そうして向かう。相棒の下へ。

「おまたせ。エルフィーナ」

　夏樹は辿たどりつく。真紅の戦闘機は、夏樹の帰還を待つように鎮座していた。

「まるで、小さい頃にテレビでみた改造人間だな」

　横から柔じゆう呉ごが声をかける。オイルまみれの作業着を見て、自機を整備してくれた人物だと夏樹は見当をつけた。

「なぁ……勝てるか？　アンタと、その、エルフィーナとやらなら」

　柔呉の問いに夏樹は答えない。機体を見渡すと少しだけ口元を緩ゆるませた。

「……ワックスをかけてくれたのか」

　真紅の装甲板が、綺き麗れいに磨かれていた事に夏樹は気付く。

「ああ、他にやることも無かったからな。なにぶん、説明書なしだ。もし他に注文があったなら、文句はアンタのお婆さまに言ってくれ」

　そう言って柔呉はじっと夏樹を見る。やがて笑みを作ると右手をあげた。夏樹は少し逡しゆん巡じゆんする。しかし断る理由もなかったので強くその手を叩たたき返した。

「感謝する。口には出さないが、こいつはススだらけだと拗すねてしまうんだ」

　紅の勇者は糸目職人に礼を言う。

　目指すは一つ……セレンが待つ、あの化ばけ物ものだらけの戦場だ。







　状況を打開できないでいる生途会に、新たな風が吹く。

「非常運搬用の地下通路が開通しています！　７から15を経由して、89まで！　出発点は第七地下シェルター！」

　男子役員が報告する。真っ先に動いたのは雷らい鳥ちようだった。

　すぐに第七地下シェルターに通信を回す。すると柔呉が笑いながら通信に出た。

「柔呉。これはいったいどういうことだい」

『いやー、侵入者さんにやられちゃいましたよー。総そう帥すいが用意した兵隊さんたち、秒殺で……おまけに試作機まで奪われて、逃げ道用意しろって』

　寡黙な彼らしくも無い。饒じよう舌ぜつな口振りが、柔呉の手引きを予想させる。

　柔呉は、細い目を少し広げて雷鳥を見直す。

『ズルイですよ総帥……あんなスゴイ奴やつ、今まで紹介してくれなかったなんて』

　雷鳥は何も言わず別回線を開いた。回線先は、分からず屋の例のパイロットだ。

「聞こえてるだろう。質問に答えな。坊やと坊やの機体を知っていてなお、私がアンタに出撃を要請しなかった理由……その意味が汲くめないほど頭が悪いなんて言わせないよ」

　雷鳥の声は厳しいものだった。

　司令室のモニターに、赤い髪に赤い瞳ひとみをした少年の顔が映し出される。

　一瞬、誰かと思った紫し貴きも、遅れて夏なつ樹きだと気付いた。

『では、お聞きします。俺がそれに気付いてなお、このシートに座っている意味……お察しください』

　夏樹は紅色の瞳で即答する。

　その真っすぐ過ぎる目を見て……雷らい鳥ちようは驚くほど簡単に諦あきらめがつく。

　自分が嘘うそつきだからよく分かる。嘘を付けない馬鹿の目こそ、思い通りにならないことを。それでも苛いら立だちが消えたわけではない。雷鳥は点つけていたタバコを灰皿に押し潰つぶす。

「……別件だ。それは、こっちの出した条件を呑のむということに相そう違いないね？」

　夏樹は商談の件だと察すると、『ハイ』とだけ答えた。

　見るからに怒っていた雷鳥は、次第にその口を笑みに変える。

　この絶望下で何な故ぜ、笑えるのか……生徒達には分からなかった。

「あんだけ戦闘に介入するのは拒こばんだくせに……これはそっちでいう、軍規違反になるんじゃないのかい？　大好きな規則はどこにいった、軍人さん」

　雷鳥は問う。夏樹はそれに自分の信念で説き返す。

『俺が軍服を纏まとったのは、力なき人々の盾になるためです。任務がしたくて軍人になった訳じゃない』

　きっぱり返ってきた答えに紫貴は目を瞬まばたかせる。雷鳥は嫌そうに口元を歪ゆがめた。

「臭くさいね。綺き麗れい過ぎて吐いちまいそうだ……。任せていいんだね？」

　夏樹は無言で頷うなずく。雷鳥はそれを見て薄く笑った。

　しわだらけの人差し指が、光学モニターのキーパネルを一つ押す。左モニターに映った非常運搬通路に緑色のラインが引かれた。

「長射型ですよ!?　死ににいかせるようなものです！」

　男子役員が雷鳥に言う。モニターに映る夏樹は静かに瞳を閉じた。

『感謝します』

　夏樹の顔がモニターから消える。

　困惑の視線を浴びせかける生徒たち。雷鳥は大きく息を吐く。

　真っすぐ過ぎる目。いけ好かない台詞せりふ。そして、彼だけが持つ特別な力。

　エイルン＝バザットについての情報を雷鳥は頭の中で列挙する。やがて腹を括くくった。

「駐ちゆう屯とん戦力及び、氷ひ室むろ義塾全校生徒に告ぐ！　今より虎の子の切り札、例の試作機による戦況の巻き返しを狙ねらう！　搭乗するパイロットの指示に従え！　いけすかないと思う奴やつは、このババアの顔を思い浮かべな！　あのガキの命令は私の口からでたものと思え！」

　生途会の面々、全すべての顔が引きつった。雷鳥の発言は、最高クラスの指揮権を、一パイロットに委任したことを意味していた。

「なお！　試作機及び選任パイロットは機密上、作戦名を用いることにする！」

　雷らい鳥ちようは声を張り上げる。

　紫し貴きが、生途会の生徒達が、自分の持ち場たる各おの々おののモニターに視線を戻す。

「作戦名コードネームは真紅の淑女スカーレツト・レデイ！　あの紅あかいのが、今から命を預ける、奴らの名前だよ！」

　その名の意味を知る紫貴は、困惑に瞳ひとみを広げる。

　──こんなの、司令らしくないです。

　放たれたコードネームは、ドール・ワルツ・レクイエムの中で、あの機体につけられた不名誉なあだ名を意味していた。

　一機の紅が今……大空へと飛び立つ。







　隣小島はまさに、この世の地獄絵図だった。

　所々から煙が昇る。砲声は鳴りっぱなしで、島の其そ処こら中で癇かん癪しやく玉だまが爆はぜるみたいに爆発が起こっていた。蟻ありの行進ような群影……その全すべてポーンだ。小山のような巨人、ルークは四よつん這ばいで島のあちらこちらに散開する。総数にして六〇〇以上だ。

　夏なつ樹きはコックピットモニターの右端はしを見る。

　そこにはデフォルメのアニメアイコン──ベッドの絵に「ＺｚｚＺ……」と、眠りを示すスペルが動いている。その下には、３分45秒とタイマーがカウントされていた。

　──あと一七分。

　夏樹は一気に上空まで機体を滑すべらせる。機体を反転させてクイーンがいる方角へ向けた。

『スカーレット・レディ！　止まらないで！　狙ねらい撃ちされます！』

　悲鳴に近い声で、紫貴が音声通信を送ってくる。しかし夏樹は動かなかった。

　首元が汗ばむ。一秒すら、果てしなく長い時間に感じた。

　だがそれは、コンディションが完全な臨戦態勢に入っている事を意味する。戦場で培つちかわれた経験が、いつでも動けると夏樹にささやく。

「来い」

　額ひたいの汗が夏樹の鼻筋を伝い、口元を滑った。

　突然の攻撃シグナル──真下・左の外枠フレームランプが、警報音と共に点灯。

　点灯と同時に夏樹は反対方向に操そう縦じゆう桿かんを倒す。戦闘機のスラスターが吼ほえるように点火する。推進力に押し出された戦闘機が空をスライドした。







　生途会の中央モニターには、死のボールを回避した真紅の戦闘機が映った。

「う……そ」

　紫し貴きは唖あ然ぜんとなる。他の生徒たちも驚きに声を上げた。

　驚いたのも束つかの間ま、真紅の戦闘機を執しつ拗ように黒いボールが襲ってくる。連弾だ。

　だが真紅の戦闘機は、猛スピードで滑空、回転、乱暴なシフト回避を駆使してクイーンの攻撃を避よけ続ける。雷らい鳥ちようはへなへなと腰を落とす。あんぐりと口をあけた。

「無差別物質消去ＩＭＥの連続転移を……マジかい」

　それは驚きよう天てん動どう地ちの大事件だった。有史以来、クイーンのこの攻撃を避け続けたなんて記録はない。しかし、あるはずの無い記録が更新され続けるではないか。







『なんで……嘘うそ、こんな！』

　紫貴の声がコックピットに届けられる。夏なつ樹きは辛つらそうに笑った。

「空間情報の変化を先読みしてるんだ！　タイミングさえ分かってしまえば、そう難しくはない！」

　更に回避。黒球は再び何もない上空に形成される。

　夏樹の思ったとおりだった。

　五日前の戦闘で、同種の攻撃に自機の攻撃シグナルが反応したのを夏樹は覚えていた。敵の攻撃には発生の瞬間、僅わずかだが何かの予兆があると踏んでいたのだ。

『で、でも情報を先読みしたって、コンマ０・何秒の世界……そんな反応速度で機体を動かすなんて人間にできるわけない！　それに、その機体の大きさから考えても！』

　紫貴は、知っているからこそ訳が分からない。

　どんなに機体が早く危険を知らせたとしても、搭乗者の反応がついていかなければ意味がない。常人なら、警報だと脳が認識する前に御お陀だ仏ぶつだろう。

　しかし、夏樹ことエイルン＝バザットはそれを可能にする。

　夏樹は思考下でありながら、反射を超える速度で反応できるからだ。

　弾道すら読み取る動体視力に、数千倍の神経伝達、鋼はがねの骨格と超人の肉体……理り不ふ尽じんな悪に対たい峙じするとき、夏樹は余すことなくこの力を行使する。

　回避が可能──それは、勝利への絶対条件のクリアを意味していた。

「戦闘中の全すべての友軍勢力に通達！　生途会の指示するポイントまで後退せよ！」

　汗が飛び散る。慣性制御系が働いているとはいえ、機体にかかるＧは常人ならとっくに意識を奪うほどだ。夏樹は声を張り上げることでブレる意識を覚かく醒せいさせる。

「生途会！　こちらは操そう縦じゆう桿かんから手を離せない！　そちらの立体マップの簡易座標でポイントを言っていくから、そこへ誘導するんだ！」

　夏樹の命令は生途会を驚きよう倒とうさせる。夏樹は交戦中の全部隊に撤退を命じ始めたのだ。







　氷ひ室むろ義塾──戦せん騎き装そう・第一格納庫。

　二十メートル近くあるメインゲートが全開している。外から次々と、自衛隊の戦騎装が収容されていく。柔じゆう呉ごが声を張り上げて整備部員たちに指示を出している。

「入れろ入れろーっ！　何も考えるなー！　とにかく入れまくれーっ！」

　柔呉の声を支柱に整備部は動く。全員が不安でどうにかなりそうだった。

　第弐富士には三つの巨大な開閉式の渡し橋がある。これを下げることによって隣小島との連絡通路となる訳だが……夏なつ樹きは何な故ぜか、橋を全て下げさせたのだ。今、収容されているのは、第弐富士・市街地で展開していた、最終防衛ラインの戦騎装部隊だ。

　第一次から第四次防衛ラインの戦力は、隣小島で敗走の真っ最中である。

　第五、第六次防衛ラインの戦力は、戦線を下げて第弐富士内に逃げてきていた。

　壁面に掲げられる巨大モニター──第弐富士を示す立体マップが映り込んでいる。

　立体マップでは、橋を渡った赤マーカーが大挙して第弐富士の市街に押し寄せていた。

「あのオタク！　部隊引かせてなに考えてんだよ！」

「市街地にもう！　マリスが入ってきちまってるぞ！」

　出撃停止を受けた機兵部が悲鳴を上げる。

　氷室義塾の創立以来、敵の侵入をここまで許したことはない。その動転は必定だった。

「よー」

　そんな機兵部の前に柔呉が立つ。肩には恫どう喝かつ材料の強化セラミックの柱が担がれていた。

「気持ちはわからんでもない。が……遊んでるなら、お前らも手伝ってくれないか？」

　柔呉に習い、屈くつ強きようなメカニックたちが工具片手に機兵部を取り囲む。

「今、ココにいて良いのは、生きる為ために動ける人間だけだ。それ以外はイラネェんだよ……何もしないなら、力づくで外に放ほうり出すぞ」

　糸目を開き、整備部・部長が本気で怒る。柔呉は確信していた。自分の命を的まとにしてまで、あの男は撤退の時間を稼いでいる。きっと何かあるはずだと踏んでいた。







「なんてことを」

　生途会役員たちは死人のような顔になっていた。

　敵を止めていた青マーカーが撤退した途端、赤マーカーが一いつ斉せいに三つの橋を渡り始める。赤マーカーは第弐富士に侵入し、ヘキサが密集する氷室義塾本部に一直線で向かっていた。

　生途会に落ち度は無い。すべては夏樹の指示した通りだ。

　だがその結果、赤のマーカーは一つの大きな塊かたまりとなり、第弐富士の市街地を抜けようとしている。この氷室義塾本部との距離──僅わずか三キロ。

　夏なつ樹きの出した命令は、敵に道を譲れと同義だった。

　意図を問い詰めようにも、雷らい鳥ちようは最初の段階でこちらからの通信を厳禁させていた。

　夏樹もまた、死と隣り合わせの回避行動に専心しなければならないからだ。

「もう終わり……皆…皆、喰くわれる」

　女子役員が呟つぶやく。他は誰も喋しやべらない……。彼らは既に、自分たちの死を予見していた。

　──氷ひ室むろくん、あなたは何を、

　紫し貴きはこんな状況でも感情に流されていなかった。夏樹の思おも惑わくを探す。

　最初、紫貴は爆撃を予想していた。しかし、市街地に敵を招き入れた時点でそれは不可能になっている。地下には民間人が避難しているのだ。爆撃なんて行えば表層プレートが崩れて、民間人は下敷きになってしまう。この本部も、ただでは済まないだろう。

　紫貴はふと、視界の端はしにいた雷鳥を見た。あの人の顔が今どうなっているのかを。

　紫貴は驚く。雷鳥は全く動じていなかった。手遊びをするように新品のタバコのビニールを外している。

「いろんな人間、見てきたけど、久しぶりに会ったねぇ。あの手のバカは」

　わざと全員に聞こえるように雷鳥は喋った。新しい一本をその口に咥くわえる。

「いるんだよ……極たまに。自分が傷つくよりも、他人が傷つく事の方が許せないって、正義の味方気取りの大馬鹿が」

　紫煙の香りが、司令室に広がっていく。

「あの坊やの目はまさしくソレだったねぇ」

　雷鳥は自信たっぷりに煙を吐いた。







　コックピットのサイドモニターに映る立体マップ。

　夏樹の頭の中で描いていた構図と、マップ上のマーカー配置がやっと合致する。

　既にこちらの準備は整っていた。全てを救うための算段が。

「チャージング・スタート！　モード！　ワイドレンジ！」

　戦闘機の砲身が真ん中で割れ、滑すべるように伸びる。中からドラム状のシリンダーが現れた。シリンダーが虹色に発光し、高速回転を始める。

　敵の無差別物質消去ＩＭＥ。

　回避と同時に方向転換……垂直になった戦闘機が映したのは第弐富士全域だった。

　化ばけ物ものたちの大行進が、拡大図でメインモニターの半分に映し出される。

「化物ども！　人の涙に、どれだけの想おもいが込められているか知っているか！」

　夏樹は操そう縦じゆう桿かん・横にあるキーパットを、高速で弾き始める。

　何百枚もの画像が、シャッフルされるトランプのように切り替わった。

　超高速で画像が左右に分かれていく。その全すべてがターゲットである。夏なつ樹きは、自分の目と指で標的を選別しているのだ。

　魔女と虐しいたげられ、泣き続けてきた女の子が、夏樹の脳裏に浮かぶ。

「もう泣かせない！　絶対に！」

　操そう縦じゆう桿かん・頂上の小さなボタンが押される。

　流星群────二つの砲口からシャワーのように青い光が降り注ぐ。

　その一本一本が、指向性の高出力レーザーだ。

　レーザーはロックオンした敵めがけ、孤を描いて飛ぶ。光の矢がマリスの頭を次々と貫つらぬいていく。光に貫かれた敵は、浄化された亡者のように、炭化し、消し炭となった。

　夏樹は敵の大半を射程内に収めるため、あのような命令を出していたのだ。

「うぉおおおぉ!!」

　夏樹は激げき昂こうする。真紅の戦闘機は何度も光の雨を降らせ続けた。







　司令室の立体マップ──氷ひ室むろ義塾の目前まで迫せまっていた赤マーカーが全て、×マークに切り替わる。×マークはすぐに立体マップから消えた。

　黒板消しを走らせたように、窮きゆう地ちが覆くつがえる瞬間を生途会は目撃する。

「ルーク……九七。ポーン、三五五、三九〇、四三二……殲せん滅めつを確認！　友軍機の損害はゼロ！　街の被害もありません！　地下シェルター！　全て無事です！」

　涙を滲ませて女子役員は報告する。言っている当人すら信じられないほどの戦果なのだ。

「これ、戦車連隊・二個分の一いつ斉せい放火に相当するぞ……どうして建造物被害が？」

　どよめきの次に広がったのは大歓声だった。

　皆が手を叩たたき、抱き合う。全員が泣いていた。涙を流して、生の喜びを分かち合った。

「氷室くん……あなた、これじゃ」

　震えた声で紫し貴きも呟つぶやく。その先にあるあのキャラクターの名は、辛かろうじて呑のみ込こんだ。

　雷らい鳥ちようは頬ほお机をつく。映像の戦闘機を眺めると、呆あきれてまた笑ってしまった。







　夏樹は心で頷うなずき、すぐに切り替える。次は本題を攻略する番だった。

　隣小島を映し出す。デストブルムの隣に立つ、蜘く蛛ものような手足と夜や叉しや面のような顔を持つ異形──クイーンに向けて夏樹は戦闘機を進ませる。

「必ず……助ける」

　己おのが誓いを果たすため、紅の勇者は天を駆かけた。






Ⅺ　真紅の淑女スカーレツト・レデイ









　繁華街を思わせる市街地──マリスの行進でその景観は損なわれている。だが、街にはびこる悪魔は一掃されつつあった。

　一匹の紅あかい鷲わしの羽ばたきによって。

「どけぇえぇ!!」

　ビルの合間を縫って真紅の戦闘機が進む。

　夏なつ樹きは遅れて到着したマリスの掃そう討とうを行っていた。

　先頭部から伸びる機関砲が火を吐く。道路上のポーンが銃弾で四辺に散らばる。

　ビルから顔を出したルークはミサイル一発で首なし人形だ。

　徒党を組む者は、ムーンブラスターで塵ちりに返した。

　──セレン！　今行くぞ！

　夏樹は操そう縦じゆう桿かんを持ち上げる。

　真紅の戦闘機は第弐富士を飛び出す。隣小島に躍おどり出た。

　コンクリートジャングルが一転、剥むき出だしの大地がモニターいっぱいに広がる。

　戦闘機のブースターが吠える。

　目標はすぐに見えてきた。見つけたのは島中央で横たわるデストブルム……そして蜘く蛛も足で四し股こを踏み、こちらを見上げたクイーンだった。

「ぐるるる」

「……来い」

　クイーンは天に向かって唸うなり声をあげる。夏樹は紅い瞳ひとみを窄すぼめた。

　右翼側に突然の無差別物質消去ＩＭＥ──戦闘機はコマのように回転して緊急回避。

　回避と同時に夏樹はミサイルと機関砲で応戦する。クイーンは後方に跳ぶ。デストブルムから離れた。外した銃弾とミサイルが地面を吹き飛ばす。

　クイーンは勾こう配ばいの急な丘を足場に横走りする。戦闘機のいる空に向かって手をかざした。

「早い、なっ!!」

　戦闘機のスラスターが猛火を吐く。空中を猛スピードで滑空し、無差別物質消去ＩＭＥの連弾を避よけ続ける。

「!!」──モニターの左外枠フレームランプが光った。夏樹は反射的に操縦桿を右へ倒す。

　戦闘機はギリギリでそれを避ける。突然、機体を襲ったのは大岩のつぶてだった。

「投とう擲てき攻撃!?　智ち恵えがあるのか！」

　岩を投げてきたクイーンに夏樹は再度、照準を合わせようとした。しかし攻撃シグナルが三度・同時に警告。夏樹の心臓が跳はねた。即座にブースターを逆噴射させる。

　空中で急ブレーキする戦闘機──無差別物質消去ＩＭＥがギリギリのところに三つ形成される。首の皮一枚の回避だった。

　だがクイーンの狙ねらいはまさに、戦闘機が動きを止めたその瞬間だった。

　跳躍したクイーンは、戦闘機との距離を一気に貪むさぼる。

「しまっっ！　ぐうぅあぁあ！」

　紅の装甲板がクイーンの爪つめに引き裂かれた。







　衛星映像に映る戦闘機は、クイーンの俊しゆん敏びんかつ、獣じみた動きに翻ほん弄ろうされていた。

『なんだコイツ！　動きがどんどん、ぐおぉ！』

「スカーレット・レディ！」

　紫し貴きが叫ぶ。真紅の戦闘機は徐々に、そして確実に損害を被こうむっていた。

「坊や！　何を手こずってるんだい！　さっさとあのビームで吹き飛ばすんだよ！」

『できないんだ！　こいつ！　チャージの時間を！　ぐう！』

　夏なつ樹きは苦く悶もんの声で雷らい鳥ちように返す。

　戦闘機のミサイルや機関砲は、クイーンにことごとく避よけられていた。

『反応はこちらが上をいっているはずなのにっ！　攻撃が完全に読まれている！　うあぁああ[image: ]』

　無差別物質消去ＩＭＥが戦闘機の前面部を掠かする。

　夏樹の戦闘機は、機体のあちこちから黒い煙を出し始めていた。

「司令！　申し訳ありません!!」

　紫貴が立ち上がる。紫貴は泣きそうな顔になっていた。

「デストブルムが圧倒された時に気付くべきでした。私たちは読み違えていたんです！　あれは長射型じゃなかったんです！」

　紫貴の涙声をヒントに雷鳥も気付く。ギリと歯をならして悔しそうに口元を歪ゆがめた。

「こいつ……模倣型だったのかい」







『氷ひ室むろくん、ごめんなさい！　本当にごめんなさい！』

「九重ここのえか!?　どういうことだ！」

　操そう縦じゆう桿かんを取り回し、夏樹は紫貴に聞く。

『そのクイーンは【模も倣ほう型】という希少種だったの！　長射型じゃなかったのよ！　この種は擬ぎ態たい対象の外見、とりわけ、その特性をオリジナルと同等以上にコピーするの！　現に、そいつの無差別物質消去ＩＭＥは従来の長射型を遥はるかに凌しのいでしまっている！　でも模倣型の本当に怖いところは、抜群の基礎体組織と学習能力の高さにあるの！』

「学習能力？」

「そいつは今、闘たたかいながら、もの凄すごいスピードで氷ひ室むろくんの機体の動きや武装のクセを学んでいるわ！　敵の特徴をスポンジみたいに吸収して、瞬時に自身の動きに反映させてるの！　外見に表れていないだけで、体内でも構造変化が起こっているはずだわ！」

　──だからか！

　夏なつ樹きは合点がいく。

　数分前に見た動きと今の敵の動きが劇的に違う。被ひ弾だんしてしまっている現状こそが証拠だった。敵は機体の構造面で発生する、どうしようもない隙すきを突いてくるのだ。

　そして攻撃はどんどん鋭く、えげつない物へと発展している。

「くっ」

　夏樹はモニター右端はしを見る。

　先ほどは《就寝中》のアニメアイコンだったが、現在は《シャワー中》のアニメアイコンに変化していた。シャワーカーテンが閉じ、湯ゆ気げが上っている。

　そのアイコンの下には、タイマーが12分11秒をカウントしていた。

　──あと八分っ!!

　夏樹は僅わずかに目を横に移しただけだ。時にすれば刹せつ那なにも満たない時間のはず。しかし、注意の逸それたコンマ０・数秒が、警告ランプへの反応を夏樹に失念させた。

「!?」

　突然、機体の制動が利かなくなる。夏樹は、慌あわててサブモニターに目を移した。

　機体状況を現すウインドウ──戦闘機の左・側面が赤くなり、航行支障の警告をパイロットに促うながし始める。

　最も恐れていた事態……無差別物質消去ＩＭＥの直撃だった。

「っ！」

　夏樹は目を見張る。

　コックピットモニターがクイーンの巨体で埋め尽くされた。その夜や叉しや面が嬉うれしそうに笑う。警告のアラート音が長い時間、夏樹の耳に響いていた気がした。

　クイーンが両りよう爪つめを振り上げる。凶爪は真紅の戦闘機へと降り降ろされた。

　──く！

　夏樹は操そう縦じゆう桿かん下の非常レバーを引いた。







　司令室の中央モニターに、真紅の戦闘機が爆発した映像が映った。

「氷室くん！」

　紫し貴きが悲鳴を上げる。戦闘機は火の玉になって墜つい落らくしていった。

　地を割ってクイーンが大地に降り立つ。まるで己おのの勝利を称しよう賛さんするように雄叫おたけびを上げた。クイーンの雄叫びが司令室に鳴り渡る。

　衛星映像に映るクイーンは、蜘く蛛もの下半身を前面に持ち上げた。蜘蛛腹が縦に裂ける。そこから粘膜に包まれた白の玉と黒の粒が、次々と落とされていく。

　綺き麗れいになった右側モニターの立体マップに、再び赤色のマーカーが増えていった。

「模も倣ほう型だと分かっていれば……いくらでもやりようはあった」

　紫貴は呆ぼう然ぜんとなる。自責の念が膨れ上がり、暗くて冷たい感情が腹の奥で盛り上がった。

「くっ！」

　紫貴はインカムを耳から外し、それを床に叩たたきつけようとする。隣の女子役員がそれを止めた。

「会長！　待って下さい！」

　隣小島にはまだ黄色の？マークが残っていた。







『スカーレッド・レディ!!　スカーレッド・レディ！　氷ひ室むろくん！　応答して！』

「こちらスカーレッド・レディ！　俺は無事だ！」

　夏なつ樹きは車を走らせながら紫貴の声に応こたえる。

　機体状態を示すサブモニター──その全体像が、戦闘機から車へ変わっていた。

　外装部分の大半をパージ。超巨大なオフロードタイヤを生やす。

　その外観は車より、〔スーパーカー〕と言った方がしっくりくる。

　真紅のスーパーカーは土煙を巻き上げ、未舗装の悪路を爆走していた。

　──時間は！

　夏樹はモニター右端はしのアニメアイコンを見る。アイコンは先ほどと同じく《シャワー中》のままだ。夏樹が渋じゆう面めんを濃くする。

　モニターにターゲットカーソルが現れ出す。野に放たれたポーンたちの群れだった。

「増殖のスピードが早すぎる！」

　真紅のスーパーカーが鋭角にカーブする。ポーンたちも同じく方向を変えた。

　夏樹を追いかけているのだ。夏樹はクイーンの映像を拡大表示する。こちらに向かって来る素振りは見せず、ポーンやルークを生むのに腐心していた。

『坊や、状況はどうなってる？』

　音声通信を雷らい鳥ちようが送ってくる。夏樹がすぐに応答した。

「表面外装を吹き飛ばして何とか直撃は避けました！　でも、この状態だと使える武装が無いんです！」

　迫せまりくるポーンを振り切ろうと、スーパーカーはドリフトを繰り返して逃走する。避よけ切れないものは質量に物を言わせて轢れき殺さつした。

　夏なつ樹きは車体に取りつかれないようにするだけで精一杯だった。

『作戦続行は無理ということだね……分かった。今、付近の部隊に』

「いえ！　まだ手はあります！　けど、このままじゃ！」

　夏樹は額ひたいに脂あぶら汗あせを浮かべる。モニター右端はしのタイマーは13分を刻む。

　剥むき出だしの地面をスーパーカーが縦じゆう横おう無む尽じんに走る。コースが徐々に狭せばまっていった。

　ポーンの数は増えに増え、スーパーカーに取りつこうと飛び掛かってくる。

　もし、この状態で取りつかれたら、夏樹にはもう手が無かった。

　──どうする？　どうする？

　夏樹は逃げ続ける。やがて真紅のスーパーカーは海岸まで追い詰められた。

『氷ひ室むろさん！』

　その時、別回線から通信が入る……それは思ってもみなかった援軍の到着だった。







　生途会の面々が立体モニターを見て声を上げた。

〔？〕の黄マーカーを追っていた大量の赤マーカーが、急に向きを変えたのだ。

「マリス転身っ!!　スカーレッドレディから離れていきます！」

　どよめきが広がる。今度は別の生徒が雷らい鳥ちように報告した。

「司令！　Ｚ２ブリッジが下がってます！」

　既に上げたはずの渡し橋……その一本が再び降りようとしていた。







　巨大な渡し橋が厳おごそかに下りていく。

　迷彩色の戦せん騎き装そうが一機──橋の前に仁王立つ。

　スイートビーを両りよう脇わきに抱え、隣小島から押し寄せてくる敵の軍団を睥へい睨げいしていた。

　夏樹から通信が入る。

『一いちノの瀬せ!?　どうしてそんなところに！』

　夏樹の声を聞き、葵あおいはひとまず安心した。

　葵が戦騎装を進ませる。戦騎装が、下り途中の橋を駆かけ上がった。放物線を描いて戦騎装が飛び降りる。着地の衝撃で土砂が舞った。

「どうしてはこっちのセリフだって！　私の分まで仕返ししてくれるんでしょ!?　何さ、その有様は！」

　ポーンが接敵する。すぐさま葵の戦騎装に飛び掛かった。戦騎装は片方のスイードビーを突き出し、ポーンの口内に銃口をねじ込む。

　瞬間、弾丸がポーンの頭ず蓋がいを吹き飛ばした。それからすぐ、葵あおいは通信を再開する。

「ねぇ！　その新型、もうダメなの!?　もうセレンのことは助けられないの!?」

『いや……まだ、闘たたかえる。あと七分、あと七分、持もち堪こたえることさえできたら』

　葵の顔に光が差した。弾はずむように夏なつ樹きに聞き返す。

「何とか出来るんだね!?　時間さえ稼げば！」

『ば、バカを言うな！　何匹いると思ってるんだ！　敵の大部分が、君めがけて突進しているんだぞ！　すぐに引き返せ!!』

「よし！　ソイツらは私が引きつけるから、先輩はクイーンに集中して！」

『一いちノの瀬せっ！』

　葵は強制的に夏樹との通信を切る。それから戦せん騎き装そうのスピードを上げた。

　岩と土だけの悪路を進む。今度は生途会から通信が入る。

『葵！　なんでそんなところにいるの！』

　モニターに紫し貴きが映し出される。

『自衛隊の戦騎装を盗んで無断出撃なんて！　第四、第五次防衛ラインは市街地まで下げているのよ!?　そこだと孤立するわ！　第弐富士まで下がりなさい！』

　紫貴の言う通り、先ほどから赤マーカーが増え続けていた。

「紫貴が作戦中に慌あわてるなんて珍しいね……。ねぇ紫貴？　あの人は私達の代わりにセレンを助け出そうしてくれてるんだよ？　そんな人を助けるのっていけないこと？」

　戦騎装はスピードを上げる。跳はねた泥が機体にかかった。

　ポーンが数匹、向かってくる。その後ろでは、ルークが四よつん這ばいで爆走していた。

『そういう話をしているんじゃない！』

　紫貴が怒ど鳴なる。すると葵も堪かん忍にん袋ぶくろの緒が切れた。

「そういう話でしょ!?　これって！」

　葵は怒鳴り返す。鬱うつ積せきしていた怒りを、銃弾と共に吐きだした。







　司令室の中央モニターで、迷彩色の戦騎装がマリスと大立ち回りを始める。

『ヘキサ！　部長！　責任！　規則！　罰ばつ！　世せ間けん体てい！　ネイバーフッド！　面倒な事情に首根っこ押さえつけられて、友達見捨てるのはもう嫌だっつってんの！　ざけんな！　もう知らない！　私が本当に守りたかったのは、こんなもんじゃないっ！』

「あ……葵？」

　葵の怒号が司令室に響く。葵の本音は、紫貴の耳には痛すぎるものだった。

『友達が友達を助けるのって変なことじゃないでしょ!?　紫貴！　私は紫貴のことまだ友達だと思ってる！　セレンだって昔みたいに戻りたいはずだ！　紫し貴きはどうなんだ！　答えろ！　アンタの心はどこにある！』

　葵あおいの駆かる戦せん騎き装そうがポーンに取り付かれる。

　戦騎装はポーンを担いだまま絶ぜつ壁ぺきの丘に体当たりした。圧死したポーンの死し骸がいが地面に転がる。左肩をダランとぶら下げ、葵の戦騎装はまた進む。

　──私は……私、だって。

　紫貴は顔を伏せる。

『きぁあぁ！』

　葵の悲鳴。中央モニターで葵の戦騎装がつんのめるように転がる。その上に一匹のポーンが飛び掛かる。

『まだだぁあ！』

　四よつん這ばいの姿勢から、タックルをするように戦騎装がポーンに覆おおい被かぶさった。

　スイートビーの銃口を顔面に押しつけてポーンを撃ち殺す。

　立ち上がった戦騎装の損害は痛ましいまでに拡ひろがっていた。

　──私は……生途会長よ。

　紫貴の心は引き裂かれそうだった。職責と感情のせめぎ合いが紫貴の胸をえぐる。

　──何よりも優先すべきはヘキサと民間人、考えるまでも無い。現状、確実に起こり得る損失は、戦騎装一機と……親友の命、一つ。

　紫貴は唇を噛かむ。唇が裂け、血の線が伝った。

　そんな中だ。紫貴を見ていて我慢できなくなった男子役員が手を上げたのは。

「司令！　独立指揮を申請します！」

「た、田た中なか君？」

　驚く紫貴を男子役員は無視する。雷らい鳥ちように進言を続けた。

「指揮官には九重生途会長を推薦！　私はその下に入ります！　承認を！」

　彼の進言は、紫貴の指揮系統を通常とは別個にさせるというものだった。

「いいだろ、承認だ。立候補者は他にいるかい？」

　雷鳥は迷いなく許可を出す。

「佐々木、立候補します！」

「安城！　混ぜて！」

　手を上げる仲間達。その目は、その意図は──全体指揮を優先するあまり、友達を助けるのを躊ちゆう躇ちよしている──誰かの背中を押そうとするものだった。

「みん、な？」

　紫貴の仮面がずれ落ちそうになる。足に震えが込み上げてきた。最後に紫貴は雷鳥の方を見上げる。本当にいいのか聞くように。雷鳥は情の籠こもった笑みを浮かべていた。

「どうせやるなら派手にだ。久しぶりに一緒に暴れてきな」

　紫し貴きの目から涙が落ちた。乱暴に目元を拭ぬぐうと、紫貴は再び表情を凍いてつかせる。







　──くそ！　気き張ばれポンコツ！

　葵あおいは胸きよう中ちゆうで毒づく。マガジンは底を尽いた。左腕は使い物に成らない。それでも葵は操縦技術を武器に機体を前へ進ませていた。戦せん騎き装そうが悪路をジグザグに走っていく。

　周囲には深い森が生おい茂しげっていた。

『一いちノの瀬せ部長！　ストップ！』

　突然の通信だった。葵は咄とつ嗟さに戦騎装を急ブレーキさせる。次の瞬間、戦騎装・正面の地面がめくれた。第弐富士から猛スピードで何か飛んできたのだ。

　墓標のように立つ箱──それは【コンテナボックス】だった。

　コンテナの蓋ふたが自動的に開く。スイートビーのグリップが勢いよく飛び出した。

「これ」

『機体のコンディション・武装は全すべてこちらで管理します！　さぁはやく！』

　生途会の通信に葵は当惑しながら、コンテナの中から新品の銃を引き抜く。

『ポーン種七！　十四時方向に正射！』

　矢のような指令──葵は条件反射にも似た速さで命令を遂行する。森林部の入り口に向けて銃を乱射。森から出てきたポーンが七匹、射線に飛び込んで絶命する。

『七時方向へ微速後退、五秒後に扇おうぎ状じように放射！』

　──この声、

　指令通り、扇を広げるように葵の戦騎装が銃弾をばら撒まく。別の木陰から現れたポーンがまた大量に駆く逐ちくされる。

　葵は、その声と手際に、一人の女司令官を連想した。

『一ノ瀬葵・騎兵部長！』

　──やっぱり！

　声を聞いて、葵は柄にもなく声をあげそうになる。

『下等生物どもを冥府へ送ります！　私が弾頭台！　貴女あなたが鎌かま！　これで分るわね！』

　凛りんとした立ち姿の紫貴がモニターに映る。その背後で役員男女が顔を覗のぞかせた。

『炎の一フレイム・ワンと氷の九アイス・ナインのギロチンタッグ！　久しぶりに見せて下さい！』

　生途会の役員たちが力強いサムズアップを葵に送る。

『おーい』

　また別箇所から映像通信が入る。格納庫の柔じゆう呉ごたちからだった。

「橘たちばな部長!?」

『武器のことは心配すんなー。なんたって会長様直々の、超特急・ピンポイント発送だ。こっちはカタパルトに乗せるだけだから、迷わず捨てて構わないぞ』

　柔じゆう呉ごの背後で整備部が『お──っ！』と、声援を送る。他にも、整備部に手伝わされていた機兵部の面々が、乗り出すように画面に顔を覗のぞかせた。

『うちらの部長、やっぱかっくいーっ！　炎の一フレイム・ワン！　ゴーゴーっ！』

『葵あおい先輩！　そいつらみんな、ぶっ殺しちゃえ！』

　葵の全身が沸ふつ々ふつと熱くなる。人前でなかったら本気泣きだ。

『帰ってきたら引っぱたいてあげる……だから絶対に帰ってきなさい』

　紫し貴きは真剣な眼まな差ざしで言う。紫貴の本心を垣かい間ま見みて、葵はにやけそうになった。

「どうしよ」

　葵が呟つぶやく。戦せん騎き装そうの脇わき下したから勢いよく蒸気が噴ふき出た。

「今日の私！　負ける気しない！」

　葵の戦騎装が突撃を再開する。

　迷彩色の巨人は、損傷など微み塵じんも感じさせない活躍ぶりでマリスを陽動していった。

[image: ]

　──分かるかセレン。俺だけじゃないぞ、君を助けたいのは。

　夏なつ樹きは心でセレンに呼び掛ける。真紅のスーパーカーはクイーン目がけて突進していた。

　モニター右端はしに映るアニメアイコンは《化粧中》に変わっている。

　鏡の前で「♪♪」と化粧する女の子の背中──タイマーは19分25秒を刻む。

　──君は一人じゃないんだ。

　モニターに大破したデストブルムが映った。行く手を阻はばむようにルークが三体現れる。夏樹は避よけることなくスーパーカーを前進させた。

　乗りかかるようにルークが次々と車体に取りつく。ルークたちの力に負け、スーパーカーは次第に減速していく。ついに動きが封じられた。

　オフロードタイヤが空回りする。土煙が巻き上がった。コックピットモニターにルークの巨大な手が迫せままる……しかし、夏樹は微み塵じんも揺るがなかった。

　モニターのアニメアイコンが消える。〔真紅のハイヒールアイコン〕が表示された。

　ハイヒールがカツンとタップを鳴らす──夏樹の赤い瞳ひとみが大きく開かれた。




　──　この瞬間……この戦場に奇跡が起こる　──




「クロ……偉えらかったね」

　セレンはシートを撫なでる。彼女は既に死を覚悟していた。

　話し相手もいないこの空間で、仕方なくセレンはボロボロになった半身に別れを告げる。

　セレンはこの機体がどこか憎にくめなかった。

　自分が乗らないと動かないとか、同じ痛みを負えとか、寂しがりなところが自分に似ていて……どこか嫌いになれなかった。

　そのくせ命令には従順で、今も自分を守ろうとしてくれている。

　自分とセットで魔女と迫害されるこの機体が、もしかしたら好きだったのかもしれない。

「ねぇ、クロ」

　セレンは大事だった人たちを思い浮かべた。

　浮かんだのは、かつて友達だった紫し貴きと葵あおい……そして、今は亡き父と母だ。

　この寂さびしがり屋やが、手持ちサイズの猫なら、その魂たましいを会わせてやれるのに。

　ペットとしてなら、大好きなヌイグルミと一緒に傍そばにおいてやってもいいと思う。

　だが心残りもあった。

「私……約束、守れなかった」

　自分のために泣いて、怒ってくれた少年。あの少年を守れなかったことが、セレンの瞳に、再び潤うるおいをもたらす。

「夏樹、ごめんね」

　セレンは泣く。泣いて死の間際の懺ざん悔げを少年に送った。

　その彼がすぐ近くまで来ていたことを……セレンはまだ知らない。







〔艶なまめかしい女の足〕だった──司令室の中央モニターに映っていたのは。

　足を象かたどるレッグユニットが、空を蹴けるように天高く持ち上げられている。デザインは、黒い女性のハイブーツ。真っ赤なハイヒールが輝いている。

　周囲には、スーパーカーに取りついていたルークたちが何体も吹き飛ばされていた。

　足は華麗に折り曲げられ……ゆっくりと上体が起こされる。

　そして、その全容が明らかになった。

「おにんぎょう？」

　女子役員が呟つぶやいた。

　そんな言葉を連想させたのは、そのシルエットのせいである。

　スカートの裾すそはパラソルのように大きい。薔ば薇ら飾りが四つある。しなやかな腕はドレスの袖そでのようなデザインだ。ドレスの袖やスカートの裾にフリルをあしらう。

　フリルカチューシャに、貴婦人が好みそうなツバ広の帽子。

　その全体像は、子供の頃、絵本で読んだお姫様の西洋ドレスを彷ほう彿ふつとさせた。

　ドレスの色は鮮やかなまでの〔真紅〕。

　連想は認識へ……紫し貴きたちはやっと理解する。

　戦場には真紅の巨大ロボット淑女が立っていた。

　スーパーカーの中から、あのロボットが現れたのだ。

「あれって……もしかして……」

　紫貴は声を震わせる。

　ドール・ワルツ・レクイエムの熱烈な視聴者たる紫貴と、エイルン研究のためにアニメをちゃんと鑑賞した雷らい鳥ちよう……二人だけがそのロボットに見覚えがあった。

「ここまで……やるかい」

　雷鳥は声を震わせる。

　夏なつ樹きがまだ手があると言った時、雷鳥は薄々、感づいていた。しかし、現実に目の当たりにしてもまだ信じられない。まさかあの機体が、あんなモンまで再現しているなんて。

　アニメでは、あの巨大戦闘機は【ファラリカ】と呼ばれ、エイルンの愛機のもう一つの顔に過ぎなかった。

　ロボット本体に飛行ユニットと武装を追加。戦闘機（今回のような非常時はスーパーカー）として運用する。その火力にどうしても目がいってしまいがちだが、あくまで本体を目的地に運ぶための輸送手段に過ぎないのだ。

　そしてあれこそが真の姿──エンジンに火を入れてから、二〇分が経過しないと起動できないが、敵対組織からは【紅の闘神】とまで恐れられた白兵戦仕様のゲンコツ淑女。

　機体名称【エルフィーナ・ルインレーゼ】。

　紅の勇者と戦場を駆かけ抜けた、最高の相棒の登場だった。







　コックピットに、電子音の混ざった女性の声が流れる。

『モード【ファラリカ】から、モード【エルフィーナ】へ移行チエンジオーバー』

　お人形を思わせるエルフィーナの顔──ミッドナイトブルーの瞳ひとみがぱっちり開く。

　頭部ユニットから伸びる、ロングヘアー状の衝撃排出路ブロンドテクトが髪のようにたなびいた。

「今回はさすがに肝きもが冷えたよ。エルフィーナ」

『いい女は、支し度たくに時間がかかるものです。ムッシュ・バザット』

　その声を聞いて夏なつ樹きは安心する。

　この空間を感じるように大きく息を吸った。

　全能感にも似た、絶対に負けないという気持ちが泉のように湧わきあがる。
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『一五一時間と五六分ぶりの対面ですが、ムッシュ』

　超高性能ＡＩ自分の意志を持つエルフィーナは、ルークやポーンたちの映像をモニター上に拡大させる。エルフィーナを取り囲むように、周辺一帯のマリスがここに集まってきていた。

『有機生体反応を持つアンノウンが多数接近……この方々は敵ですか？』

「ああ、俺とお前の敵だ。エルフィーナ」

　夏なつ樹きの返答にエルフィーナは『かしこまりました』と応こたえる。

『儀礼兵装フオーマル・オプシヨンを解除……高機動コンバツトドレスに転換開始リバーシブル』

　エルフィーナのドレスの薔薇飾りロックボルトが回転──花弁が散るように飛び散った。スカートが内側から吹き飛ぶように外れるスラスター群ウイング・パレオと二門のブラスト銃剣ルイン・ブレスが現れた。

『ティアードアーマーを正常にパージ。高機動コンバツトドレス……完全作動アクテイベイト』

　エルフィーナがうずくまる様な姿勢で浮かび上がる。

　両腰を起点にスラスター群が背面に向く。羽を広げるようにスラスターが広げられた。さながらサナギが蝶ちようへ羽化するような光景だった。

　衝撃排出路ブロンドテクト──後ろ髪──がアップにまとめられる。

　上半身に真紅のドレスを残し、下半身は太ももをはだけさす。

　女性的でありながらも力強い衣い裳しようは、淑女から女戦士への変身を意味していた。

　最後に、エルフィーナは腰にある〔Ｖ字の仮面〕を装着する。

『エルフィーナ・高機動兵装コンバツト・オプシヨンに換装完了ドレスアツプ。ムッシュ、ご命令をどうぞ』

　背後にいるデストブルムを守るようにエルフィーナは立つ。両拳こぶしを前に出し、ボクシングスタイルの構えを取った。

　夏樹は、ここまでに見た涙を思い出す。

　本当は助けてもらいたかったのに、それを言い出せなかった女の子。

　そんな彼女を想おもうも、どうする事も出来なかった友達たち。

　そして、生いけ贄にえとしてこの島に閉じ込められた多くの子供たち。

　夏樹の……いや、エイルン＝バザットのやるべき事は決まっていた。

「この悲しみを打ち砕く！」

　エイルンは吼ほえる。一人でも多くの人を救うべく、この機体を預けられた勇者として。

「エイルン＝バザットオレと！　エルフィーナオマエで！」























[image: ]

[image: ]














「ふ！」──エイルンが操そう縦じゆう桿かんを素早く引く。

　エルフィーナが、右肩の装飾具──金色の柄つか──を引き抜いた。手に持ったダガーの刃先に青い光が宿る。

　可変式ブラストダガールイン・セイバーだ。

　ルークの額ひたいにダガーが突き立てられる。そのルークが倒れる前にエルフィーナが距離を詰めた。突き立てた可変式ブラストダガールイン・セイバーの柄を掴つかむ。

　エスフィーナが髪をなびかせて、くるりと回る。

　踊りにも見える、華やかなステップだ。

　掴つかみ取とった短刀が、ルークの顔面を横一文字に割く。背後に忍び寄っていた、もう一体のルークの首も飛んだ。

　突如、横からルークに左腕を掴まれる。

　エルフィーナは嫌がるように、けたたましい音量で警告音を鳴らした。

『貞てい操そうの危機を感知。自律迎撃に移ります』

　ハイブーツの膝ひざの部分がガチャンとめくれた。

　マズルフラッシュ──エルフィーナの膝ひざ頭がしらからテニスボール大の炸さく裂れつ弾が真上に吐き出された。ルークの両腕が千ち切ぎれ飛ぶ。

『本機の躍り相手ダンスパートナーは決定入力済みです』

　瞬時にエルフィーナの足が一七〇度、頭上に持ち上がった。

　美しくしなやかなその動きはバレリーナのグラン・バットマンさながら……天高く持ちあがった足は地へと落とされる。

『お引き取りを』

　壮絶なまでのカカト落とし──高出力ブラストソールイン・カツターでルークの身体からだが両断された。

「はしたないぞ、エルフィーナ！」

『その見解に異論はありません。本機は、はしたない淑女スカーレツト・レデイらしいですから』

　紅の勇者と真紅の淑女は、まず子供たちを駆く逐ちくしはじめた。







　葵あおいの乗る戦せん騎き装そうの頭部カメラが、収縮して映像を収拾する。

「なに、あれ？」

　葵は開いた口がふさがらない。

　戦場に舞うエルフィーナに度ど肝ぎもを抜かれていた。

　ポーンだろうがルークだろうが、殴なぐって蹴けって斬きり捨てて……体長差のやりにくさなど毛ほども感じさせない。四方八方から飛び掛かってくるマリスを粉砕する。

　達人の武闘演舞を見せられているような光景だった。

　コックピットに接近アラートが鳴る。モニターには五体のポーンが迫せまっていた。

　──やば！

　一瞬、葵あおいの反応が遅れる。そのとき、〔青色の閃せん光こう〕がメインモニターを横断した。

　踏切前で電車が通り過ぎるように……青い光に焼かれ、ポーン達は消失する。葵はビックリして映像を見直す。

　エルフィーナが、ブラスト銃剣ルイン・ブレスの一本を、こちらへ向けていた。

『一いちノの瀬せ！　無事か！』

「いや……、え？　ここまで何キロあると」

　モニターに現れたエイルンを見て、葵は口をパクつかせる。

　あの格闘戦の真っ最中、エイルンは数キロ先の敵を蒸発させたのだ。

　武器の性能も、積んでいるセンサーも、それをやりのけたパイロットも、全部がもう目め茶ちや苦く茶ちやだった。

『君のおかげだ！　礼を言う！』

「あ…………はい」

　エイルンは力強く笑って通信を切る。葵の顔はリンゴみたいに真っ赤になった。







　大だい喝かつ采さい。もはや手を動かすのもやめて格納庫中の生徒たちが、壁面の中継モニターに釘くぎ付づけだった。柔じゆう呉ごも日向ひなたも笑っていた。

「あいつら、おもしれぇっ！」

「とってもお茶ちや目めなロボットさんですね」

　淑女の裏うら拳けんが、ルークの顔面にめり込む。ルークの唾つばと牙きばが飛ぶ。返り血がエルフィーナの仮面にかかった。

『ムッシュ、この体液はどうにかならないのですか？　ドレスが汚れてしまいます。作戦終了後、すみやかな洗体を所望します』

『分かったから！　今は我慢してくれ！』

「ロボットと話せるなんてロマンすぎるだろ！」

　整備部・部長は、小さな少年のように胸を躍おどらせる。







「ぐぬぬぬ」

　紫し貴きが悔しそうに爪つめを噛かむ。叫びたいのを必死に我慢していた。エルフィーナが超可愛かわいいのだ。彼女になら踏み殺されても悔いはない。それほどのまでの原作再現ぶりだった。

　──氷ひ室むろくん！　ずるいずるいずるい！

　紫し貴きは身み悶もだえする。

　暴れるオタク魂たましいを、生途会長としての体面で抑え込んでいた。

　今日ほど生途会長の肩書を恨うらめしいと思った事はない。

　紫貴もあの中に混じり、エルフィーナとイチャイチャしたかった。

「まさか……本当に全部、アニメ通りなんてねぇ」

　雷らい鳥ちようが呆あきれ声を上げた。

　物語の中にしか存在しないはずの超越者キヤラクターが、現実に暴れまわっているのである。

　戦う意・持ち得る力……全すべてはアニメに描かれていた通り。

　この世界の常識を覆くつがえしてまで氷室夏なつ樹きは、エイルン＝バザットを再現していた。

　その所以ゆえんは、氷室夏樹がエイルン＝バザットで在あるがゆえ。

　在り得ない存在は、在り得てしまった時点で、その存在の肯定を意味する。

「こりゃあ、認めるしかないか……」

　雷鳥は負けを認めるように肩をすくめた。







　クイーンは山岳の登頂に乗る。上からエルフィーナを見下ろしていた。

　エルフィーナがゆっくり歩いてやってくる。両拳こぶしをポキポキと鳴らした。

『ファラリカの戦闘ログを読みました。この方ですか。私の控室を壊してくれたのは』

　岩盤を割ってクイーンが地面に降り立つ。

　エルフィーナを威い嚇かくするように叫びを上げた。

「こいつで終わりだ。やれるな、エルフィーナ」

　エイルンは分かって問いかける。

　エルフィーナはあからさまな倦けん怠たいを漏らした。

『私と貴方あなたさまの舞台に上がるには、力不足以外の何者でもないでしょう』

　クイーンが動く。

　その巨体から想像もできないほどの速さだ。根元から地面がめくれて木々が倒れた。クイーンはエルフィーナの周りを周回する。

　エルフィーナはその場から動かない。

　クイーンはエルフィーナの首を噛かみ千ち切ぎらんと、真横から牙きばを伸ばした。

『ムッシュの苦手な射撃戦』

　エルフィーナは片手で軽々とクイーンの突進を受け止める。

　このクイーンは三〇メートル近くある。

　対して、エルフィーナは十八メートルしかない。

　体長差は約二倍、質量差にはもっと開きがあるのにエルフィーナはビクともしなかった。

『おまけに、ファラリカの中メイク途中ではステップも踏めません』

　エルフィーナが握力を込める。

「きしゃぁあぁっ!!」

　ずぶずぶとエルフィーナの指がクイーンの頭骨にめり込んだ。五指の先から黒い血が吹き出る。

『あんなものを勝利と誤認されるのは不愉快です。ミセス』

　口調は穏おだやかでもエルフィーナの声こわ音ねは冷たい。

　苦しむクイーンは、エルフィーナを引きはがそうとする。

　だがエルフィーナの方が早い。

　クイーンの頭を両手で抱え、鼻がしらを蹴けり上げる。痛烈な膝ひざ蹴りだ。

　クイーンの身体からだが何十メートルと空を飛ぶ。

　巨体が地面を割り、地響きが起こった。

　まさしく、巨人と怪物の一騎打ち。この世に顕けん現げんした神話の一ページだ。

　クイーンは起き上がる。

　夜や叉しや面を怒りに染め上げ、今度は天高く跳躍した。

　数千トン越えの重落下攻撃──質量はそのまま威力に直結する。

　クイーンの全体重が乗せられた剛ごう腕わんが、エルフィーナの頭上に振り下ろされる。

　轟ごう音おん。

　巻き上がった砂ぼこりで二つの巨体が雲隠れする。

　耳鳴りのような残響音。次第に煙が収まっていく……現れたエルフィーナは健在だった。

　ヒール状のレッグユニットが踝くるぶしまで埋まる。被こうむった損害はそれだけだ。

　クイーンの剛腕は、十字にガードしたエルフィーナの両腕に防ぎきられていた。

　淑女のアップにまとめた髪が、金色に煌きらめいている。

『人が話している最中に……無礼にも程があります』

　エルフィーナの声に怒りが帯びた。

『自律迎撃に移ります』

　首が抜けるほど、クイーンの顔がはたかれる。スナップを利かせたエルフィーナの超絶ビンタだ。次は左のボディブローが炸さく裂れつする。

　衝撃が蜘く蛛も腹を一直線に突き抜けた。クイーンの巨きよ躯くが宙に浮かんだ。

『離れな』

　エルフィーナは腰をひねる。

『さい！』──悶もん絶ぜつ必死の後ろ回し蹴り。

　超音速の足がクイーンの顔面に当たる。周囲にソニックブーム現象を呼んだ。

　クイーンの体は削さく岩がん機きで地面を削るように吹き飛ばされる。

『コントロールを返還、あの方には嫌悪しかありません。もう終わらせましょう、ムッシュ』

　エルフィーナの進言にエイルンが「ああ」と応こたえる。エルフィーナは首を少し下げ、片足を大きく前に出す。右拳こぶしを持ち上げた。

『ルインレーゼ・クロスを展開します』

　エルフィーナの右腕──ドレス袖そでを彷ほう彿ふつとさせる前ぜん腕わん部の装甲──が、浮かぶようにジョイント。袖口のフリル装甲が変形・拡張し、拳にまとわりつく。エルフィーナの右拳に手袋がはめられた。その右拳に青いエネルギーが収束していく。

『ルインウィール……最大回転マキシマム・ローテーシヨン、ムーンシェル、臨界点リミツトレベル』

　拳から青の粒子が蛍のように舞い上がった。この拳は数え切れないほどの魔を屈服させてきた勇者の剣だ。

「みんな……すまない。ここで少し、やることができたみたいだ」

　一言だけ。エイルンは、この世界にいない友人たちに謝罪する。

　まだ、どうするのが最良なのか分からない。でも、一つだけ分かったことがある。ここには自分のやるべき事がある。だから謝るのだ。少しだけ寄り道をすることに。

『展開完了……願わくばこの拳に彼の信念ワガママが宿りますように』

　エルフィーナに、この言葉を込めた少女にも謝る。

　不安や焦しよう燥そう、それらはまだ残っているが、迷いだけは無い。

　ブースト──エルフィーナのスラスターウイング・パレオが唸うなりを上げる。

　右・前腕からもジェット噴射が上がった。青の粒子が軌き跡せきを作る。真紅の淑女が超低空で飛ひ翔しようした。

「この化ばけ物ものどもは、絶対に許してはいけないんだ！」

　エイルンは紅の瞳ひとみを燃やす。

　振り上げられたのは、青い光に包まれたエルフィーナの右拳。

　クイーンの夜や叉しや面の両りよう眼めが、何倍も大きく広げられた。

『「月の女神ルインレーゼの名のもとに！」』

　一人と一機の声が重ねられる。クイーンの眼前に、断罪の鉄てつ槌ついが振り降ろされた。

『「星に還かえれぇえぇええええええええぇ！」』

　クイーンの顔が上半身ごと潰つぶされる。

　巻き起こる破砕の痛撃──クイーンの身体からだが島を飛び越える。天まで届く水柱を立て続け、地平線の彼方かなたまで飛ばされる。

　一面の海を血でどす黒く染め、島に静寂が還ってきた。

　エルフィーナの金色の髪が、次第にクリーム色に戻っていく。

　舞踏の終幕が、地獄の終わりを告げる。

　最後に立っていたのは絶望ではなく、それを滅めつした希望だったのだ。







　あれからどれほど時間が経たっただろう。

　セレンは真まっ暗くら闇やみの中、ケーブルをお守りのように握って身をすくませる。

　何か異変が起こっていたことには気付いていた。

　確かめたい気持ちもあったが、今、機体と接続したら痛みでショック死しかねない。

　セレンが困惑していると、外のハッチが叩たたかれた。

　セレンは「ひ！」と、体当たりするようにシートに身を引かせる。

「・かない？」『だからコードは・九一七・・それより・第一声が肝心・からね』

　セレンは何が何だか分からない。

　いつもなら友達のヌイグルミに顔を埋うずめて震えを分かちあっているところだが、出撃前に取り上げられてしまい、それも叶かなわない。

　セレンは目を強く瞑つぶった。ハッチの開く音。こつこつこつと足音も聞こえてきた。

　──人？　どうして？

　セレンは思おも惑わくを巡めぐらす。それからゆっくり、片目だけを開けていく。セレンの視界に広がったのは…………白いアザラシの顔面（の弩どアップ）だった。

「きゃあ!!」

　セレンはびっくりして再びシートに背をぶつける。

　鼻先に現れたのは人ではない闖ちん入にゆう者しやだった。セレンは改めて闖入者を見る。

　ハッチから入ってくる夕日が眩まぶしくてよく見えない。

　段々に目が慣れてくる。見えてきたのは学生服のような赤黒い詰つめ襟えり服。それと、仮面にするように手に持ったアザラシのヌイグルミだ。

　セレンはそのヌイグルミを知っている。それは落としてきたはずの大切な友達だった。

「シ、シロ？」

「ち、違う。わ、私はアザラシ星からやってきた正義の味方、アザラシ仮面だ。もう大丈夫だぞ、セレンくん」

　その者の声を聞いた途端、セレンの心臓が飛び跳はねる。

　その声は、セレンが今、最も会いたい人の声に似ていた。

　──そんな……こと、

　今まで自分の願望が叶ったことなんて無い。それに彼は、自分が守らなくてはいけなくて。でも、マリスに負けて、自分は約束を守れなくて……。

　セレンは芽生えた期待を、端から全すべて摘み取っていく。

　それでも様々な想おもいが、セレンの中で溢あふれて止まらなくなる。

『萌もぇっ！　ではなく……憎にくらしいほど外しませんね』

『驚いた。もう少し洒落しやれたことは言えないのかい』

　外から紫し貴きと雷らい鳥ちようの酷評が届く。

　デストブルムのハッチの外には、赤いお人形のようなロボットが立っていた。

　言われっぱなしに耐えられなかったのか、アザラシ仮面が反論する。

「や！　やれって言っておいてそれはないだろう！　これでも頑張ったんだぞ！」

　アザラシ仮面が素顔を晒さらす。セレンは彼の事を知っていた。

「え……」

　彼の顔を見て────セレンの目から涙が零こぼれた。

　熱くなった胸が、どうしようもないほど騒さわぎ出す。

　自分だけに与えられた戦場に、まさか一番来て欲しかった人が来るなんてあるはず無い。でも、助けに来てくれるなら彼がいいと思っていて……。

　アザラシ仮面は、持っていた白いアザラシのヌイグルミをセレンに返す。

　素顔である、氷室夏樹の顔を明かして。

「忘れ物だ。もう落とすなよ」

　夏なつ樹きは苦笑する。その眼めは慈愛に満ちていた。

「……夏樹？」

　セレンはヌイグルミを受け取り、小首をかしげる。

「すまない。遅くなって」

　夏樹は微笑ほほえむ。

　それは見間違うはずが無い……セレンが今、最も会いたかった少年の顔だった。セレンはポトリとヌイグルミを落とす。それからゆっくりと夏樹の下へ。

　この願いが、幻となって消えてしまわないように──

　ゆっくりと夏樹の方へ擦り寄っていった。

「なつきぃいぃ」

　ボロボロと涙を零し、夏樹の胸に小さな身体からだを預ける。

　夏樹はいつしか彼女にしてもらったように、背を撫なで、頭を撫でてやった。

　怪け我がも無いようで夏樹は安心する。

　そして、セレンにどうしても伝えなければならない言葉を言う。

「なぁ、セレン」

　たった一人の味方になってくれた、セレンだけに。

「俺も……セレンの味方だ」

　髪も目も、既に元の黒に戻っている。

　勇者としてではなく少年として、夏なつ樹きはセレンに誓いを立てる。

　するとセレンが、一層、声を張り上げて泣く。

　魔女は少女へ。

　誰もが見て見ぬふりをした少女の孤独……それが今、少年の手によって壊される。

　そんな二人を見守っていたのは、主には従順な魔女と、生き真面目まじめな淑女。そして物言わぬ夕日だけだった。
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エピローグ









　光こう三ぞうはずっと、例のアニメについて調査をしていた。

　手に持った書面データを最後の一ページまで読み終える。驚きよう愕がくに身を震わせた。

　結論から言うと、あのアニメの作者は不明だった。

　今から四年前、あるアニメ会社に身元不明の脚本データが送られる。その内容があまりに面白かったため、制作して出来たのが、あの【ドール・ワルツ・レクイエム】だ。

　脚本は次々とメールで送られた。そして最後まで送られると、作者との連絡が一切つかなくなる。報酬の振込先も、調べてみると慈じ善ぜん団体の募金口座の一つだったのだ。

　不可解な話だったが、話はそれで終わらなかった。

　複製厳禁、公表しないことを条件に脚本のオリジナルを未放映分まで読ませてもらうと、とんでもない事実が発覚した。

　過去にマリスが引き起こした大事件と、劇中の話が一致する部分が幾いくつもあったのだ。

　時系列を追えば脚本が送られてきてから事件が起こっている。一般人は知らないだけで、軍政府が水面下で葬ほうむってきたモノもあった。放映当時、巷ちまたを騒さわがしていた社会問題とオーバーラップする内容については大きく修正が入っていたことが不幸中の幸いと言える。

　この脚本はいわば、未来の事件が記された預言書……最高機密トツプシークレツトの情報だった。悪い方へ転べば、人類同士の戦争になるほどの────







　時は昼下がり。場所は理事長室。

「はぁあ……年々、嫌になってくるね。この、寄る年波には」

　大きく肩を回して、雷らい鳥ちようは一人ぼやく。

　第弐富士発足以来のピンチから早五日が過ぎた。島全体の復興も軌道に乗り始めている。

　雷鳥は机の上を見ると口をへの字に曲げた。最近、よくやる顔である。

　大理石の机の上には、小型の監視カメラが入ったダンボールが数個あった。

「ったく。技能まで地味に備えているから困ったもんだね」

　五日前の襲撃の時──サイレンが鳴ってすぐ、ＳＰ達が押し寄せたことから、夏なつ樹きは自分が監視されていることに気付く。裏で誰が手引きしていたかも見事に看かん破ぱした。

　そして本日。設置されていた隠しカメラ全部を持ってきたという訳だ。

《どうせ命をかけるのなら、信をおける上官の下で動きたい》

　夏樹の言葉が蘇よみがえる。こちらの立場を分かった上での発言であった。

「エイルン、バザットか」

　専門家が口をそろえ、現代科学ではエイルンの身体からだや機体を作れないというのである。ならばもう外部の要因を疑うしかない。どうしてアニメのキャラクターなんてものが現実世界に出現したのか……雷らい鳥ちようはその原因を、何が何でも突き止めなければなかった。

　人類とマリスの生存競争に勝利するために。

　──つくづく嫌な役回りだよ。

　必要あらば、誰の尻しりの毛だろうが毟むしり取る氷ひ室むろ財閥の総そう帥すいでも、人の好き嫌いはある。どうにも雷鳥は、ああいう真っ正直なバカが嫌いになれなかった。

「たっく、仕事をするのが嫌になるね、今日は」

　雷鳥は窓の外を見る。本日は快晴、世はなべて事もなし、だ。







　葵あおいは少し困っていた。五日前は、拍はく手しゆ喝かつ采さいの大活躍だったが、その活躍も自衛隊の戦せん騎き装そう略取と、前回の不祥事──命令違反と暴力事件──で帳消しにされる。

　結局、葵に与えられた報酬は四日の休暇だけとなる。

　休暇も明け、本日。

　一足早くに部室に来ると、恋こい文ぶみに類されるメールが送信されてきたのだ。お相手は、

　部内の後輩男子である。

　それで、先ほどからＮＯ返事の文章を考えているのだが……これが悩みの種だった。

　心を射い止とめた男は数知れず。その想おもいを断った数も両の指では利かない葵。

　好意をもってくれる相手の気持ちを毎度、断るのはいい気分ではない。おまけに同じ部である。今後のモチベーションに影響しかねないと思うと、部長としては頭が重かった。

「私なんかの、どこがいいんだろ？」

　長机に行儀悪く腰かけて、足を組む。それから携帯電話のメール画面と睨にらめっこした。

　葵はふと思う。メールには、自分に彼氏とか、好きな人がいたら諦あきらめる、等々と書かれていた。自分にそんな異性はいるのか。

　告白された手前、葵はけっこう真剣に検索をかけてみる……検索結果はゼロだった。

「うー。でも……男の人とか見ても、変な気持ちとか起こらないんだよなー。こんな調子で私、結婚できるのかな？」

　自己分析しながら「異性・ときめき・好きな人……」と、呟つぶやいていると。

　──？

　ときめきと思おぼしき経験を葵はしていた。しかも、つい最近。

《俺の全部で全てを助ける……後は任せてくれ》

　あの力強い言葉は、思い出すだけで葵の胸を熱くした。

《君のおかげだ！　礼を言う！》

　あの日に見た雄姿は、目に焼き付いて、生涯忘れることはできないだろう。

　葵あおいはボーっと意識が飛んだ。しまいには顔を赤くする。

「あれ……何か、熱い……」

　それからしばらく、葵は彼の事ばかり考えていた。







　自販機前ベンチに紫し貴きが座っている。手にはジュースの缶が握られていた。

　今も暴れる動どう悸きを抑えるように、紫貴は胸の上に手を置く。

　原因はエイルンバカ一代・氷ひ室むろ夏なつ樹きのせいだ。

　五日前、セレンを無理に搭乗させた時の事……紫貴は何日もそのことで気を揉もんでいた。

　そんな時、つい先ほど校舎内を歩いていた夏樹を見つける。格かつ好こうはまたもエイルンの軍服だった。紫貴は夏樹を呼びとめ、謝罪をする。

　だが紫貴の予想に反し、夏樹はまったく怒っていなかった。

　用意していた謝り文句はあっさり流される始末だ。夏樹は自販機でジュースを買うと、何が嬉うれしいのかガッツポーズをし、それを紫貴にくれる。

　あの言葉と一緒に。

《明日があればどんなことだってできる。友達と仲直りする事だってな》

　いかにもエイルンが言いそうな、気き障ざったらしい台詞せりふだった。

《応援する。がんばれ九重ここのえ》

　おまけに、あんな大人の微笑まで。不覚にも紫貴は、夏樹に見み惚とれた。夏樹は忙しかったのか、おしゃべりすることは叶かなわず走り去ってしまう。

　紫貴の紅潮した頬ほおは、熱くなったまま冷める事がなかった。

　──くっ、そこまでして私を釣りたいの？

　思うは夏樹の事ばかり。実はここ数日、気付けば夏樹の事ばかり考えている。

　意味が無い事と分かっても、心から切り離せなかった。

　──ダメ……いずれは本土に帰る人間。深みにはまっても辛つらいだけよ。

　紫貴は視線を落とす。

　一般人である夏樹が、この島に来たのは、きっとあの新型試作機エルフイーナの調整や実戦データの収集のためか何かで、それが終わればきっとこの島からいなくなってしまう。

　額面の謳うたい文もん句くでもヘキサ以外が氷室義塾に入学することは許されていない。

「お礼くらいは……ちゃんと言わないとダメよね」

　紫貴は夏樹との別れを惜しんでいた。







　試着室のカーテンが不意に開かれる。中から夏なつ樹きが出てきた。

「ど、どうかな？」

　夏樹の格かつ好こうを見て、セレンは興奮気味に頷うなずいた。

「ナウい！」

「ナ、ナウいか……よし！　これも買おう！」

　ちょっと前衛的過ぎないか心配だったが……セレンの言葉に夏樹は自信を持った。

　上は柄物のシャツ。下は色落ちしたジーンズに大きめのバックルを付ける。

　そして夏樹の胸を熱くさせているのは、この茶色の革ジャンだ。

　店に入って真っ先に目に入った逸いつ品ぴんである。こんなカッコイイ上着を夏樹は初めて見た。

　二人がいるのは洋服のショップである。今日は、以前に約束した買い物に来ていた。

「よし、服はだいたいこんなところか」

　買い物カゴいっぱいの服を見て、夏樹が満足げに言う。

　夏樹は、氷ひ室むろ義塾の生徒として入学する運びとなる。学園規定を曲げてまでの特別措そ置ちなので、発表は後日に控えていた。

　エルフィーナは従来通り、夏樹の裁量で管理・運用することになっている。公式辞令はまだだが、今後は対マリス戦闘の遊撃パイロットとして雷らい鳥ちようの補佐に回ることになる。

「次？」

　ヌイグルミを抱える格好でセレンが聞く。夏樹は試着室に戻りながら応こたえた。

「次は……学園だな。夕方までに購買部にも行かなきゃいけないんだ。入学の手続きと、制服の採寸をするらしい」

「？　入学？」

　セレンが首をかしげる。

　試着室から、いつものラインハルト軍服に戻って夏樹が出てくる。

「あれ、言ってなかったか？　来週から氷室義塾の三年生らしい。詳くわしいことは言えないが、この島にもしばらくいることになったんだ」

「う、嘘うそ？」

　セレンは目を丸めた。いずれ夏樹は本土へ帰ってしまうと思っていたからだ。セレンは別れが怖くて、ずっとその事を考えないようにしていた。

「学校はヘキサしか」

「なんでも例外的な措置らしい。一応、先輩だから学校では節度をもって接するように」

　夏樹が腰に手を当てて笑う。セレンは逃げるように顔をそむけた。頬ほおが朱に染まる。

「夏樹……一緒？」

　セレンは横目で夏樹を見ながら、小さな声で聞いてみた。

「当面はな。今のところは期間無期限だよ」

　夏なつ樹きの返答に、セレンは息を止める。

　買い物カゴに、革ジャンも入れると夏樹は会計の方へ歩いていく。セレンは目で彼の背中を追う。すると夏樹は肩越しにセレンの方を向いた。

「これからもよろしく頼むよ、セレン」

　彼特有の優しくて、安心できる微笑ほほえみ────セレンはそれに吸い込まれる。

　心臓が暴れ、顔だけでなく体中が熱くなっていった。

　──夏樹と一緒、

　セレンは無意識に相棒の身体からだを抱きしめる。自分の心臓の鼓動が聞こえてきた。

　──夏樹が、一緒。

「ん！」

　恥ずかしくなってセレンはヌイグルミに顔を押しつける。

　ふわふわした綿わた毛げ特有の感触を堪能し、これからの未来を想像してみる。

　明日なんて来なければいいと思っていた自分が……楽しみにしているではないか。

　曇った未来も夏樹と一緒なら、晴れになっていくかもしれない。何な故ぜなら、彼を見ているだけで、こんなにも心臓の鼓動が速くなってしまうのだから。

　──たいへん。たいへん。

　セレンは、白いアザラシのヌイグルミに頬ほおを当てる。それから、とある疑問を、この物言わぬ友達に聞いてみた。頬を朱に染め……胸で暴れる、初めての気持ちについて。

「シロ……私、病気？」

　もちろん返答は返ってこない。セレンはヌイグルミのプラスチックの鼻にキスをする。それから夏樹の傍そばに行った。

「ん？」

　セレンは夏樹の軍服の袖そでを摘つまむ。それを見て夏樹は少し歩調を緩ゆるめた。

　もう日常になりつつある光景である。

　夏樹は不意に聞いてみた。

「なぁセレン……今、楽しいか？」

　セレンは応こたえない。代わりに笑顔を返す。それは心から楽しそうな笑顔だった。

　少女は、こうしてやっと歩みだす。定められた魔女としての運命ではなく、自ら選んで歩んでいく、セレンティーナ＝エングヴィスの人生を。

　窓の外は、青々としていて朗らかに。空を見た少女が、綺き麗れいだな、と思えたのは、空が威い張ばらなかったからか。それとも、映し出す瞳ひとみがもう濡ぬれていなかったからか。

　青い瞳に涙はもう無く、空と同じ色で輝いていた。
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　四神の「青せい龍りゆう」ってカッコよくない？　うん、龍だしねー。あれって「東」の守護してるんだぜー（ドヤ）知ってるわ（笑）

　仕事中、独り言を呟つぶやいていたらＰＮが決まりました。私のＰＮを覚えていれば青龍の位置を間違えません。どうでもいいですね。

　はじめまして。東あずま龍りゆう乃の助すけと申します。

　突然ですが皆さん、ロボットは好きですか？　私は好きです。ロボットはロマンです。童心に刻まれたこの「理屈のない好き」は中々拭ぬぐえるモノではありません。

　でも悲しい事に昨今は、若い人のロボット離れが起こっていると小耳に挟みました。

　東は絶望します。「本、売れねーやん」と。でも、かつて見てきた名作が蘇よみがえったのです。

「逃げちゃダメだ。逃げちゃダメだ逃げちゃダメだ逃げちゃ……ダメだっ！」

「高い所から偉えらそうに言うなぁあぁっ！」

「悲しいけどこれ、戦争なのよね」

「ドイツの科学力は世界一ィィィィ！」

　かつて憧あこがれたヒーロー・ヒロインたちは皆、ロボットに乗り（？）、東の心を盗んでいったのですから……東が未婚なのも全部ロボットのせいです。チキショーめ。

　と言う事で、一人でも多くの人が本書を通して、ロボットを好きになってくれればなと思っております。

　おいおいチャーリー。俺は後書きから読んでるんだぜ？　寒い話はやめてくれよ。

　という方の為ために軽く本書を説明しておきます。

　①　巨大なクリーチャーがうじゃうじゃ出てきて、人類がピンチです。

　②　それをスーパー系・リアル系・試作機・量産機等々……いろんなバリエーションのロボットで何とかしちゃうぞ！　ってお話です。

　こんな感じでしょうか。喋しやべりすぎと担当さんに怒られそうです。




　以下、『エイルン・ラストコード』を作るに当たり、お世話になった方々に、心からの謝辞を述べさせていただきます。

　こんな東を今日まで見捨てず、引っ張り続けてくれた担当編集様。これだけのクリエーターさん達をまとめるのは本当に大変だったと思います。心の底からお疲れさまでした。

　可愛かわいく、カッコよく、キャラクター達に命を吹き込んでくれた、みことあけみ様。

　ハラハラ・ワクワクのロボット作劇を圧倒的筆力で描ききってくれた貞さだ松まつ龍りゆう壱いち様。

　熱く、カッコよくロボ達の活躍を、絵画のように現出させてくれた汐せき山やまこのむ様。

　お三方の絵を初めて拝した時……前日に遠足を控えた少年のように寝つけませんでした。この度はまことに、まことにありがとうございました。

（内訳：キャラデザイン＝みことあけみ様　エルフィーナ＝みことあけみ様＆汐せき山やまこのむ様　デストブルム＝貞さだ松まつ龍りゆう壱いち様　戦せん騎き装そう＝汐山このむ様　マリスデザイン＝貞松龍壱様）

　他にも、舞台や設定を一緒に考えてくれたＳ先輩。旧友のＫ君とＫ君。そして、こんな歳としまで夢を追うことを許してくれた家族にも。

　十年かかったけど夢、叶かないました。本当にありがとう。

　最後はまた読者様に戻りまして。

　この度は『エイルン＝ラストコード』をお読みいただき、誠にありがとうございました。

　本編がヘビーなので、後書きはライトにしてみました。てへぺろ！

　楽しかった！　と、思って頂いたのなら涙が出るほどの喜びです。

　今後も全身全霊、一人でも多くの人に喜んで頂けるよう精進して参ります。

　一筆入魂！　二巻でまたお会いいたしましょう。

　それと喜びの声・励ましの声が頂けるのであれば……もしあればですが。僅わずかでもあれば！　ミジンコの額ひたいくらいでもあれば！　ハ、ハート柄の便箋で……お願いします。

　東あずまの灰色の青春が、きっと補ほ填てんされるでしょうから（遠い目）


東　龍りゆう乃の助すけ
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